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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　けっして……ひとりでは読まないでください……
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　夏の日差しが降り注ぐ、透明な川の真ん中で、

「さくらくーん!!」

　腰まで流れに身をひたし、振り向く天使のドクロちゃん。その姿はもちろん、

「冷たくって、すっごくきもちいいよ！」

　スクール水着です！

「ねえ、はやくおいでよ──！」

〈んみゃみゃみゃみゃみゃみゃみゃみゃみゃみゃ───ッ!!（けたたましい蟬せみの鳴き声）〉

　学期末テストをようやく蹴けり飛ばした僕達たちは、ついに一学期最後にして最強のイベント、林間学校に大型バスで突入。夏休み直前の『県立 パブロフ少年自然の家』から今回はお伝え致します！

「待ってドクロちゃん！　そっちは深くてあぶないよ──っ!!」

　二泊三日の、その一日目。太陽は中天。僕達は課題である『自然観察』の真ッ最中。

「ねえねえ桜さくらくんッ！　なんかキラキラしてる！　水の中になんかいるッ！」

　両りよう脇わき二本の白いライン、濃のう紺こん水着のドクロちゃん。彼女の前では、スクール水着の持つ特殊能力の一つ〝年とし頃ごろの女の子達の体型を均一化〟は、完全に無効です。だからといってスクール水着を無能と責めるのはおカド違い。責められるべきはこの小柄な天使、ドクロちゃんの持つイレギュラーな胸のふくらみ、そして腰のくびれなのです。

「きっとそれはお魚だよ。イワナか鮎あゆかな？　そうだ、あとでまとめのプリントに書いておかなきゃね！」

「うんッ！」

　天使の少女は僕のコトバに興こう奮ふんし、頭の上にある金色のわっかで水滴をきらりんとさせながら、水面を手の平でぱしゃぱしゃかき混ぜます。

　未来の世界にずっと住んでいた天使のドクロちゃんにとって、林間学校は今回が初体験。全すべてが驚おどろきと興奮の輝きに包まれているにチガイありません。

「きゃはーっ！」

　今やドクロちゃんは無敵スターをゲット状態。そんな天使を、逆転シンメトリーで映す鏡のような川の水みな面も。そして彼女を覆おおうように、生命力に溢あふれた夏の深緑が広がっています。

「桜さくらくん桜くん桜くん桜くん桜くん[image: ]」

　腰まで水に浸つかった少女は、感極まったように僕の名前を連呼。

「ど、どうしたの!?」

　近寄った僕にドクロちゃんは水面に半分浸した手と手を合わせ、こちらに向けて、

「えーいっ！」

　まるでお風ふ呂ろ場ばでやるように、指の間から水鉄砲を飛ばしてきました。

〈ぴゅ────ッ〉

「うわぁっ！」

　僕は一直線に撃うち出された細い水をひょいっと避さけ、

「やったなドクロちゃ……」

〈ごぱぁぁんッッ!!〉

「え？」

　破壊音に振り返れば、逸それた水が当たった背後の岩が、木こッ端ぱ微み塵じんになっています。

「[image: え゛][image: ゑ゛][image: え゛]ッッ!?」

「あははははは！　こんどこそ──！」

　天使は再び、水を充じゆう塡てん、水面に組んだ両手をちょこんと出し、

「ちょ、ちょっ!?」

〈ぴゅ────ッ!!〉

「アブナァァーッ!!」

　紙一重で避けた水流は一いつ瞬しゆんで別の岩を〈づいんっ！〉と袈け裟さ切ぎりに切断。ずれた岩は〈どしゃっ〉と、川の流れに沈んでいきます。

「うひゃああッ！　たのしぃぃぃ──!!」

「や！　やめてよドクロちゃんッ!!　こんなのキミにとっては軽い気持ちの遊びなんだろうけどぉぉオオッ!?」

〈ぴゅ────ッ!!〉

「あはははは!!」

「僕にとっては命に関かかわるよ!!　うわァッ!?」

　背中に突然の感触！　ぎくっと動きを止めれば、

「ごめん！　それとってー！」

　その声、

「静しず希きちゃん!?」

　振りむけば、向こうで手を振っているのはクラスの中で僕が一番よく知っている女の子。

「ビーチボール！　おねがい桜さくらくん！」

「ぁあ！　うんっ！」

　僕は流れて行ってしまいそうになるスイカ模様のビーチボールを拾い上げます。

　彼女、水みな上かみ静しず希きちゃんは幼稚園のころから僕と幼なじみの女の子。

　だから僕は、静希ちゃんの水着姿なんか見慣れて、

「は……」

　……見慣れていた、はずなのです。

　だけど現実には、僕は水を蹴けって駆け寄る静希ちゃんに言葉を詰まらせていました。なぜなら今目の前にいる静希ちゃんは、まるでフィルムのコマを飛ばしたみたいに、確実に昔の夏より……

「ありがとう、桜くん」

「う、うん……」

　僕からビーチボールを受け取る静希ちゃん。

　あたかもこの清流が具現化したような涼しげな微笑ほほえみ。水を玉にして弾はじく、健康的にすらりと伸びた手脚。長い髪の毛は今日はアップにひとまとめ。うなじのところで留めています。
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　僕はそんな静希ちゃんの姿から思わず視線をそらしてしまいます。だってそんな健康的な彼女の水着姿をじっと見ていたら、エッチな男の子だと思われてしまうからです。それだけは、避さけないと。

　しかし、ドギマギする僕の視線を追いかけるように、静しず希きちゃんは僕をのぞき込み、

「ねえ、桜さくらくんも一いつ緒しよにやらない？」

　水面に逆さまに映っていた静希ちゃんを見ていた僕はたじろぎます。

　そう、林間学校は始まったばかり。なにかが起こらない方がおかしいのです。夏は僕たちを大人にするのですから。……夏は僕たちを大人にするのですから!!

「水みな上かみさん、はやくー（南みなみさん）」

　振り返る静希ちゃん。その先には水着姿のクラスメイト達たちが、ビーチボールを今や遅しと待ちかまえています。担任の山やま崎ざき先生まで混ざっています。みんな、自然観察は？

「ね？　一緒にやろうよ」

「う、うん。じゃあ混ぜてもらおっかな！　ねえドクロちゃん！　僕達も……って、あ、あれ？　いない……！　ドクロちゃんがいない!!」

『桜くん見て見てー！』

「はい!?」

　それは四方八方からコダマする、天使の少女のくりくりボイス。

「ドクロちゃんどこ!?　どこにいるのー？」

『ここだよ──』

「コダマしちゃって、どこにいるのかわかんないよぉぉ──!!」

「桜くんあそこ！」

「え？」

　静希ちゃんが慌あわてて指さしたのは上流。彼女の細い指先をたどれば、なんとドクロちゃんはこの川に注ぐ滝たきを作り出している岩の上で手を振っているのです。軽く校舎の三階のベランダくらいの高さはあります。僕は口の横に右手を添えて叫びます。

「ドクロちゃん危ないよ!!」

『たかい!!　ここ、たっっか───いッ！』

「見ればわかる見ればわかる！」

　しかし、僕の声が聞こえているのかいないのか、彼女は狭い岩の上に四つんばいになって滝たき壺つぼをのぞき込んでいます。

『きゃっは──ッ！』

「あ、あぶないってばドクロちゃんッ!!　て、待ってなにする気？　まさか……！」

　ダメです、こっちの声が届いていません！　天使の少女は膝ひざを曲げ、ひゅんっと飛び込みの選手のように岩の上から滝壺めがけジャンプしちゃうのです！

『てや──！』

「ちょ、ちょっと───ッ!!」

〈ぎゅるるるるるッ！〉

「うわ……」

　静しず希きちゃんも思わず感嘆の声をあげます。それは超回転でした。ドクロちゃんは膝ひざを抱えて、ぐるぐる回りながら落下中!!

「ぁぁぁあああッ!!」

　着水寸前、天使の少女は〈ぱっ〉とカラダをのばし！

「おおっ!?」

〈びっっっった────んん!!〉

　お腹なかを水面にうちつけました。

　滝たき壺つぼ脇わきに盛大に水柱を上げたドクロちゃん。僕も静希ちゃんもかけるコトバが見つかりません。絶句しながら、白く泡立つ水面を見つめ続けます。

　そして、

〈ぶくぶく……〉

「…………う」

〈ぷか───っ〉

「うわ～……」

　ドクロちゃんは背中を水面に出したまま、川の流れにあわせてぷかぷか下流へと流れ始めるのでした。

「さ、桜さくらくん!?　ドクロちゃん助けなきゃ！」

「ああもう──っ!!　しかたないなぁ──！」

　僕は浅あさ瀬せをざぶざぶと下流方向に向かって走り、ドクロちゃんの予定進路を先回り。どうにか胸の深さのところで、

「まったく……なにやってるんだよう！」

　ぷかぷか流れる天使をキャッチしました。上流の岸には小さく静希ちゃんが見えています。

「ドクロちゃん聞こえる!?　しっかりして!!」

　僕は意識のないドクロちゃんを、川の真ん中に顔を出す平たくて大きな岩の上へと引き上げ、仰あお向むけにしました。そして彼女のやわらかくて冷たいほっぺをぺたぺたひっぱたきます。

「朝ですよドクロちゃん！　起きてください！　『アタック25』始まっちゃうよ!!」

　もうどうしましょう、ぴくりともしないコイツはまったくもってアホ天使です。しかし、たとえ彼女がどんなに役にたたない天使だとしても、このままゴリンジュウでは大変です。時は一刻を争います。

「なんとか、なんとかしないと……。そうだ！」

　ヒラメキます、どうして気がつかなかったのでしょう。おぼれたヒトを救助する時に大切なコト。それは初期段階の応急措そ置ち。応急措置とはすなわち、人工呼吸＆心臓マッサージのコトなのです。

　僕はとっさに周囲を見回しました。ここからでは岩がじゃまをして、さっきまで見えていたクラスのみんなや、静しず希きちゃんが見えないのです。つまりそれは、助けを呼べない孤こ立りつ無む援えんな状況ということです。僕は人工呼吸をする際にどうしても密着しなくてはいけないドクロちゃんの小さな唇くちびるを見ました。今もぷっくりと肌色の唇です。次に心臓マッサージをする際にはどうしても密着しなくてはいけない部分をよく見ました。突っつけば弾はじけちゃいそうなくらいに水着がぴっちぴちになっているじゃありませんか。これではいくらなんでも水着がかわいそうです。

「このくらいのコトで怖おじ気けづいちゃだめだッ！　ドクロちゃんの命がかかっているんだぞ!!」

　僕は首を左右に振りました。気を動転させてはいけません。こういうときにこそ理性を失うと危険なのです。ドクロちゃんの命は今、僕の手の平にあるのですから。早めのオウキュウソチ！　オウキュウソチッ!!

　僕は、勇気を出してドクロちゃんに顔を近づけます。そして残距離二ミリメートル!!

　だがしかし、その時なんの前触れもなくッ！

　ドクロちゃんの瞳ひとみがぱちっと開き、

「しまった！　生き返っ……！」

「きゃはははははははっ♡」




　ぱぐしャラララッ!!




　天使の少女は奇声をあげつつ、とげとげだらけの鋼鉄バット『エスカリボルグ』をヒトの目には見えざる速さで乱舞させました。

〈じゃばぁぁぁぁあ───────………〉

　その鋼鉄の暴風に巻き込まれた時、僕は数億のツブツブに粉砕されます。一いつ瞬しゆんで七〇％の水分と残りの三〇％の不定型物に成りはてた僕は、周辺をまあるい虹にじのアーチで飾りながら、撒まき餌えのように川に降り注ぎ、いまや食物連鎖の最下層に到達。

「きゃはっ！　このままじゃ桜さくらくんは雲となり雨となり、やがてはみんなの喉のどを潤うるおしちゃうっ♡」

　ドクロちゃんは、まるでオーケストラの指揮者が操るタクトのように魔法のアイテム、エスカリボルグをリズミカルに動かしました。




　ぴ・ぴ・る・ぴ・る・ぴ・る・ぴ・ぴ・る・ぴー♪




　するとエスカリボルグが奏かなでるテンポに合わせ、下流域から一斉に、まるで水切りの石のようにちょちょちょちょちょん！　と、血肉は集結です。魔法の光に祝福されたそれらは、粘土みたいにぐねぐね混ざり、石の上に正座している僕が形成されました。

「ひどいよドクロちゃんッ！」

「あははははははは！」

「なにこっち指さして笑ってるの!?　わかってる？　ドクロちゃんはヒトとして一番やってはいけないコトをしたんだよ!?」

「もう一回！　ねえ、もう一回しようよ桜さくらくんっ！」

「なに言ってんの!?　もう撲ぼく殺さつはコリゴリだよッ！　って、アブナァァーッ!!（エスカリボルグを避さける僕を三六〇度撮影）」

　だめです、林間学校という魅み惑わくの女神がドクロちゃんのハンドルを取り外し、ブレーキを破は壊かいしたのです！　退たい避ひ退避！　総員退避！　逃げ道は水面、僕はすぐさま川へとダイブ。思いっきり下流に向かって息継ぎなしのクロールです！

「まってさくらくーん！　ボクにもお赤飯炊いてよーっ!!」

〈しゅぴッ　たーんッ！　たーんッ！　たーんッ！〉

「うわああ!!　ドクロちゃんが意味不明のセリフを発しながら水面を走ってるッ!!　くっ！　もうだめだ、追いつかれ……ッ！」




　──これは、十四歳の少年の僕、そして天使のドクロちゃんが体験した、夏の太陽が狂わせる、戦せん慄りつの夜の物語。
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　今、僕はひとりぼっちでキャンプエリアへ続く山道を上っていました。道の両りよう脇わきには太い杉すぎの木が林立していて、傾いた夏の陽ひはその木立に阻はばまれ影となり、あたりには平野よりもだいぶ早く夕ゆう闇やみが広がり始めています。

　あの後、水面を走る魔物のようなドクロちゃんから逃げる途と中ちゆう、僕は力尽きて滝たき壺つぼに落ち、下流の木の枝に引っかかっていた所を散歩をしていたおじいさんに発見してもらい、僕はやっとのコトで、パブロフ少年自然の家までたどり着くことができたのです。

　なので、僕はあの時からずっと、

「寒いよ──……」

　海パン一丁です。

　そんな僕の鼻にツンと、いまだくすぶる炭の匂におい＆カレーのスパイスの芳香が混ざり合って漂ってきます。僕はこれぞ林間学校の晩ご飯という雰ふん囲い気きに包まれました。

「ああ……」

　しかし、林間学校のしおりにあるスケジュール通りなら、もう既すでに夕食のカレーは食べ終わり、今は後かたづけの時間なのです。この匂いはその残り香なのかもしれません。

　僕は泣きそうです。っていうか、本当に涙ぐんでいます。カレーライスが食べられない林間学校なんて、静しず希きちゃんのいない体育の授業みたいなモノです。このままでは僕が将来『林間学校』と聞いて思い出すのは、あの優やさしいけれど僕の海パンのおしりばかり見ていたおじいさんの笑顔です。

　坂の上に見えているのは、斜面を削って作られたススでまっくろな炊事場の屋根。そして今や誰だれもいないであろう隣りん接せつしたあずまやを目指しながら、僕は剝むき出しの肩を抱いて山道をとぼりとぼりと歩いて上ります。ふと見上げた木にとまっているのはツクツクボーシ。

　彼の鳴き声が哀あい愁しゆうをさらに加速させたその時、

「桜さくらくーんッ！」

　女の子の声。

「え……、この声」

　坂道のてっぺんから現れたのは、跳はねるように駆け下りて来る青いジャージ姿の、

「ドクロちゃん!?」

「もう桜くん、どこ行ってたのー？」

　そしてさらに、天使の少女に急せかすように引っ張られ坂を上りきった僕は見たのです。二年Ａ組のみんなが手を振りながら歩み寄って来るのを。

「おう桜さくら！　遅かったな!!」「心配したんだぞ？」「迷めい惑わくばっかりかけるんだからっ！」「いったいどこまで行ってたんだ??」「滝たき壺つぼに落ちて……ずっと下流の方で……（僕）」「じゃあここまでどうやって？」「おじいさんに、軽トラで……（僕）」「だれ？　桜くんが川に遊びに来ていた小学生の後をつけて、そのまま行方ゆくえ不明になったなんて言ったヒトは……（田た辺なべさん）」

　二年Ａ組のみんなは、海パン一丁の僕を囲みます。

「でも、なんでみんな……」

　僕はびっくりしてしまいました。信じられません。だって壁に掛けてある時計を確認すれば、もうとっくに夕食の時間なんて終わっているのです。

「みんな、お前が来るまでカレーは食べないって言って、ずっと待っていたんだぞ？」

　担任の山やま崎ざき先生が僕の前にやってきました。

「せ、先生……」

「心配かけやがって」

　山崎先生は、キビシイ表情で僕を睨にらみ、げんこつを落としました。

「俺おれは……こんなクラスを担任できて、本当に嬉うれしく思う。無事でよかったな」

　僕は先生に頭をぐりぐりされながら、うつむき、奥歯をぎゅっと嚙かみました。

「ありがとうみんな……！　ありがとうございます、先生！」

「ほら、桜くん。みんなもうお腹なかぺこぺこなんだからね！　はやくはやくぅ！」

　ドクロちゃんが僕の腕を取って引っ張ります。

「う、うん……！」

　僕はみんなにうながされ、あずまやの下、木のイスに座ります。

「はい、桜くん。冷めないうちにどうぞ」

　そう言って南みなみさんは目の前のテーブルに、黄金に輝く一杯のカレーを置いてくれました。

「で、でも、僕が一番でいいの？　みんなを差し置いて悪いよ……！」

　そのコトバに、一人の男子生徒が立ち上がります。

「いまさらナニ言ってんだ桜。俺たちみんな、お前に一番最初に食べてもらいたいんだよ」

「さ、佐さ々さ木き……！」

「泣いてないで早く食べて？　みんなお腹を空かせて桜くんのコト待ってたんだから」

「南さんまで！　う、うんッ！　僕食べるよ！」

　僕はこみ上げてくる目の汗を拭ぬぐいます。これは、最高の林間学校です！　おもむろに白いご飯とカレールーをほどよく混ぜ、感謝を込めながらスプーンですくい、口に運びます。

「なんだか、なんだか涙でしょっぱいけれど……すごくおいしい！　友情の味がする!!」

「本当か？（西にし田だ）」

「うん、だからみんなも早く食べて？　僕ばっかりじゃあ……」

「本当に、なんともない？（南みなみさん）」

　僕のセリフをさえぎるように、南さんが再度、問いかけてきます。

「うん、なんともないけど……」

〈かちかちかちかちかちかち……〉

　その時、かすかに聞こえて来たその音。ナニかと思い耳を澄すませば、それは僕が右手で持ったスプーンがカレーのお皿に当たって立てている音なのです。

「あ、あれ？　……なにこれ!!」

〈かちかちかちかち……!!〉

「ふ、震ふるえてる！　手が震えて、止まらない！」

「やっぱり……」

「南さん、やっぱりってなに？　なんのこと??　わ、今度は身体からだ中になんか紫色の斑はん点てんが！　なにこれ！　気持ちわるいよ──！」

　僕は沈痛そうな表情のクラスメイト達たちを見回しました。

「なんでかな……」「やっぱりドクロちゃんが入れたあのキノコがだめだったんじゃない？」「ドクロちゃん、あのキノコはどこから持ってきたの？」「おトイレの壁に生えてたの！」「それだな」「うん、それだ」「え……なに？　そんなモノを僕に……!?（僕）」「おーい！　なんか本館の方で代わりの夕食用意してくれるって言ってるぞー（坂の上からニホンザルを肩に乗せた梅うめ沢ざわ）」「おおおお！　さすが委員長の松まつ永ながだ！」「ウキ──！（松永）」

　僕をよそ目に、クラスメイト達は和なごやかに談笑しながら坂道を上り、本館に移動を開始しました。

「ああ待って！　あのスバラシイ友情は!?　幻なの!?　僕が見たのは夢か幻??　いやそんなハズはない！　そんなハズなんかないんだ!!　くそ！　でもどうして脚の感覚が無くなって……！　みんな行っちゃだめだ！　そっちに行ったら戻れなくなるぞ！　ああああ!!　先生まで！　本当に先生はこんなクラスで嬉うれしく思うのですか!?　待って！　みんな戻って来てここで一いつ緒しよにこのカレーを食べよう!!」

　あ……あり得ない！　だれも振り向かないなんて、あり得ないッ!!　きっとこれは現実じゃないのです。

「桜さくらくん、へいき？」

「ドクロちゃん……なんだかんだ言って、僕を最後まで見ていてくれるのはキミだけだよ！　ねぇ僕、なんだかとっても寒いんだ……、身体の震えが止まらないんだよ……！」

「海パン一丁だからだよ」

「違うよ！　毒だよ毒！　ドクロちゃんが混入した毒キノコのせいだよ！　責任とっていつものいい加減な魔法でこの寒気をどうにかしてよ天使らしく!!」

「じゃあ、はいッ！」

　ドクロちゃんは僕にジャージを渡しました。

「ああもうくそー！　ままならないッ！　どうしてここであの『どくけしそう』が出てこないのか!!」

　僕はモドカしくも、とりあえず海パンのままじゃいられないので、その真ピンクのジャージを着ました。

　真……ピンク……？

「ああーこれは──!!」

　みなさんは『木工ボンド部』という部活を知っていますか？　ドクロちゃんが創立した新機軸の部活動で、活動内容は、主に白い木工ボンドが透明に乾いていくのを見つめるコトです。現在、僕とドクロちゃんしかいない我わが部にも先日、ついに部活ジャージができました。

　ドクロちゃんはコッチに向かって人差し指をぴんと立ち上げます。

「も～～ッ、ほんとに桜さくらくんは忘れん坊なんだからっ！　これ、たたみの上におきっぱなしだったんだよ？」

　真ピンクジャージの背中には『聖ゲルニカ学園　木工ボンド部』のロゴ。そして至る所に『天てん井じよう天てん下げ唯ゆい我が木工ボンド』『欲しがりません　乾くまでは』『ジェームス・ボンドに敬礼』などの刺し繡しゆうが入っています。僕は今、それを着ていました。

「みんなの前で着たくなかったから、わざと部屋に忘れてきたのに……!!　ほんとにこんなコトばっかり！」

　これでは海パン一丁とドッコイドッコイか、それ以下です。

「いつ見ても、このジャージちょ──かっこいいよ──!!」

「だったらドクロちゃんもコレ着なよ!!　普通の体育ジャージ着てないでさ！　ああでも、なんか身体からだの斑はん点てんが消えてきた!!　まさかこの真ピンクジャージに解げ毒どく作用が!?　もうなにがなんだか……」

　その時、どうにか立ち上がった僕の背後で、

〈じゃり……〉

　砂じや利りを靴くつの裏でこする音。




「ちょっといいか？」




　僕の背後から、聞いたことの無い男の声。

「はい？」

　振り返れば白いジャージ、背の高い男子が立っていました。

「おまえが草くさ壁かべ桜？」

　茶色く日焼けした顔は、捕えた瞳ひとみを逃さない甘いマスク。長めの髪の毛も日に焼けたのか色が抜けています。ジャージに包まれた身体からだは一見してスポーツマンとわかるそれ。ナイフでそぎ取ったようなシャープな筋肉。そういえば、白いジャージはサッカー部。

「そうだけど……どなた、ですか？」

　猛もう禽きん類るいみたいな男子だなと、思いました。

「ふぅん……」

　先方はなんだか、僕のコトを知っているみたいです。でも、僕の記き憶おくの中にはこんなカッコイイ男の子はいません。

　……思わず、今のピンキッシュな自分の格好と彼を見比べてしまいました。

　そして白ジャージはぽつりと、僕を見て言うのです。

「……すごいジャージだな」

「う！」

「そうでしょ!!　そうでしょ!?」

　ココロにダメージを負った僕に覆おおい被かぶさるように、ドクロちゃんが乗り出してきます。

「それにね！　桜さくらくんは今、ズボンの下、海パンなんだよーッ!!」

「余計なこと言うなぁぁこのアホ天使!!　だったらドクロちゃんが下着も一いつ緒しよに持って来てくれればよかったんでしょ!!」

「もうっ！　桜くんはすぐそうやってボクにパンツを持ってこさせて快感を得ようとする！　変態だぞっ？」

「やめてよ変態とか言うの!!　僕は一度たりともそんな回りくどい快感なんて考えたコトもないですからね!?」

「うそつき！　桜くんのアタマの中は、いつでも肌色ばかりで……」

「ああもうッ！　ちょっと黙だまってて！　くちチャック！　くちチャックしたまえ!!」

「やめて桜くん！　ヒトがみてるのにっ！」

「はッ！　あ、ご、ごめんなさい！」

　僕は白ジャージの男子に頭を下げます。

「すいませんすいません！　え、ええと、なんでしたっけ……？」

　僕の問いに彼は、

「いや、もういいんだ」

「え？」

　そう答えて、白ジャージの男子は小声で言いました。

「勝ったな……」

「……？」

　その時、耳に飛び込んでくるのは、

「あ！　桜くん!!」

　呼ばれる名前に、僕は思わず視線を飛ばします。

「し、静しず希きちゃん？」

　彼女は急いで坂道を駆け下り、こちらにやってきます。

「よかった、間に合ったみたい。これ、胃薬もらってきたから、飲んで？」

　いつも優やさしい僕と幼なじみの女の子は、陸上部の黒いジャージの袖そでで汗をぬぐいます。

「ありがとう静希ちゃん……！」

　僕は彼女からコップの水と薬の錠じよう剤ざいを受け取り、一気に飲み干しました。

「よ、水みな上かみ」

　それは白ジャージの男子の声でした。

「あ、浦うら野のくん？」

　瞳ひとみを少し大きくして、静希ちゃんはその白ジャージの男の子に反応しました。

「静希ちゃん……知り合いなの？」

「うん、同じ〝宿泊学習のしおり〟の編集係だったの。ね、浦野くん」

　浦野くんも頷うなずきます。林間学校ではだれでも一つ係を受け持たなくてはいけないのですが、彼女はその中のしおり係だったのです（ちなみに僕はドクロちゃんの世話をする、ドクロちゃん係です。無理矢理任命されました）。

　浦野くんは静希ちゃんに近づきます。

「水上もこれから本館？」

「うん。そうだけど」

　静希ちゃんは、しおりを両手で持って頷きました。僕は、はっとします。

「あっ、そういえば……」

　これから本館で夕べの集つどいが始まるのです。どおりでみんな帰って来ないわけです。

　僕は、アリに運ばれるセミの死し骸がいを観察していたドクロちゃんに尋たずねました。

「ねえドクロちゃん、しおりとプリントと筆記用具は？」

「え？　そんなのないよ？」

「それが一番大事でしょう!?　なんで持って来てないの!?」

　静希ちゃんは、ちょっと笑って、

「じゃあここの片づけは私がしておくから、桜さくらくん早く取りに……」

　そう言ってくれますが、

「そんなのわるいよ。静希ちゃんまで遅刻しちゃうから、先に本館に行ってて？　ほら、ドクロちゃんも行くよ!!」

　僕はもたもたする天使の少女を急せかして、荷物が置いてあるテントの並ぶ向こうの斜面を見上げます。

「じゃあ水上、先に行ってよう」

　浦うら野のくんにも促される静しず希きちゃん。彼女は少しだけ迷ってから、

「うん……じゃあ、桜さくらくんも急いでね」

　今来た本館に続く坂道を、浦野くんと上り始めます。

「ほらドクロちゃんも急いで！」

「いそがばまわれだよ？　桜くん？」

　僕は天使の少女のどうでもいいセリフを聞き流しながら、坂道を上る二人の後ろ姿を見て、その場を後にしました。







　そしてここから、本当になにかが起こるのです。心臓がとろとろと溶けてしまうくらいに。







[image: ]

　西の山に太陽が沈み、パブロフ少年自然の家に夜が訪れました。

　夜、よる、ヨルでございます。

　突然ですがここで問題です。林間学校はなんのタメにあるのでしょ──か!?

　答え!!　それはこの夜のタメにあるのですっ！

　それでは『林間学校の夜』はなんのタメにあるかと問うならば!?

『問うならばー!!（海パン一丁の僕妖よう精せい達たちが拳こぶしを振り上げ）』

　そは〝肝きも試だめし〟と心得よ！

『ウワ────ッ！（海パン一丁の僕妖精達が大喜び）』

　肝試しといえば、やっぱり二人だけで闇やみを行く男女。ならば僕はなんとしても静希ちゃんとキモダメしたい年とし頃ごろです！

　ヘッドバットで『夕べの集つどい』を撃げき破はした僕達は今、本館の脇わきにある駐車場に集合しています。足下には昼間の直射日光を充分吸ったアスファルト。そこから立ち昇る甘ったるい余熱感。

　蒸し暑く山深い周囲の闇やみは、空気に色が付いているんじゃないかというくらい、本格的に夜の黒。そこを照らす水銀灯の強烈な白光に突とつ撃げきを繰り返す夏の虫。セミに巨大蛾が、名もない羽は虫むし。そして聖ゲルニカ学園中等部の二年生、百八十名のはしゃぐ声。みんなの熱気が、ヨルの大気に吸い込まれていきます。

「ねえねえ桜さくらくんッ！　きもだメシってなぁに??　おいしい？」

　僕のピンクジャージの袖そでをぎゅっと摑つかんだままのドクロちゃんが、興こう奮ふんと好奇心がカクテルされた瞳ひとみでこちらを見上げます。

　僕はなにも知らないこの天使の少女に、これから始まる催もよおし物について教えてあげました。

「肝きも試だめしっていうのはね、夜の暗い道を男の子と女の子が二人っきりで歩きつつ、いい雰ふん囲い気き結界を展開することを言うんだよ!?　そーら、今にも蜜みつのあふるる約束のトキメキイベントが始まるよ!!」

　そしてこの肝試しでペアになったふたりは、そのままつき合っちゃう度八十五％と言われている夢の祭典！　思わずぎらぎらしちゃいます！

「すごーいッ！　桜くん天才ッ!!」

　それでは、この聖ゲルニカ学園に伝わる恒例行事、肝試しのルール説明をおさらいしておきましょう。




【肝試しルール説明】

　この肝試しは男女ペアで行います。最初に女子がクジを引き、そこに書いてある男子とペアになります。コースは一本。山の上にある神社におフダを置いてから、帰りは別のコースを通ってこの駐車場に戻って来ます。所要時間は往復で二十分ほどです。

【ルール説明終わり】




　広げられた大きなモゾウ紙には、黒マジックでそう説明書きされています。真ん中には地図。隅すみっコには赤いマジックで『この山は、本当にでるらしいぞ!?』と煽あおり文句。

　これでナニかが起こらない方がおかしいのです。夏の夜は僕たちを大人にするのですから。……夏の夜は僕たちを大人にするのですから!!

　入学当時の緊きん張ちようも抜け、受験戦争に出兵しなくてよい僕たちは、心のゆとりを大・回・転!!　するとどうでしょう。今まで三〇％しか使われていなかった青春力を、一〇〇％使用するコトが可能になりました。揺れる大地にとどろく大気。今なら二人きりの夜道で「きゃっ！」と僕にすがりついてくる全すべての静しず希きちゃんを！　護まもれる!!　そぉおぅりゃぁぁああァァアッ───ッッッ!!

「お、おい桜！　出てる出てる！　なんかこめかみからラメ入りの溶けたチーズみたいなモノが溢あふれ出してるぞっ!?」

「おまえ、宮みや本もとか！　危険だから下がってて！　ここは僕が食い止める！」

「しっかりしろ桜さくら！　今はお前が一番危険だ！　わ、なんかコイツ現実を見てない目をしているぞ！」

「キサマ！　さっきはよくも僕に毒を盛ったな!!」

「やめろぉ！　そんなわけのわからん桜汁を俺おれに塗るなぁ！」

〈ずごッ!!〉

　僕は宮本に殴なぐられ、正気に戻るコトができました。

　この宮本という男は僕の親友で、小学校からのつきあいの男子です。ちなみに彼は野球部、深しん紅くのジャージです。

「ごめん宮本。見苦しいモノを見せてしまって……。常つね日ひ頃ごろ、親しきナカにも礼れい儀ぎありと言っていたこの僕が……」

　起きあがった僕の背中を叩たたきながら、宮本は言いました。

「気にするな。ただ俺たちは絶対、別々の高校に行こうな」

「まったく、宮本がそう言うならしかたないよな。と、あれっ……？」

　そこでまたもや、僕は気がつきます。

「ドクロちゃん……？　ドクロちゃんが、またいない!!」

「ホントか!?　ドクロちゃん係のおまえがちゃんと見張ってもらわないと困……」

　周囲を見回していた宮本のセリフが、急停止します。

「どうした!?」

　固まった宮本のその視線の先……、

「あ、ドクロちゃん!!　……と、ちえりちゃん!?」

　僕は見つけます。人混み挟んで少し向こう。背の低いドクロちゃんと同じくらいの背の高さ。天使の少女が話しかけているのは確かに、そう、二年Ｃ組、小お野のちえりちゃんです！

　ちえりちゃんは、静しず希きちゃんと同じ図書委員。小柄でメガネの似合う彼女は、この間、僕と静希ちゃんが企くわだてた『キューピッド大作戦』で宮本と仲良くなった女の子。その小野さんに、ドクロちゃんが背はい後ご霊れいのようにぴったりと取り憑ついているのです。

「ド、ドクロちゃん!!」

　しかも、なんというコトでしょう！

「ねえねえちえりちゃん、じゃあコレはなんて読むの？」

　天使の少女はあの図書館にあった愛読書『男の子と女の子　からだのひみつ』を広げ、またもやちえりちゃんに漢字の読み方を教わっているではありませんか!!

「そ、それは、……もうこはん……」

　見ればちえりちゃんは顔を真まっ赤かにしながらささやいています。

「わああ!!　ちえりちゃんもういい！　もういいですから!!」
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　僕と宮みや本もとは人混みをモンドウムヨウで割り、アホ天使とちえりちゃんを確保!!

「あ！　桜さくらくんもちょうどいいところに……」

「だめでしょドクロちゃん!!」

　僕は彼女から『男の子と女の子　からだのひみつ』を強ごう引いんに取りあげます。

「いやん!!　なにするの桜くん!!」

「なんでこういうモノばっかり林間学校に持って来てるのドクロちゃんは!!　だからあんなに荷物がいっぱいになっちゃうんでしょ!!」

「だっていざっていう時に……！」

「『男の子と女の子　からだのひみつ』が必要ないざって時っていつなのさ！」

「もー、知ってるくせに！　桜くんってば!!」

「知らないよそんなの!!　それよりもいい!?　ちえりちゃんと宮本は今、とっても微妙な時期なんだからそれを踏まえてもらわないと困りますよアナタ！　ちえりちゃん、ごめんなさい、本当にもうしわけない！」

「い、いえ……おかまい、なく……」

　ちえりちゃんは既すでに、宮本の陰に隠れてしまっています。

　純文学少女のちえりちゃんにとって、ドクロちゃんは存在自体が公序良俗に反しすぎているのです。

「お、おい！　もう俺おれら先に行ってるからな？」

　宮みや本もとが撤てつ退たい体勢に入っています。

「ごめんな宮本、くそう！　ドクロちゃん係の僕さえしっかりしていたら……！　ドクロちゃんによく言い聞かせておくから！」

「そうしてくれ！」

　宮本とちえりちゃんが立ち去ろうとした時、僕はふと思い出して尋たずねました。

「あ、そうだ宮本、静しず希きちゃん見なかった？」

　宮本は、眉まゆを寄せ、

「水みな上かみ？　ああ、確か向こうの方にいたぞ？」

「むこう……？　わかった、サンキュー。それから本当にごめんねちえりちゃん！」

　僕はちえりちゃんと宮本から視線を外し、静希ちゃんを捜して集団の前の方を見回しました。しかし水銀灯の光は陰影が強く、みんなぐちゃぐちゃ動き回ってなかなか二年Ａ組三十番、水上静希ちゃんは見つかりません。

「ねえねえ、静希ちゃんならあそこにいるよ？」

「えッ？」

　大きく吸った息をそのまま止めて、僕はドクロちゃんが指さす方向に目を細めます。

　集団に前と後ろがあるならば、それは一番前。

　拡声器を持っている肝きも試だめしの実行係のいる、そのすぐ近くに静希ちゃんがいるのです。

　あの川で遊んでいた時と同じ、髪はアップで留めています。

「あ、いたいた。おーい！　静希ちゃ……ん？」

　そして僕は、そこに浦うら野のくんの姿も見つけるのです。白いジャージの浦野くんは静希ちゃんの隣となり、しきりになにかを話しかけています。

　静希ちゃんは、彼に相づちを打つように微笑ほほえんでいます。




『水上静希さん』




　その時、拡声器が静希ちゃんの名前を呼びました。

　順番はランダム、ついに彼女の肝試しの番になったのです。僕はなんか急に落ち着かなくなって、静希ちゃんを見ました。

　彼女は「はい」とヒトコト、浦野君から離れ、ゆっくりと前に出ます。それからみんながやっていたようにペアになる男子を選ぶため、箱の中に手を入れるのです。

　とっさのコトに、僕は心の準備がしきれません。とにかく今は『僕になれ！　僕になれ！』と、脳内で絶叫します。届け！　この想おもい……！　かなえ！　我わが恋心!!

　三角に折られた紙を抜き取り、拡声器を持った男子に手渡します。

　僕の視界は、僕の鼓こ動どうと一いつ緒しよになって細かく揺れていました。

　時はきたれり。係の男の子がくじの紙を開きます。

　緊きん張ちようの一いつ瞬しゆん──

　おねがいします、カミサマ！




『──浦うら野の誠まことくん』




　ぅぅぅぅうわあああぁぁぁぁ──……ッ!!

　僕は、なんのためにずっと家で肝きも試だめしのイメージトレーニングをしていたのでしょうか！　これでは全すべて水の泡です。今さらですが『超能力が使えるようになる本』の通りに、まじめに訓練しておかなかったコトを悔やんでも悔やみきれません……！　きちんとやっていれば、今いま頃ごろ……！

　僕は静しず希きちゃんのパートナーになった、あの白ジャージの浦野君を見ます。その浦野君に近寄る静希ちゃんに渡されるマグライト。二人の間に交わされる会話は決してここまでとどきません。

　肝試し、第十八組のスタートです。

　静希ちゃんは浦野君と山道への入り口へ。そしてすぐに影、夜の中に二人は、消えてしまいます。

「……行っちゃったー……」

　そんな僕の背後、

「桜さくらくん、あぶな───いッ!!」

　突然緊迫したドクロちゃんの声。

「え、えっ!?」




　ザコバッ！




　僕の胸から血の華はなが咲きました。ドクロちゃんが背後からエスカリボルグで貫いたからです。そのまま、大地にエスカリボルグというピンで留められた昆虫みたいになった僕。そのバットを伝い、地面に流れ出した血液がじわりじわりと広がっていきます。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「な、な……なに？　なんで撲ぼく殺さつされたの今僕は!!」

　ドクロちゃんはエスカリボルグの先端を指でつつきながら言いました。

「蚊かがいたのーッ!!」

「蚊がいた!?」

「見てー？　この蚊、こんなにいっぱい桜さくらくんの血を吸って……」

「血の量とかはもういい！　いっぱい出た！　致死量出た！　蚊ごと僕を潰つぶしたから!!　ほんとキミって危ないな！」

　僕はもう、ココロを空っぽにして夜空に叫ぶことしかできない詩人です。

「あのね、おもしろいコトを言われたら、いつどんなときでも口の中に牛乳があふれて『ぶぱー！』って吹き出しちゃう呪のろいをかけられたくなければ金を用意しろ！　って言われたら、桜くんならどのくらいまで用意できる？」

「あんたいきなりナニを言い出すんだ」

『三み塚つか井いドクロさん』

　ちょうど彼女を呼ぶ拡声器。

「あ！　はいはいはいはーい！」

　ドクロちゃんは、あわてて器用にヒトの波を縫ぬって前にでます。僕はそんな天使の少女の後ろ姿に、ほうっと安あん堵ど感かんさえ抱いてしまいます。

　係の男の子が身をかがめて持っていてくれた箱の中から、ドクロちゃんがクジの紙を引っ張り出します。係の男の子が開きます。

『吉よし田だ伸のぶ夫おくん』

　読み上げられたのは僕のクラス、二年Ａ組の吉田でした。

　一いつ瞬しゆんどきっとしましたが、安心しました。そうです。僕が選ばれていた可能性だってあったのです。あまりにも無防備だった自分にいまさら冷や汗をかきました。

　ヒトをかき分け、吉田がドクロちゃんに近づいて行きます。

　すると、

「えい！」

　天使の少女はいきなりとげとげバット、エスカリボルグを近づいてくる吉田に向かってくるくる振り回しました。

　……ま、まさか……っ!!




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「うわあああっ!!」

　吉田は〈ぽわん〉というケムリに包まれた後、メリメリとジャージを着た柴しば犬けんになってしまいました。

『わんわん！（柴犬シバケンになった吉田）』

「ひぃぃぃいい!!　よ、吉よし田だぁぁ!!」

　ドクロちゃんはにっこり、係の男の子に言いました。

「ええと、吉田君は柴犬シバケンになってしまったので、ボクは草くさ壁かべ桜さくらくんと一いつ緒しよにキモダメシに行きます！」

『犬になってはしかたないですね。では、草壁桜くん。……いらっしゃいませんかー？　いらっしゃいませんかー？　いたら早く前にきてくださーい』

「まってー！　ちょっとまってー!?　犬だっていいじゃん！　犬と一緒に行けばいいじゃん！」

　ドクロちゃんによって学級委員の松まつ永なが君はニホンザルにされ、今度は吉田が柴犬。このままでは二年Ａ組はわくわくする動物ランドになってしまいます。




　こうして底なしの暗くら闇やみを行く恐怖の肝きも試だめしが、ついにスタートするのです。







[image: ]

　本館脇わきの駐車場から、山頂の神社へと続く山道。

　昼間はあれだけ僕達たちを優やさしく静かな緑色でくるんでくれたこのルート。しかし現在、この道はヌルい闇の中に沈み、歩く者を圧迫するようにザワついていました。

「ねえ桜くん？　こんな暗いところで二人っきりなんて、ドキドキしちゃうね……!!」

　マグライトを持ったドクロちゃんは三歩前。くるりと振り向いて、うわめづかいで見つめてきます。

「あれ……？　桜くんどうしたの？　キモチわるいの？」

　林間学校の熱にうなされて、僕は肝かん心じんなコトを忘れていました。

「ドクロちゃんは……、こ、怖く……ないの？」

　僕は身体からだを堅く縮こませたまま、小さな声で言いました。

「こわい？　……なにが？」

　首をひねって周りを見て、ドクロちゃんは再び僕をのぞき込みます。

　そうなのです。

「なにがって！　こ、こんなに暗くて……なんか、本当にでそうでさ！」

　この夜がついに、超がつく恐こわがりの僕を呼び覚ましてしまったのです！

「桜さくらくん……おばけがこわいんだ……」

「しかたないでしょう!?　この世には、現代の科学力では理解できない不思議なコトがたくさんあるのですってテレビで言ってたじゃん!!」

　天使の少女はくすくすと笑って、

「マンガの読み過ぎだよ桜くん。お化けとかゆうれいとか、そんな非常識なモノがいるわけないでしょ？」

「ドクロちゃんがそれ言うの!?　『天使』でしょあなた!!　そうだよ！　絶対いる！　ドクロちゃんがいるならネコマタとか犬神とか深夜にバイトしてる吸血鬼とかしゃべるバイクとか絶対存在するよ!!」

　もうだめです。僕の両脚は地面と同化してしまったみたいに動きません。僕は、意を決します。

「ドクロちゃん。お、お願いが、あるんだけど……」

「え、なあに？」

　こしょこしょ話に瞳ひとみを輝かせ、カラダを寄せてくるドクロちゃんに、僕はできるだけ声をヒソメて言いました。

「手、つないでいい？」

　その僕の申し出は、

「──……っ」

　ドクロちゃんの顔を、ちょっとだけ赤くさせました。

「ボクと……手を？」

　僕はぎこちなく頷うなずきます。僕だって本当はこんな恥ずかしいコトはしたくありません。でも、もう一歩も動けないのです！

　僕は彼女の反応を待ちます。そして天使の少女は、頰ほおを染めたまま言うのです。

「う、うん。さくらくんが……、そうして、ほしいなら。ボク、いいよ……？」

　涼しすぎる大きな風に、全天を覆おおっている木々の葉がざわざわと、まるで迷い込んだ僕たちを異端視するかのように揺れ動きます。ドクロちゃんはそっと、あせばみきった僕の手を握ってくれました。

　柔らかくて小さな手。トクトクと彼女の手から伝わってくる鼓こ動どう。その鼓動のリズムが、今まで暗くら闇やみの中から勝手に僕が拾い出し、とめどなく溢あふれていた恐怖をせき止めてくれます。

　僕と手をつないで、ひたひたと夜道を歩きながら天使の少女は言いました。

「こわく、なくなった？」

「う、うん……」

　ドクロちゃんは照れたように微笑ほほえみ、言いました。

「やっぱり三人で手をつなぐと怖くないね！」

「うん、やっぱり三人……待て!!　なに??　さんにん!?　三人目がいるのここに!?」

「なにって、反対の桜さくらくんの左手を握っているのは……」

「やめて──ッ!!　追っ払って！　追っ払ってドクロちゃん!!　キミにしか見えないモノを追っ払って──!!」

「あはははは！　じょうだんだよ──！　もう、桜くんてほんとこわがり!!」

「まったく、本当にやめてよね!!」

「ね──!!」

「まって！　なんでいまアサッテの方向に同意を求めたの!?　いるんだ！　まだいるんだ──!!　いぃぃいいいやあああッ!!」

　僕は地面に丸くなり、耳をふさいで目を閉じました。

「ごめんごめん！　じゃあおわびに、ボクが楽しい話をしてあげるからッ！　ね？」

「……た、楽しい話……？　本当に？」

　顔を上げる僕に、ドクロちゃんは声を低めて言いました。

『このお話の最終回では……、今までの話は全部意識不明の桜くんがみる夢の中の出来事だというコトが判明するのです……』

「うわぁあああッ!!　楽しくない楽しくない！　それは別の意味での真の恐怖の物語だよ！」

「あ……あれ？」

　さらにドクロちゃんは僕の肩越しに、前方をのぞき込みます。

「なに？　今度はなんなの!?」

「見て桜くん。あれ、あれって……！」

「なに？　僕は見ないよ!?　もう一生目を開けない！　死にたい！」

　目をつぶってしゃがみ込んだボクに、ドクロちゃんは言いました。

「あれ階段じゃない？」

「へッ？」

　薄うすく目を開けて見つめる細い道の先。ぼんやりと薄く発光しているかのように、灰色の石造り。確かに神社へ続く階段が見えるのです。神社はこの肝きも試だめしの折り返し地点。

「本当だ……。ドクロちゃんの相手をしてたら、いつのまにかこんなに進んでたんだ。よかった……」

　古ぼけてはいるものの、一応階段も人工物。僕はドクロちゃんと一いつ緒しよに階段に近寄るコトで少しだけの安あん堵どを手に入れます。

「まって桜くん!!　いま上がっちゃだめ！」

　が、突然の緊きん迫ぱくしたドクロちゃんの声が僕を制すのです。

「え!?　な、なに？　やっぱなにかいるの？　ドクロちゃんにはナニが見えるの!?」

「……じゃーんけーん」

「はっ？」

「ぽい！」

　僕はつられて思わずグー。

「やった！　ボクの勝ちッ！　ぱ・い・な・つ・ぷ・る！」

「ええ！　ず、ずるいよドクロちゃん!!」

　僕は階段を上るドクロちゃんを追いかけます。

「……い・り・す・ぶ・た・せ・っ・と……を・ひ・と・つ・く・だ・さ・い！」

「ああッ!!　もっとずるい！　待ってよ──！」

　僕は摑つかめば手まで錆さびてしまうような鉄くさい手すりを頼りに、一段飛ばしで駆け上がっていく天使の少女を追いかけます。

「桜さくらくん、お～そ～いーっ！」

　ころころと笑うドクロちゃんと共に僕を出迎えたのは、夜の涼風が遮しや断だんされた空間でした。

「うあ……」

　まるで僕らを見下ろすように赤く塗られた鳥とり居い。こちら側とあちら側をわける境目。境けい内だいには今まで見てきた杉すぎの木と明らかに異なる生長でふしくれ、ねじれた大きな杉の樹きが、寂さびれた神社の屋根を隠すように荒々しく繁はん茂もしています。

　身体からだの中から外に向かって、とろりとろりと溶けていってしまいそうなその暗くら闇やみ、僕の中に根元的な恐怖が沸わき立ちます。

　雑草の目立つ石いし畳だたみ。その両りよう脇わきに雨あま染じみと苔こけでまだらになった、向かい合う大きなコマイヌの石像。それら全すべてが濃い闇の中にぼんやりと浮いています。

「うぅ……ッ！」

　ぶあつく僕を吞のみ込んだ生ぬるい空気の対流は、最後の勇気を消し飛ばします。

「桜くん？　もー、ボクがついてるでしょ？　ほぉらぁっ！」

　立ちすくむ僕に、ドクロちゃんは腕に抱きつくみたいにして寄り添ってぐいぐい押してきます。

「ド、ドクロさん!?　そんなくっつき方したら、僕がヨウカイ変へん化げになっちゃいますよ!?」

　僕は右目をつむり、左目を半目にして、ドクロちゃんに押されるようにしてコマイヌの真ん中を通り抜けます。その時の僕を支えていたのは、腕に伝わるドクロちゃんの弾力だけでした。

　そして足を引きずるようにして、僕はとうとう、本殿の屋根の下、賽さい銭せん箱ばこまで到着しました。

　もうフラッフラです。

「ええと……」

　……必死に思い出します。僕たちはスタートの時、男の子は黒、女の子は白のプラスチックの同じ番号が書かれた丸いフダを渡されているのです。そのフダをこの賽さい銭せん箱ばこの上に置かれた板に引っかければ、チェックポイント通過の証あかし。

「ド、ドクロちゃんのおフダ、貸して？」

「はーい」

　僕は十九番のおフダを釘くぎに二つ重ねて引っかけようとして、

「あれ？」

　自分のフダの番号を確かめました。十九番。

　……一個前の、十八番のフダが、まだ、かかっていません。

「え……？」

　十八番は、すなわち静しず希きちゃんの組。そのおフダが、無い。

　強い風が生ぬるい空気をかき混ぜ、運んでいきます。かかっているフダが〈からから〉と揺れます。

〈じゃり……〉

　背後に鋭く、砂じや利りを踏む音。身が固まります。

「──ッ!?」

　振り向いた先の白ジャージ。

　そこにはあの浦うら野のくんが、浦野誠まことが一人で立っていました。彼のマグライトが僕の顔に向けられます。

　鋭い舌打ち。そして聞こえる、

「おまえか」

　冷たい彼の言葉。

「あれ、……静希ちゃん……は？」

　僕はまぶしいそのライトの光、逆光の中で、彼が一人しかいないコトを、確認。

「どけ」

「静希ちゃんと一いつ緒しよだったハズだよね？」

　浦野は歩み寄り、僕の目の前。

「なんでひとりで……」

「どけっつってんだ」

　僕はあごを上げ、浦野の顔を正面に見ます。

「なんだその目は」

　浦野の手に、白と黒のおフダ。

　彼は僕の肩に、その大きな手を乗せ、

「ったく、ウゼぇな。俺おれは別にあいつにはナニもしてねえよ」

「ちがう」

「なに？」

「そんなことを聞いてるんじゃない」

　僕は腕を払いのけました。

「おまえ、なんで」

　言いました。

「なんで、静しず希きちゃんをひとりにしてんだよ[image: ]」

「な……」

「ふざけんな、お前パートナーだろ？　女の子ひとり、山の中に置き去りに……!!」

　浦うら野のは後ずさるように二歩。僕はそれ以上を言葉に変換できません。僕の頭はもう、次に突破しなくちゃいけない難関に直面しているのです。

「ドクロちゃん！」

　僕は名前を言ってから、振り返ります。

「ぅうあ……っ？」

　天使の少女は賽さい銭せん箱ばこに背中を預け、ぺたりと脚を崩くずしてぐったりしています！

「な、なに??　ボク、寝てないよ……!?」

　ドクロちゃんは一生懸けん命めいまぶたをあけようとしながら、音程の取れない声で生返事します。少女は今までのハイテンションがアダになり、もうおねむの時間のようです！

「ドクロちゃん！　いや、部長！　大変なコトがわかったんですよ！」

　僕は彼女の肩をガクガク揺らしながら言います。

「この神社、『木工ボンド神社』です！」

「ふぇぇぇぇっ！　まさかここがあの？」

　木工ボンド部の部長である天使の少女の眠気が吹き飛びます。僕は続けます。

「そして今日は二万年に一度の、ご神体露ろ出しゆつ、木工ボンド之の尊みことがゴカイチョウされるその日なのです！」

「ほんとに!?」

「ウカツでした！　すぐに僕はお供そなえ物の木工ボンドを取りに行ってくるから、部長はここを見張っててください！　必ず戻ってくるから!!」

「うんッ！　あと……ええっと、ジュースを買ってこいよ！」

「いつものですね!?　行ってきます！」

　ドクロちゃんが本殿の格子にしがみついて、中をのぞき込んだのを確認し、僕はコマイヌの視線の先、暗くら闇やみを凝ぎよう視し。

　走ります。

　僕は呆ぼう然ぜんとする浦野の脇わきをすり抜け、今上って来た石の階段を飛び降りるように下り、逆走。暗くら闇やみを駆けました。

　脚は夜にもつれ、ごうごうと風の耳鳴り。脇わき腹ばらにはすぐに痛みが現れます。肺が空気を求めて裏返ります。

　ヘビのようにくねる山道。

「ッ!?」

　僕はこの暗闇の中、遠くに明滅するマグライトの光をみつけるのです。それは藪やぶの向こう、斜面の下から僕に届いています。その下の道めがけて、藪を突き抜けるように道無き道を一直線に駆け下ります。途と中ちゆう、行く手をふさぐ生い茂る林の中を走り抜け、木々が身体からだに当たるのもかまわず、

「静しず希きちゃん!?」

　マグライトの光の中に飛び込みました。しかし、

「きゃッ！」

「うわぁぁッ！」

〈ずごんッ！〉

「ぐはあ！　殴なぐられた!?」

　僕はその男子に殴られて吹っ飛びます。

「その声……桜さくら!?　桜か？　やっぱり桜だ！　お、驚おどろかすなよ！」

「宮みや本もと!?」

　肘ひじを付いて上げる上半身、ライトの逆光の中の二人組は、宮本と、

「……ちえりちゃん？」

　二人は並んでしゃがみ込んでいました。二人はおそらく、次の組。

　しかし僕は宮本とちえりちゃんをはねのけて、さらに逆走。

「桜、なにやってんだお前！　おい待て桜！」

　暗い闇が、なにも見えない夜がココロと身体を追い立て、気が付けば一度も通ったコトのない狭く鬱うつ蒼そうとした山道を僕は走っています。

「静希ちゃん！　いたら返事して！」

　木々のトンネル、坂を駆け上がり、

「静希ちゃん　どこに……！」

　現れる。突然の下り坂。

「うわッ！」

　嚙かみつかれたように右脚が木の根にはまりこみます。ナニかが壊こわれる感触を感じます。転がるように藪の中に突っ込んでいました。そして次にくるのは痛み。

　だけど今は、こんな所でうずくまってる時じゃありません。僕は身体を起こし、元の道に戻ろうと、脚を引きずり、

　そのときです。

　音です。

　音が、聞こえたのです。先に何かいる気配。山の音では無い、不安げなヒトの声。

「え……？」

　闇やみに目をこらし、目をこらして影を追えば、

「だれかいるの……!?」

　影が動きます。

　僕は暗闇のなかに、思わず声を漏もらします。

「もしかして……、静しず希きちゃん!?」

　立ち上がる声、

「その声……」

　大きな樹きの根本、

「……桜さくらくん!?」

　震ふるえた声が届きます。

　そこには、自分の膝ひざを抱きかかえるように座る、僕の幼なじみの女の子。

「静希ちゃん！」

　痛みが吹っ飛び、その勢いで僕は静希ちゃんに駆け寄りました。

「桜くん……！」

　両手で、彼女は僕の手をしっかりと押さえるように摑つかみました。

「私ね、浦うら野のくんに……」

　そして静希ちゃんは、まるで理由を言えば克服できる痛みのように、言います。

「浦野くんに、急に告白されて……」

「……え……」

　顔を伏せ、自分を落ち着かせるように息をついてから、静希ちゃんは僕を見上げました。

「私、断ったの……。そうしたら、おいてけぼりにされちゃって……」

　少しだけ咳せき込むように、呼吸をして、

「浦野君に、ライトも、持っていかれちゃったから……」

　その語尾は「えへへっ」という自じ嘲ちようの笑みに消されていきました。

「だから、あいつ一人で神社に……」

「でも」

　僕を摑んだその手を、静希ちゃんはすこしだけ震わせながら言いました。

「でも、桜くんは、どうしてここが……」




　がささッ……

　彼女がコトバを止めたのは、木を揺らす音。

「な、なに？」

　静しず希きちゃんはびくりと、僕に身を寄せます。

　振り返ればそこに感じられるのはナニモノかが迫る気配。見れば風も無いのに茂みが激しく蠢うごめいているのです！

「桜さくらくん……！」

　思い出すのは駐車場、モゾウ紙には赤い文字で……！

『この山は、本当にでるらしいぞ!?』

〈がさ……がさがさがさ……!!〉

　激しくかき分け、這はい出てくる塊かたまりッ！

「で、でた──ッ！」

「きゃ──ッ！」

　金色の瞳ひとみが、

「あ、あのぅ！　驚おどろかしてごめんなさいですぅっ!!」

　聞こえたのは緊きん迫ぱくしているにもかかわらず、その眠たさを晴らしきれない甘い声……

「あ……れ？　この声……」

　雲が途と切ぎれ、月明かりに照らし出されるぼろぼろの聖ゲルニカ学園の赤い制服。

「道に、迷っちゃったんですぅ！」

　瞳の下にはまっくろなクマ。髪はクリーム色で羊の巻き角、天使のわっか……

「サバトちゃん!?」

　未来の世界からやってきたもう一人の天使、サバトちゃんもその目を見開いて言います。

「さ……桜くんですぅ!?　なんで、桜くんがこんな所にいるんですかぁ!?」

「それはこっちのセリフだよ！　サバトちゃん！　ずっと姿を見せないと思ったら、こんな山奥でいったいナニしてるの!?」

「びっくりした……」

　静希ちゃんも大きく息を吐きます。

　僕は、わき上がる安あん堵ど感かんに、

「サバトは、山に生えてるおいしい草や木の実を求めサスラウ……って、桜くんどうしたですかぁ!?」

　がくがくと小刻みに震ふるえる足から力が消えて、

「桜くん!?　ねえ、しっかり！」

　静希ちゃんの声が遠くへ押しやられ、それはぞっとわき上がる脚の痛みを引き連れて、あらがう意志の力ごと奪い去り……
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　日光は木々の緑を貫通し、夏のヒカリが乱反射。

　バスは、山道を下り続けます。

　浮遊感をともなうような、微妙なバスのＧが僕の身体からだを揺すります。

　僕の座席は一番前。大きなバスのフロントガラスは高い位置。流れていく外の明るい風景がよく見えます。

　大型バスは林間学校のスケジュール通り、午後の一時にパブロフ少年自然の家を出発しました。

　二泊三日の林間学校。その一日目の夜の肝きも試だめしで〝誤って〟脚を酷ひどくひねり、捻ねん挫ざをしてしまった僕は、その後の行程はずっと見学でした。

　もうさんざんな目にあいました。先生には怒られるし、ドクロちゃんには木工ボンドの神様なんか降りて来なかったと言われて怒られるし。もう怒られてばっかりです。

　僕は座席に身体を預け、顎あごをあげ、完全に脱力していました。ため息ばかりついていて、それだけなのにぐったり疲れているのです。

　その座席に、振動。

「隣となり、いい？」

　イスの背もたれ越し、のぞき込むようにこちらを見ているのは、

「……静しず希きちゃん」

　彼女と目があった僕は、身を動かします。静希ちゃんは、揺れるバスの通路に注意深く、そっと僕の隣に座りました。

　僕は急に恥ずかしくなります。救護室で気がついた二日目の朝から（僕は宮みや本もとに担かつがれて、そこに運ばれたのです）なんとなく、静希ちゃんにかける言葉が見つからなくて、近くに行けなかったのです。

　静希ちゃんの口が、何度か、なにか言いたそうに動いて、

「ありがとう、桜さくらくん……」

　ただ、そう告げました。

　その言葉に、それまで言おうとして、言えなかった気持ちが、すべて染しみこんでいるのが、わかりました。でも、それは僕の思いこみかもしれません。

「うん、……」

　僕は気持ちをまとめるコトができません。最初の一言さえ見つかればと言葉を探しても、なにも出て来ないのです。

　そんな僕を、静しず希きちゃんはフォローするように、顔を伏せて言いました。

「私ね……、ああいう暗い所って本当に、だめなの」

　そして静希ちゃんは、少しだけ微笑ほほえんで僕の目を見ます。

「実は、僕もだめなんだ」

「知ってるよ」

　静希ちゃんは座席に背をくっつけて、首だけこっちに向けて、

「でも、またこういうコトがあったら、たすけてくれる？」

　なにも言えなかった、静希ちゃんを見つけたあの夜の、もう一度だけのリプレイ。

　バスが急なカーブをゆっくりと回れば、僕と静希ちゃんの距離が少しだけ縮まり、

　そして、

〈どさッ！〉

「むぐゃあッ!!（コギッ）」

　頭の上の荷台から落ちてきた物体が、僕の首をあまり一般的では無い方向へ曲げました。

「桜さくらくん大だい丈じよう夫ぶ!?」

　静希ちゃんの声があらぬ方向から聞こえるほど僕の首はねじれている!?

「うぐぅぉぉおおッ！　なに!?　なにが!?」

「へぅ──……きもちわるいよぉぉ……」

「なぁッ!!　ドクロちゃん!?」

　見れば、真っ青な顔のドクロちゃんが僕と窓のスキマに挟まっています。

「なにやってんのドクロちゃん！　上の荷台はヒトの乗る所じゃ無いってあれほど言ったでしょう!?」

　ドクロちゃんは真っ青を通り越して、唇くちびるまで蒼そう白はく、潤うるんだ虚うつろな瞳ひとみで僕を見ると、小さな声で言いました。

「ボク、なんか、でちゃいそうだよぅ……！　桜くん、たすけてぇ……」

「寄るなこのアホ天使！」

「サバト……バスは匂においだけで、ダメなんですぅ……」

「え、ちょっとそんな……って、いや待て!!　なんでサバトちゃんまでバス乗ってるの!?　な、気持ち悪いの？　天使のくせに二人して気持ち悪いの!?　ダメだ二人とも背中がひくひく痙けい攣れんしてるし！　し、静希ちゃんエチケット袋ある!?　早く！　二つ！　ありがとう！　だめだ！　一個しかない！　ドクロちゃん!?　なんで僕の襟えり首くびつかむの!?　だめ、いやあ！　伸びる伸びる！　伸びるから！　だからなんで僕の襟首に顔つっこむの!?　あぁぁッ！　綺き麗れいな液がッ!!　液が！　服が溶け……!!　こ、怖いよぉぉッ！」
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「……くぅぅ、ッはあぁはッ！　ドクロちゃん……無理だよっ、こ……こんなの、これ以上ッ、僕、もう……っ!!」

「ほぉらぁ桜さくらくんっ？　そんなだらしないコト言っちゃだめぇっ。桜くんだって始める前はその気だったんでしょ？　だから最後までボクといっしょに……ね？　ほら、はやくぅ……」

　危うい程ほどに幼い微笑ほほえみ。天使の少女は優やさしく励ましてくれます。しかし、僕は息も絶え絶え懇こん願がんするのです……！

「おねがい許して！　これ以上スピードあげたら、心臓と肺が……爆発しちゃうよおっ!!」

　僕とドクロちゃんは、秋空の下、二人でジョギングしていました。

「もう、そんなこと言っちゃって、桜くんもまんざらじゃないんでしょッ？」

　しかもきわめて高速、短距離走の速度で。

「なに言ってるのドクロちゃん!?　ここ登り坂だよ!?　もう僕、脚がガクガクしすぎて感覚が無いよ？　これ以上はダメだってば……！　お願いだから休憩させてェっ!!」

　現在地は近所にある、小高い丘のような山『メメント山やま』。その中腹に張り付く、うねうねと蛇だ行こうして伸びる坂道を登っているのです。

　もちろん隣となりに並んで走っている少女は天使のドクロちゃん。グレー地にピンクのラインが入ったジャージ姿の彼女は、へばった僕の後ろに回り込み、

「じゃあ桜くん、ボクが背中を押してあげるねっ！　ほら、ファイトファイト！」

「あ、どうもありがとうドクロちゃ……ぎぃ痛ぁやぁあッ!!　なに!?　なにで押してるの!?　それエスカリボルグじゃん!!　そんなデンジャーなアイテムの先端で押したら僕、もう、おかしくなっちゃうよぉッ!!」

　神経を冒す熱痛が背骨の辺りから侵入です！　天使の少女の持つ黒光りするバット『エスカリボルグ』には乱らん杭ぐい歯ばのような鋭くて硬いトゲがたくさんついていて、それが今、僕の身体からだの中にまさしく侵入しようとしているのでした。

「ほら、もうちょっとでてっぺんだよっ！」

「わかったからもう突かないでっ!!　というか、なんでキミはそんなに楽々と僕を追い立てられるの？　軽トラに積んだらカーブで横転するほどの超重量バットを持って走ってるのに……」

　秋風を切り裂いて、猛烈なスピードで落ち葉をしゃくしゃくと蹂じゆう躙りんし、僕はドクロちゃんに追い立てられるように山頂にたどり着きました。

　そして天使の少女は手に持つバットを片手でくるくると振り回し、

「じゃあ、ここできゅーけーいっ」

　かわいらしい声を響ひびかせます。そして僕の肉体は限界突破するのでした。

「くはぁっ、ひはぁ……、っはぁっ……！　ぐはぁぅッ！」

　僕は倒れ込むようにして、『メメント山』の頂上にある『コンタクティー広場』の地面に枯葉まき散らして胴体着陸です。そのままごろりと仰あお向むけになった僕の目に飛び込んで来るのは、周囲を取り囲む鮮やかな紅葉。紅、朱、赤に、茶色に黄色。夏の寒色から暖色に衣替えした明めい媚びな風景です。

「桜さくらくん、ジョギングってたのしぃね！　ボクがんばるよ？　ねえ聞いてる？　ねぇねぇ、ねぇってばぁ～～！」

「い、いいから……、その危険キワマリないバットをしまいなよ……!!」

　僕は、はいつくばって星の形をした広場の真ん中にある巨大なストーンサークルの石柱に寄りかかります。僕の意識は、〈ばっきゅんばっきゅん〉と嵐あらしのように全身を駆けめぐる血流と、ぜひいぜひいと自分の耳にも騒そう々ぞうしい呼吸音の津波に翻ほん弄ろうされ続けます。

「じゃあ、十五秒後にスタートするから、それまでゆっくりやすんでねっ？」

「早いよぉォヲッ!!　十五秒じゃ……疲労回復もなにもできないッ!!　くそう、ほんの二〇分前まで、僕は平和な時を過ごしていたのに……！」

　僕は、収まりそうもない自分の過呼吸にモウロウとしながら汗を拭ぬぐい、ついさっき家の玄関で交わした会話を思い出すのです。




【回想スタート】

「あれ？　ドクロちゃんおでかけ？」

　居間を出て二階に上がろうとした僕は、ふいに玄関で足を入れた運動靴ぐつのくつひもをいじっているドクロちゃんを見つけました。

「うん！　ちょっと出かけてくるー」

　彼女は振り向き、「ねえ、コレむすんで？」と、その脚をぱたぱたして僕にせがんで来ます。

「一人でお出かけなんてめずらしいね。どこにいくの？」

　僕はこっちに伸ばしてくる天使の少女のくつひもを、ちょうちょ結びしながら尋たずねます。

「ちょっとお外で運動でもしてこようかなぁって」

「あぁ、今は秋だしねー。秋と言えば『スポーツの秋』。うむ、ドクロちゃんもなかなかオツですね」

「え？　『スポーツのあき』？　なぁに？　それ」

「え、ドクロちゃん知らないの？　ほら、秋は涼しくってなにやるにも快適でしょ？　だからスポーツするにはピッタリの季節なんだよ。はい、靴ひもはこんなカンジでいい？　足きつくない？」

　天使の少女は「うん！　ありがとう」と微笑ほほえんで、

「あ、じゃあ桜さくらくんもいっしょにくる？」

　天使の少女のコトバに、暇ひまをもてあましていた僕のココロもちょっと傾きます。それを、ドクロちゃんは後押ししてきます。

「ね？　せっかくのお休みなのに、桜くんやることないんでしょっ？　一人で交換日記なんか書いてないで、たまにはボクとお外で運動しようよ！」

「うーん、確かに……」

　考えます。……うん。気分転換に、たまにはそういうのもいいかもしれません。僕は自分の運動靴ぐつを視界の中に見ながら、

「じゃあ僕も一いつ緒しよに行こうかなっ」

【回想おわり】




　そんな僕がオロカだったのです!!

「ねぇ、もうやすめた？」

　円環状にならぶ高さ三メートルはあろうかという石柱。その中央の柱の上にいた天使の少女はよじよじと降りて、へたり込む僕の横にしゃがみ込みます。

　僕は自分の身体からだの状態を確認します。落ち着いてきたとはいっても、平地でも全力疾しつ走そうを強要してきた天使のおかげで、僕の喉のどからはいまだ〈ひゅるーゥひゅるーゥ〉とケモノの呼吸みたいな音がもれ続けています。両脚は疲労でばるばると震ふるえ続け、お腹なかにあてた手の下、走り始めた直後から僕を襲おそい続けているこの脇わきっ腹ぱらの痛みも、しばらくは引きそうにありません。

「も……もうちょっと、休ませてもらって、いい？」

　ドクロちゃんに突っつかれた背中の傷だってズキズキと神経に響ひびきます。こんな状態で再びあの速度を出し続けたら、僕は身体とココロの弱いメロスのように、スタート直後で死んでしまいます！

「ね、おねがいだよドクロちゃん……！」

　それを聞いた天使の少女は、なにがそんなに嬉うれしいのか「しかたないなぁ桜くんはっ！」とぴょこんと立ち上がり、広場を眺め、

「ねえねえ、桜くん。葉っぱが赤くて綺き麗れいだねー」

　この色づいた山の木々をまるで子供みたいに見回します。

「うん……、これは紅葉っていって、木は秋になると冬の準備のために葉っぱを赤くするんだよ？」

「ボク、森の木ってとってもはずかしがりやさんなのかと思っちゃったっ！」

「……僕は今……初めてドクロちゃんの天使っぽいロマン溢あふれたファンタジーゼリフを聞いたよ……。ああ、僕がこんな状況でさえなかったら、とても素敵なコトなのにッ!!」

「ねえねえ桜さくらくん！　あの一番赤いのはなんていう葉っぱ？」

「え？　あぁ、あれは〝モミジ〟、それからこっちの黄色いのが〝イチョウ〟って言って、あ、銀ぎん杏なんはくさいからあんまり近寄っちゃだめだよ？」

「うん！　あ！　じゃあ、あの真ピンクのは？」

「ああ、あのモヒカンは〝ザンス〟って言って、主に一年中変な息づかいをしているから、あれにも近寄らない方が……って、な、なぁッ!?」

　茂みの向こうに、人工着色料みたいに真ピンクな直立した物体が揺れていますよ!?

　僕とドクロちゃんはその『身体からだかくしてモヒカン隠さず』な広場の端にある茂みに近づいて、恐る恐る声をかけます。

「な、なにやってるんですか……？　ザンスさん」
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　びくっと振り向き、茂みから飛び上がるように顔を出したのは、この涼しい季節にも拘かかわらず、直じかに素肌の上へ革ベストを着込み、ミラーシェードに秋の光を反射させた長身ひょろひょろの桃色モヒカン天使なのです。

「さ、桜くんとドクロちゃんじゃないザンスかッ!!　ホント、ビックリさせないで欲しいザンスッ!!　このミィご自慢のモヒカンから心臓が飛び出るかと思ったザンスよ!!」

「いや、驚おどろいたのはこっちですよザンスさん。こんな山の上で、いったいなにをやってるんですか？」

「うッ!!　さ、桜くんこそ、山の頂上でドクロちゃんとなにしてるんザンスかッ!?　まさか、こんな人気の無いところで……ッ!!」

「ち、違いますよザンスさんッ!!　そんなわけないじゃないですか!!　僕とドクロちゃんは運動をしにこの山へ……」

「運動!?　その運動はなに運動ザンスか!?」

「あのね、ボクと桜くんは『スポーツの秋』なんだよっ！　走ってここまできたのっ！」

　天使の少女は、殴なぐり合い寸前の僕とザンスの前にぴょこんと飛び出してきます。

「『スポーツの秋』……？　あ、そ、そうザンス!!　ミィもちょうどここで山ごもりをしていたんザンスよ!?　ミィより強いヤツに逢あいに行くンザンス!!　いち！　にい！　さん！　しい！」

　荒廃した世紀末がお似合いな天使の雄は、突然茂みから広場に飛び出し、地面に寝ころんで腹筋を始めるのでした。

「ごう、ろく、なな、はち！　だんだん効いてきたザンスよおっ!?　いい汗かいてきたザンス!!」

「ザ、ザンスさん？　なにをそんなに焦あせってるんですか？」

「あせってなんかないザンス!!」

「でもその汗は、僕にはアブラ汗に見えますが……」

「ねえ桜さくらくん？　ボクもこれやりたいっ！　やりたいようっ!!」

　ドクロちゃんは、引きつった笑みで腹筋を繰り返すザンスに反応します。

「そ、そう？　うーん、でもストレッチにもなって、ちょうどいいかもしれないし……。あ、じゃあドクロちゃん、あの石板の上に寝てみて？」

「うんっ！」

　天使の少女は、広場の片かた隅すみにベンチのように置いてある黒い石の上に登ります。それから着ていたジャージの上を脱いで敷き、そこにオソルオソル仰あお向むけになりました。僕もそのベッドぐらいの大きさのなぜかキズ一つ無い石板の上にあがり、天使の運動靴ぐつを足首ごと押さえてあげました。

「えへへっ。桜くん、手、離しちゃいやだよ？」

　向かい合うみたいになったドクロちゃんは、僕のすぐ側そばでそう言いました。

「うん。じゃあ、僕が回数を数えてあげるね？　いくよ？　はい、いーち、にーぃ……」

　お腹なかに力をいれて、僕が摑つかんだ足に力が加わるたびに、彼女の上半身が目の前にやってきます。今のドクロちゃんは白くゆったりしたＴシャツ姿。そしてその薄うすいＴシャツ越しに、なんだか彼女の肌の色がうっすらと透けている気がします。肌の色も透けるぐらいですから、もちろん、彼女が今日身に着けているぴったりとしたスポーツ用の下着だってうっすら透けていて、腹筋を重ねるたびにずれてくるＴシャツのすその端からは、天使の白いお腹とかわいいおへそが、




　ぱしゃぱしゃぱしゃ!!




　その瞬しゆん間かん、僕の頭上では連続して鳴り響ひびきまくるシャッター音!?

「ちょ、なにをやってるんですかザンスさんッ!?　ああッ！　その手に持っているキャノン砲みたいなカメラはなんですか!?」

「あ、こ、これはザンスねッ……!!　そのっ……！」

「いまアナタはドクロちゃんのあどけなくも無防備な腹筋シーンをそのファインダーに納めましたねッ!?　そういうコトをしてザンスさんは生きてて恥ずかしくないんですか!?」

「ま、待つザンス！　桜くんだってドクロちゃんの腹筋に目がクギヅケだったザンスよ!?」

「ドクロちゃん耳をふさいで！　こんな変態の言うことはウソだ！　聞いちゃだめだよ！」

「ああ！　桜くんズルいザンス!!　き───！」

　ザンスが僕の髪の毛をくしゃくしゃとかきまぜ始めます!!

「やめて！　きもちわるい!!　ちょっとまってください!!　ザンスさん、あなた山ごもりをしていたんですよね!?」

「オフコース！　もちろんザンス!!」

「じゃ、じゃあ、なんでそこの茂みの中にあるテントは、周囲に溶け込む迷彩模様なんですか？　それに、ちらっと見えるんですが、中にはカメラを乗せる三脚とあやしい小窓がありますよね……」

「なッ!?　ちょ、あれは……!!」

　ザンスは僕からテントを隠すみたいに回り込んできます！　僕はそれを押しのけるようにテントをじぃっと観察します!!

「ちょっと、ザンスさん？　本当にあなた山ごもりしてたんですか!?　まさか……本当はそのカメラで、覗のぞき見してたんじゃないでしょうね!?」

「ち、違うザンスよ!!　これは！　日々のミィの成長を記録するために……ッ!!」

　その時、興こう奮ふんしたザンスの革ベストの内側から、ぽんっと、一冊の薄うすい冊子が僕とドクロちゃんの前にぽとりと落ちました。

「あぁっ!!」

　僕は、ザンスが慌あわてて冊子を拾い上げる寸前、それを取り上げ、表紙に書いてある文字を読みあげました。




『ラーマヤーナようちえん　あきのだいうんどうかいプログラム』




「し、しまったザンスぅッ!!」

「も、もしかして……!!」

　僕は石板を飛び降り、がさがさと茂みに入り、ザンスが設営しているテントの場所から、街の景色を見ます。そして思ったとおり発見してしまうのです。

「やっぱり……、ここってあの『ラーマヤーナ幼稚園』の真上なんだ！　ばっちり園児たちのだいうんどうかいが見えるよ！　ちょっとザンスさんそのカメラ貸してください！」

「な、ナニするザンスか桜さくらくんッ！　イヤ───ンッ!!」

「うわ！　このカメラすごい！　すごく遠いのになんでこんなに間近でクリアに見えるの!?　ほらドクロちゃんも見てみて！」

「ほんとだぁっ！」

　僕は天使の少女と、運動会真っ最中の幼稚園を、ザンスから奪った砲筒のようなカメラを使って崖がけっぷちから見下ろします。するとなんというコトでしょう。ファインダーに映る愛くるしい園児達たちは、伸ばせば手が届くんじゃないかという程ほど鮮明に目の前に現れるのです！

　僕は、ウロタえるザンスに強く言います。

「この変態天使!!　生きているコトを恥じろ！」

「違うザンス！　こ、これはミィをおとしめるナニモノかの陰いん謀ぼうザンスよ!!」

「そんなわけあるか!!　だいいちなんでザンスさんはこんな隠し撮りみたいなコトしてるんですか？　きちんと幼稚園の中に入って正々堂々撮ればいいじゃないですか!!」

「だって父兄のヒトしか入っちゃだめって言うんザンスよ──ッ！」

「白状しましたね!?　やっぱりあの幼稚園を覗のぞいてたんだ!!」

「しまったぁッ！　これが桜さくらくんの誘ゆう導どう尋じん問もんザンスかッ!?」

「ドクロちゃん！　急いでふもとの警察に連絡しよう！」

「うんっ！」

「待って欲しいザンス!!」

　茂みを越えて、急いで下山しようとする、僕とドクロちゃんに、モヒカン天使はしがみつきます！

「触らないでください！」

「ユゥ達たちは、あのお巡まわりさん達の怖さを知らないんザンス！　ミィを見るヤツらの目はまともじゃないザンス!!」

「だったらキサマがまともな服を着るんだ！」

「そ、そうだ！　桜くん、これで手を打つザンスよ!!」

　起死回生とばかりに、立ち上がったザンスはぎくしゃくしながら僕に寄り添い、一枚の写真を渡してくるのです。

「あぁッ、こ、これは、この写真は……!!」

「そうザンス！　あの、『ドクロちゃんと静希ちゃんが入れ替わっちゃった時』の写真ザンスよ!?　二人ソロったこの特級アングル！　特別に一枚おわけするザンスよ!!」

　ザンスは、その写真を僕の懐ふところの中にねじ込もうとしてきます！

「キサマまだこれ持ってたのか───ッ!!」

　僕はそれにクロスカウンタァァッ!!

「ギゴルメナァッ!!」

　ザンスはマウスピースを吹き出して、地面に倒れ伏しました。

「ドクロちゃん急ごう！　この街の平和が危ない!!」

「ま、待つザンス二人ともぉぉッ!!」

　その瞬しゆん間かん!!

〈ずりんッ！〉っと、

　走り出した僕とドクロちゃんを、慌あわてて追いかけようとしたザンスが枯葉に足を滑すべらせました！

　そして、振り向いた僕は見てしまいます。そのザンスの至宝！　超高性能カメラが彼の手から〈ひゅるりらー〉と滑って飛んで行くのを……!!

「あぁッ！　ミィの大切なキャメラが!!」

　ザンスはその宙を舞うカメラに細くて長い指を伸ばしますが、

「ああ!!　ザンスさんそっちはッ!!」

「え？」

　ガケの向こうに飛び出してしまったダメ天使の足元には、すでに地面はなく、

「ぎゃああああ────!!」

　ザンスは、カメラを追いかけるように、山の急斜面をごろごろと転がり落ちて行ったのです。

「……本当に、いつも愉快だよね、ザンスさんは……」

「ねえねえ桜さくらくん！　テントの中、カメラのフィルムでいっぱいだよ？」

　迷彩テントの中をのぞき込んでいたドクロちゃん。僕と彼女は、そのフィルムを全部回収し、『メメント山』を後にしたのでした。
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『メメント山』から下山してきた僕とドクロちゃんは今、とある公園の外縁にあるジョギングコースを走っていました。

「桜くんの言ったとおり、秋って気持ちいいねー」

　山の頂ほどではありませんが、この運動公園の木々もさわさわとその身から秋色に色づいた木の葉を散らしています。

「うん。それにここ、平地だしね……」

　イキナリ山道をダッシュしたからでしょうか。ひどく、この平へい坦たんなコースが楽に感じられます。……これが山地トレーニングの成果なのでしょうか。

　僕は規則正しい呼吸を保ちながら、この季節には高いところに行ってしまう雲を見上げ、ようやく運動のスガスガしさを堪たん能のうします。その視界の中を、小鳥たちが僕たちを追い抜くように飛んで行きます。

　そしてなにげなく、小鳥を視線で追えば、彼らは空には行かないで、前方にぱたぱたと舞い降りるのです。

「ちょっとまってドクロちゃん……」

「なあに？　どうしたの、桜さくらくんっ」

　アスファルト舗ほ装そうで続くジョギングコース、その行き先には木製のベンチがあり、僕はそこに座っていた、とっても奇妙な人影を見つけたのです。

「わぁはぁ、くすぐったいですょぉっ」

　それは、甘くて、とっても眠たげな声の持ち主──

「ねえ、あそこにいるのって……」

　そう、ベンチに座っていたクリーム色の髪の毛を分けて生える羊の角、金色の瞳ひとみの下には黒紫のクマが常時定着した天使の少女、

「サバトちゃん、だよね？」

「あ……桜くんとドクロちゃんですぅ」

〈ぱささッ！〉〈ちゅんちゅんちゅんっ！〉

「はわわぁっ、はぅ、驚おどろかしちゃったですぅっ」

　彼女がベンチから立ち上がったその時、周囲に集まっていた無数の小鳥たちが一斉に飛び立ったのです。そう、サバトちゃんはさっきまで小鳥達たちに囲まれた、その中心にいたのです。

「サバトちゃん、こんなトコロで、な、なにをしてるの……？」

　僕の質問に、彼女はおかしそうに金の瞳の下にある紫色のクマをこすります。

「いやですよぅっ！　ここは『アバランチ公園』ですようっ??」

「あ、そっか、ここは、サバトちゃんの……」

　そうでした。気付いてみればココはこの宿無し天使が暮らすダンボールの家がある公園だったのです。

「それより桜くんとドクロちゃんはなにをしてるんですかぁ？　おさんぽですぅ？」

「僕たちはジョギングしてたんだよ？　ほら、ここ周回コースだし……」

　その時、僕たちの頭の上で、〈ちゅくちゅく〉と小鳥の声。

「あ……！」

「うわぁっ」

　思わず僕とドクロちゃんもびっくりしてしまいます。なんと一羽のスズメがサバトちゃんの右肩に舞い戻って来たのです。

「よしよしですぅ」

　サバトちゃんは、その小鳥に微笑ほほえんで人差し指でそっと頭を撫なでてやります。それを合図にしたように、サバトちゃんの肩や足下に、ぱたぱたと羽ばたきながら再び小鳥たちが集まってきました。
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「わ……」

　僕は一いつ瞬しゆん、その小鳥に囲まれる天使の少女に見とれてしまいました。鳥の羽ばたきに揺れるその髪。この秋の日だまりの中、小さな翼つばさを持った彼らと戯たわむれるサバトちゃんは本当に天使みたいに見えたのです。

「サバトちゃん、すっかりこの公園のヌシっぽい風格が出てきて……」

「もう、桜さくらくんたらそんなコト言ってもだめですよぅっ！」

　恥ずかしそうに、かさかさのほっぺを両手で押さえるこのサバトちゃんは、本当に少し前まで僕の命を狙ねらっていた天使の少女なのでしょうか。

　ドクロちゃんもサバトちゃんのマネをして、彼女の腕に乗っていた小鳥に手を伸ばし、「ちっちっち」と口をならします。

　すると、そのスズメは、ぴょんっと、ドクロちゃんの指に飛び移ります。

「あはっ、かわいぃ～」

　なんか、天使ってすごいなぁ……。

「僕、こんなに近くで小鳥って見たことないかも。いつも遠くを飛んでるだけだし……」

　二人の天使に向かってぴぃぴぃちゅくちゅくと鳴く小鳥たちを眺め、僕はつぶやいてしまいます。

「この小鳥さん達たちは、みんなサバトのお友達なんですよぅ？　ほら、このお兄さんは桜くんって言うんですよぅ？　挨あい拶さつするですぅ」

　でも、彼女の肩のスズメは「なにがなんだか」というカンジで、首をひょこひょこ動かすだけです。僕もサバトちゃんもその小鳥のしぐさに笑ってしまいます。

「でも、すごいたくさん小鳥が集まってきてるね。なんかもう、小鳥で下の地面が見えなくなってるよ？」

「うん、小鳥さんいっぱいだねっ！　よしよしー」

「ほ、ほんとうですぅぅ。い、いつもはこんなには……」

　サバトちゃんも、すこし戸と惑まどい気味です。

「あ……」

　そして僕は暗銀色の髪を持つ天使の少女に視線を移した際、見てしまうのです。

「ド、ドクロちゃん？　ねえ、ちょっといいかな？」

「なぁに？　桜さくらくんっ！」

　ドクロちゃんは頭の上にシジュウカラを乗せたまま、ほっくほくの笑顔で僕を見ます。

「それ、ナニをしてるの……？　ナニを、さっきから撒まいてるの？」

「ええっとね、そこのベンチの上に、パンがあったのーっ！　みんなお腹なかすいてたんだねー。ほら、おたべー」

　ドクロちゃんは手の中でコナゴナにしたパンくずを、ぱぁっと鳥たちにまき散らしてあげているのです。

「あ、ああッ！　な、なにしてるんですかドクロちゃん!!」

　その時、すっとんきょうな声を上げたのはサバトちゃんです。

「それ、サバトの……サバトのぉ……あッ！　ああぁ!!　もう一個も残ってないですぅ！　今日は一週間に一度の『食パンの白いところ』の日だったんですよぉ!?」

　サバトちゃんはコンビニの袋をわしゃわしゃと探りますが、そこには既すでにカラになったパッケージしか入っていません。

「あああ！　みんな、たべちゃだめですぅ！　それはサバトの、サバトの──！」

　貧困にあえぐ天使の少女の叫びに、さっきドクロちゃんが撒いたパンのかけらをくわえた数百羽の小鳥が〈どばばッ!!〉と轟ごう音おんを立て、一斉に飛び立ちました。

「まつですぅぅぅ!!　サバトの、サバトのパンを返してですぅぅ!!」

　サバトちゃんは四方八方に飛び散った鳥たちをあたふたと追いかけますが、まるで小鳥たちは動きがいまいちニブイ天使の少女をあざ笑うかのように、着地してはパンをついばみ、彼女が走ってくるとその寸前で飛び立つのです。

「うぅぅぅ──ッ!!　サバトの今日初めてのごはんだけでなく……唯ゆい一いつの友情まで……奪われ……!!　所しよ詮せんはケダモノですぅ!!」

〈ばさばさばさぁぁッ!!〉（小鳥たちが、一斉に飛び立つ）

「あぁッ！　い、いまのは冗談ですよぉ!!　不満があったら言ってくださいですぅっ！　サバト、がんばって直すですからぁ!!」

　サバトちゃんは肩を震ふるわせ涙を流しながら、それでもなお、小鳥たちを追いかけ続けます。

　その一部始終を傍観するしかできなかった僕は、

「サバトちゃんも運動の秋なんだね!!　よぉし、ボクたちも負けてられないよっ！」

「う、うん……!!」

　そのドクロちゃんのコトバに、頷うなずくのが精一杯でした。そして、僕たちはサバトちゃんを残して、『アバランチ公園』を後にするのでした。
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　街の真ん中を東西に流れる『グロリアス川』の両りよう脇わきに作られた人工の土手。その上からの景色はちょっとしたものです。

　川から吹いてくる風を受けるように右を向けば、広い河川敷ときらきら光る水の流れ。かわって左手に首を向ければ、丘きゆう陵りようの下には道路に覆おおい被かぶさるように春に向けて力を溜ためている最中の桜さくらの木が続き、見渡す限りに南半分の街並みが一望できるのです。

　そして僕たちの正面、土手の上。そこにはまっすぐにどこまでも道が伸びています。僕とドクロちゃんは、その一直線の道を並んで、「しゅっ！　しゅっ！　しゅっ！」とシャドウ・ボクシングで進んでいました。このシャドウ・ボクシングは、ドクロちゃんがさっきすれ違ったヒトのマネをし始めて、それが僕にもうつったものです。

　土手の道には様々なヒト達たちが行き交っていました。肩掛けカバンにくたびれた背広を着て、髪がセミロングな高校教師風の男性が大勢の生徒を引き連れ、自転車でパトロール中のお巡まわりさんと挨あい拶さつをしたりしています。

　僕とドクロちゃんは、おそろいのボーダーシャツを着た、ちょっと不良っぽいアメフト部の一群をやりすごし、たった今、前を歩いていた一人の女の子を後ろから追い抜かしたトコロです。

　その時、脳のう裏りに不意にキョライする記き憶おく、

「あれ？」

　それに引っかけられるように、僕は思わず振り返ってしまいます。

「どうしたの桜さくらくん？」

　ドクロちゃんもつられて僕と同じく後ろを向けば、

「あぁっ！」

　天使の少女の嬉うれしそうな声。

「もしかして、ちえりちゃん??」

　ドクロちゃんの言うとおり、やはり、見間違いではありませんでした。

　そう、今僕たちが追い越した女の子は、クラスは違えどおなじ中学校の二年生同士の同級生。ふちなしめがねがとってもよく似合う小野ちえりちゃんだったのです。

「あ、そ、その……こ、こんにちは」

　僕とドクロちゃんに凝ぎよう視しされてしまったちえりちゃんも立ち止まり、目の前の二人の正体に気が付いたように、慌あわててぺこりと頭をさげました。

「あ、うん、こんにちは！」

「こんにちわぁっ！」

　僕とドクロちゃんもなんだかつられてお辞じ儀ぎしちゃいます。

「こんなトコロで会うなんて奇遇だね。どこかにおでかけする途と中ちゆう？」

　僕の問いかけに、しかし彼女はショートカットの黒髪を触り、そわそわ顔を赤らめて、

「実は……」

　河川敷をちらりと見ます。見渡せば、眼下にはグラウンドが広がっていて、

「あぁっ、あれって……」

　そこに、なんだか見覚えのある野球のユニフォームを着た選手達たちがいるのです。となれば、

「もしかして、宮本の応援に来たの!?」

　僕は思わず大きな声で言ってしまいます。その言葉にちえりちゃんは赤くなってコクリと頷うなずくのです。

　……ぬぅおわぁぁ……もう、もう宮本コロスぅっ!!　ヤツザキですよ!?

　だって、だって今日のちえりちゃんはとってもかわいいのです!!　休日の彼女はもちろん普ふ段だん着ぎ。まるくびシャツの上にカーキ色のカーディガンは、ちえりちゃんの白い肌と和風な面おも差ざしとあいまって、それを見る者みんなが抱く、彼女の文学少女的な趣おもむきをさらに印象深くしています。さらに赤いプリーツスカート、足下を覆おおう紺こん色いろのくつしたと茶色いローファーは、その控えめな彼女の仕草を華やかに引き立て、いつもはちょっと引っ込み思じ案あんなちえりちゃんを可か憐れんに後押ししています。というか、これはなんだか気合いの入り方が違いますよ!?　ああもう二人の仲はもうそんなトコロまでぇぇッ!!　ホントに宮本ユルサナイッ!!　天使のドクロちゃんも、そんな可愛かわいらしいちえりちゃんに顔を近づけて、思わず匂においをかいでいます。って、いや、まてぇッ!!

「こら！　ちょっとなにやってるのドクロちゃん!!」

「ねえ桜さくらくん！　今日のちえりちゃん、とってもいい匂いがするの！　あまずっぱいレモンみたいだよっ！　ああっ、ねぇねぇもしかしてちえりちゃんおフロに入りたてっ??」

「だまれこのアホ天使!!　ごめんちえりちゃんっ！　あとでこの天使にはよく言っておくから、許してあげてね!?」

　僕は、カラダを固くするちえりちゃんからドクロちゃんを一生懸けん命めい、引きはがします。

「い、いえ、そんな、私は……」

　天使の少女にくんくんされていた彼女は、左目の下の泣きぼくろを隠すみたいに、めがねを触ってすっかり萎い縮しゆくしてしまっています！

「桜くん、ボク下のグラウンドに降りてみたいなっ！　ねえ、ねえねえってば！」

「あ、う、うん、ちえりちゃん、いい？　僕とドクロちゃんも一いつ緒しよに行って……」

「か、かまいませんけど……」

　僕たちは土手にめり込むようにおおざっぱにつくられたコンクリートの階段を降り、白と深しん紅くが配色されたユニフォーム、聖ゲルニカ学園の選手がいるベンチへと向かいます。

「お、なんだ!?　桜とドクロちゃん??」

　こっちから声をかけるまえに、宮本は近づく僕たちに気が付いてベンチから立ち上がります。

「みやもとくーん！　こんにちはっ」

「よっ、宮本。今日は試合？」

　突然現れたドクロちゃんと僕に、宮本はにたりとフテキに笑います。

「おう、ダリ中とこれからな！　っていうか、木工ボンド部がこんなトコロにナニしに来たんだよ。お前たちも試合か？」

「いや、僕たちは別に通りがかっただけだよ？　それよりも……」

　僕とドクロちゃんの後ろから、ちえりちゃんが姿を現すのです。

「あ、きてくれたんだ？」

　宮本に声をかけられたちえりちゃんは、頰ほおを紅あからめ、こくんと頷うなずき、

「うん。今日はがんばってね……？」

「おう、まかせろって」

　宮本はそう言って、わざとらしくガッツポーズ。チームのトコロに行ってしまいます。

　夏の大会で三年生が引退して、この野球部の新しい主将になったのが宮本なのです。さっそく「キャプテン！　あの女の子は……!!」「自分は、自分は先輩をずっと……!!」「いや、自分の方が先輩には……!!」とか、後輩やタメの部員に声をかけられています。さすが野球部、団結力が凄すごいですね。

　僕はベンチの後ろ、フェンス越しにグラウンドを見まわします。ここは川からの風が少し冷たいですが、でもこの空気は今の僕には火ほ照てった肌の熱を溶かすようで心地よいです。きっと、野球部のみんなもそうなのでしょう。

　黒地に白のラインの入ったユニフォームに身を包んだサルバトール・ダリ中学、通称ダリ中のナインとゲルニカナインが帽ぼう子しを取ってお互い礼、『よろしくおねがいしまぁっす!!』のかけ声と共に、どうやら今から試合が始まるようです。

「ねえ桜さくらくん、あの人たちはなにしてるのッ？」

「ええと、これは野球って言って、あの木の棒で、飛んでくる玉をひっぱたくスポーツだよ？」

　同じくベンチ裏のフェンスにしがみつくドクロちゃんは、テレビで野球が始まると、違うチャンネルにまわしちゃうくせに、今は目の前で展開される球児たちに興味しんしんです。

「ねえ桜くん、ボクもやきゅうやってみたいっ！」

「だ、だめだよドクロちゃん！　今は試合中なんだから中に入ったら！」

　僕はフェンスを登ろうとするドクロちゃんを羽は交がい締じめにしました。

「みんな真剣なんだから、じゃましたらだめでしょ？」

　地面に引きずりおろされたドクロちゃんは、くるりと振り向いて僕の手を取り、

「じゃあ桜くんいっしょにやろうっ？」

　にっこり笑いかけてきました。

「ええッ!?　あ、あ……でも、ほら、野球は道具が必要でしょう？　ムリ、じゃないかなっ？　この状況じゃ借りられないだろうし……」

　だめです！　この天使の少女と野球なんかしたら、本当の意味でデッドボール確実です!!

「あ、これじゃだめかな？」

　天使の少女は一本のバットを掲げてみせますが、

「エスカリボルグは絶対ダメだよ！　なにを誇らしげに構えてるの!?　そんなのでボールを打ったら跡形も無く消し飛んじゃうでしょ!?　まるでいつもの僕みたいに！」

「桜くんはうまいことを言うね！」

「うるさいっ！」

　ああカミサマ！　僕をここからうまく切り抜けさせたまえ……!!

「ああ、そ、そうだッ!!　ほら、バットがあったとしてもボールが無いでしょっ？　肝かん心じんの球がなければこれはもう諦あきらめるしか……」

「あの、これどうぞ」

　その時、一人の女の子がボールを差し出して来ました。

「ちえりちゃんっ!?　な、なんでキミはそんなものをッ!?」

「わぁ、ありがとう、ちえりちゃんっ！」

　ドクロちゃんはそれを受け取ってしまいます！

「ええと……、このあいだ、宮本くんとキャッチボールしたときに、貸してもらって……」

　なんてコトでしょう！　宮本はちえりちゃんとそんなコトまでしているのです！　宮本は本当に酷ひどいヤツです！

「やだ！　僕は絶対やだよドクロちゃん！　だって僕ぜったい今から二分後には自打球で血ち反へ吐どとかを鼻や口から吐いて大地に倒れてるよ！　容易にそんな未来が想像できる！　そんなの現実にしたくない！　ほら、僕たちは聖ゲルニカ学園野球部を応援しようよ！　フレー！　フレー！　ゲ・ル・ニ・カ!!」

　僕はそのかけ声と共にがんばって〝独り人文字〟で『ゲルニカ』の文字を空間に浮かび上がらせました。

　しかし、天使の少女はその『ゲ・ル・ニ・カ』の文字には見向きもせず、

「じゃあ、ちえりちゃんいっしょにやきゅうやろう？」

「あ、はい……じゃあ、私はピッチャーで……」

「な!?　ちょ!!　だ、だめだよちえりちゃんッ!!　素直すぎるよ！　僕の話を聞いてなかったの？　マジで死んじゃうよ!?　わ、わかった!!　ちえりちゃんにやらせるわけにはいかないよ！　宮本！　僕に感謝しろよ!?　じゃあちえりちゃんは安全なトコロにいて!?」

「やったぁ！　じゃあ桜さくらくんがピッチャーねっ！」

　なんだかうまくはめられた気もしますが、ドクロちゃんにそんな作戦なんか考えられるワケがありません。僕はしかたなく、本当に不ふ承しよう不ぶ承しよう、天使の少女からボールを受け取り、彼女から距離をとります。

「よぉし、ばっちこーいっ！」

　ドクロちゃんはバッターボックスに立つ選手を見よう見まねで、鋼鉄の乱らん杭ぐい歯ばをぎらりと黒光りさせながらエスカリボルグを構えます。

「ねえ、わかってるとおもうけどドクロちゃん！　それはバットじゃなくて、鋼鉄の魔ま法ほうアイテム『エスカリボルグ』なんだから、軽く打つだけにしてね!?」

「うーん」

「ちょっとまって！　なにその真心のない返事は！　これは僕の生死に関かかわるコトなんだよ!?　本当に!?　ホントにわかってるの!?」

「まったく桜くんは心配性なんだからぁっ。わかった、かるぅく打つから安心して？」

「絶対だよ!?　ぜったいに、手加減してよ!?」

「うんっ！」

「本当に、ホントウだよッ!?」

「はやく投げろ!!」

「じゃ、じゃあ、いくよ？」

　ちえりちゃんが心配そうに石のベンチに座ってこっちを見る中、僕はドクロちゃんに下投げで軽くぽぉんと、ボールを放り投げました。

「マジでかるぅく打ってよねッ!?」

　そして天使の少女の眼前に、ボールが迫った瞬しゆん間かんでした。

「あはっ♡」

　天使の少女の大きな緑色の瞳ひとみの中に、金色の炎が〈メラァッ！〉揺らめきました。

「なぁっ!?　約束がッ!!」

　天使の少女は一本足打法、腰ごとバットに体重を乗せれば支点、力点、作用点『エスカリボルグ』は空間ごとボールを、




　どぎゅぅおッ!!〈ぼひゅぅぅおあァアアッ!!〉




　薙なぎ払いました。

「ぐぅおあッ！」

　そして僕に迫ったのは白球ではなく、空気との摩ま擦さつ熱ねつで紅ぐ蓮れんに燃え上がった火炎弾。熱波をのけぞるように紙一重で避さければ、炎の帯となった打球はフェンスを突き破り、〈ごひょぅッ！〉と、ピッチャーマウンドに立つ投手の直前で燃え尽きました。

　……その弾道には白い煙が揺らめき、川から吹く風に吹かれて消えていきます。

　そして流れた沈ちん黙もくを破り、

『タ───イムッ!!』

　すかさず立ち上がった宮本がこっちに走り寄ってきます。

「なに、やってんだ……？」

「ゴメン宮本!!　悪気はなかったんだ!!　でも見て？　僕、生き残ってる!!」

「すまんが、事故が起きる前にだな……」

「言いたいことは解わかる！　すぐあのアホ天使を連れて帰るから！　ほらドクロちゃん？　ってどこ!?　ドクロちゃんどこに……ああッ!!」

「ねえ、ちえりちゃん？　今日これが終わったあと、宮本くんとどこに行く予定？　門限だいじょうぶ？」

　天使の少女は自分が引き起こしたハプニングそっちのけで、ちえりちゃんの隣となりに座ってやりたい放題です！

「きょ……今日は、お父さんもお母さんも、親しん戚せきの家に泊まりに行ってて……」

「こら─────!!　ドクロちゃんなに聞いてるの!?　ちえりちゃんも、きまじめに答えなくていいですから!!　ほら、もう行くよ!!」

「いやぁ！　ボクを甲こう子し園えんに連れてってよぉ！　連れて行かないと呪のろうからッ!!」

「約束する！　草くさ壁かべ桜さくらが必ず甲子園にドクロちゃんを連れて行くから！　ほぉら、甲子園はこっちだぞ───ッ!?」

　僕はドクロちゃんの手を引いて、頰ほおを染めたままのちえりちゃん、あっけにとられる宮本、マウンドにへたり込むピッチャーや他ほかの選手達たちを残して、土手を越えていきました。
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「おかえりなさい、桜さん。それから、おねえさまも」

　居間から玄関に漏もれ聞こえてくるのは、夕方六時のニュース番組。

　ザクロちゃんはテレビを見ながら洗せん濯たく物ものをたたんでいたのでしょうか。居間から廊下に出てきた彼女は、靴くつを脱いでいる僕とドクロちゃんのトコロに来てくれたのです。

「ただいまぁっ！」

「た、ただいま、ザクロちゃん……」

「まあ、桜さんすごい汗です。どうかされたのですか？」

　その純白の軍服に身を包んだ優やさしい天使の声は、疲れてへたりこんだ僕のココロと身体からだに優すぐれた栄養素のように染しみ渡ります。僕はそんな麗うるわしいザクロちゃんを見上げ、

「う、うん。これはね……」

「桜くんとボクは、ちょっとお外で運動してきたのーっ！」

　僕をさえぎり、ドクロちゃんがヒトコトで要約してくれます。

「まあ、そうでしたか。それはおつかれさまでした、桜さくらさん」

　ザクロちゃんは春を司つかさどる女神のような笑みを浮かべてそう言ってくれますが、僕はもう、ぐんなりとへこたれます。きっとザクロちゃんにはわからないでしょう。僕がどんな目にあってきたのかは……。──河川敷グラウンドからこの家までの間にも、僕はサンザンな目にあい続けたのです。アルカディア商店街にて通りがかった酒屋『久良木屋』さんでは、ビール瓶びんをまっぷたつにしようとするドクロちゃんの手刀を、僕は真しん剣けん白しら羽は取どりしようと試み、失敗して頭を文字通り凹へこませました。小学校の脇わきを通った時などは、「スポーツと言ったら、やっぱり水泳だよねっ！」と叫びつつ、フェンスを越えてもう真緑に変色してしまった25メートルプールにダイブしようとする彼女を阻そ止ししようとして、僕だけが水面に落下しました。もう僕は心身ともにヘトヘトの極地に達して、変な悟りが開けそうです。そう、全すべてはドクロちゃんのおかげで……!!

「はい、ではタオルをどうぞ桜さん」

　僕はザクロちゃんから汗あせ拭ふきタオルをうけとります。しかし、ああ、この目の前のアホ天使ドクロちゃんではなく僕が、僕がきちんとコトの顚てん末まつを説明できてさえいれば、今いま頃ごろはこの気が利ききまくる妹天使は、きっと「まあ、それでは全身マッサージしてさしあげますね」と、僕の身体からだを丹念に……!!　くそう！　可能性の中の僕めぇぇッ!!

　そんな陸揚げされた無毒のクラゲみたいにウツロになってしまった僕を、

「ねえねえ桜くんっ！」

　気ままに揺らすのはドクロちゃん。彼女は腕を摑つかんで立ち上がらせようとしています。

「なにかな？　キミは僕を今度はどこへ連れていくつもりだい……？」

　半ばヤケになりつつ、僕はされるがままに引っ張られ、そして連れて来られたのは、

「ここーっ！」

　洗面所です。

「え……？　なに？　ドクロちゃん顔でも洗うの？」

「うぅんっ！　えへへぇっ、ねえ見てて！」

　よく見ればドクロちゃんが前にしているのは、お風ふ呂ろ場ばの脱だつ衣い籠かごの隣となりにある体重計です。

「え、あ、う、うん。いいけど……」

　彼女はなぜかうっきうきで、飛び乗るように体重計に上がります。〈がちょがちょんっ〉と、中の文字盤が揺れ動きます。

「っていうか、いまさらだけどドクロちゃん……？」

「なぁに？」

　ニコニコと針の行方ゆくえを見つめながら返事する天使の少女に、僕は尋たずねます。

「今日運動してたのって、ひょっとして、『スポーツの秋』だからっていうんじゃなくて……『ダイエット』するタメだったの!?」

　彼女の照れたような「えへっ」という笑いを、僕は肯定と受け止め、

「どおりでムヤミにハードだったわけだよ！　でも、だったらすごい成果でたんじゃない？　どう？」

　僕はヤケになり気味に、しゃがみ込んで目盛りを見つめる天使の少女に問いかけます。

　しかし、

「……えてる……」

　彼女の声は突然、かすれるように小さくて、

「え？　なに？」

　耳を澄すます僕の耳に、そっと滑すべり込んでくるのは、信じられないコトバ。

「……ふえ、てる」

「は、はい？　ふえてる？　増えてるって、まさか!!　あ、ちょっとまってドクロちゃん、それなに持ってるの？　それお米の袋じゃない!?」

「だ、だって玄関にあったから……」

「あったからって持ってきちゃだめでしょ!?　一〇キロの米袋持ってたら一〇キロ分重くなってるに決まってるでしょ!!　置いて置いて!!」

　ドクロちゃんは床にどさっとお米の袋を置けば〈ぎゅこぅんっ〉と、体重計の針は動いて止まります。

「どう!?　これならいくらなんでも体重は──!!」

「ねえ……、もう、ボクなにも持って、ない、よね……？」

　それは天使の少女の自問自答するようなつぶやき。

「うん、持ってないよ？　ねえ、一体どうしたの!?」

「……変わって……ない。ぜんぜん変わってないよ!?　これ朝とおなじ体重だもん！　なんで!?　ボク、あれだけ運動したのにぃっ！」

「あ、ドクロちゃん！　だめだよそれはッ！　ちょっとまってってば!!」
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　止めるヒマもアラバコソ、天使の少女は、あっというまに、まさしく『ぬぎぬぎ』とジャージのズボンを下ろし、上着のファスナーを下ろして脱ぎ捨て、Ｔシャツを放り投げてしまうのです!!

「わぁっ！　きょ、今日はやっぱりスポーツタイプ？　そしてオレンジと白のしましま!?　ちょ！　だめだよ！　見てない見てない!!　僕はこれっぽっちも見てませんからね!?」

　いまや彼女が身に着けているのは、前出の僕ゼリフどおり、上下の下着、それとかたっぽ脱ぎかけの白いハイソックスだけなのです!!

　しかし天使の少女は、今僕に与えているヴィジュアルショックに気付く様子も無く、体重計の上にへなへなと膝ひざをついてしまうのです。

「ボク、あんなにがんばったのに……」

「まあ、おねえさまはダイエットをされていたのですか？」

　その柔らかな声に振り向いた僕の「あ、ザクロちゃん……」というセリフに、彼女は笑みを返してくれます。そして沈み込む下着姿のドクロちゃんの傍かたわらにしゃがみます。

「ねえ、なんで体重が減らないの……？　ボク、ひょっとしたら病気なのかな??」

　天使の少女は、やって来た自分の妹を見て、うるうると尋たずねます。ザクロちゃんは、諭さとすように説明します。

「おねえさま、そんなにがっかりしないでください。しかたないのです。天使はいくら食べても、いくら運動しても、ニンゲンの様に外見は変化しないのですから」

「えぇっ??」

　ザクロちゃんの衝しよう撃げきの発言に、ドクロちゃんは大きな深緑色の瞳ひとみを見開きます。もちろん、僕もびっくりです。

「ど、どういうコトなんですか……？」

「天使という存在は極めて観念的、つまり『意味』や『イメージ』としてここに在り続けているのです。いわばわたくしたちは、ここに居続けようとする意志そのもの。意志は決して物質的な重量に左右されるコトはありません。天使の重量は、増えたり減ったりはしないのです」

「そ、そんなぁ……」

「そういう大切なコトはきちんと知っておこうよ、ドクロちゃん……！」

「ぅぅぅ……じゃあ、ボクはどうすればいいの……!?」

　天使の少女の顔にみるみる落らく胆たんが広がり、彼女はがっくり肩を落としてしまいました。し、しまった……！　いまの彼女には少し言い過ぎでした。しかし、でもだからこそこういう時、僕にしか言えないコトがあるはずです。僕はドクロちゃんの隣となりに、じっくりとしゃがみこみます。

「ドクロちゃん、聞いて？」

「なぁに？　桜さくらくん……」

「ドクロちゃんは、そりゃちょっとくらい発育がよすぎるかもしれないけど、でも、それはカラダの一部分だけだし、ぜんぜんふとってなんか見えないよ？」

　……キマリました！　これで乙女おとめの悩みは解決です！　この調子ですよ僕っ!!　こうやってステップアップしていって、最後にはそう、静しず希きちゃんでさえ──ッ!!

「うぅん、このままじゃ、ボク、だめなの……！」

「えッ？」

　しかし、僕のとっておきのセリフにも、天使の少女は「うんっ！　桜くんってとっても優やさしいんだね！」みたいなセリフを言わず、体重計の上にぺたりとすわりこんだままなのです。

「じゃ、じゃあ、なんでドクロちゃんはダイエットを……？」

　僕のその問いに、彼女は無念の表情のまま言いました。

「ボク、これが着たかったんだもんっ」

　そして彼女が傍かたわらの洗せん濯たく物もの籠かごの中から取り出し、僕に差し出したモノ、それは、

「これって、あ、ぁあッ！」

　まるで大きめなウサギのぬいぐるみ。しかし、それは外側だけで、

「これは、ひかりちゃんの……ベビー服!?」

　ひかりちゃんとは、千葉に住んでいる親しん戚せきのあかちゃんのコトで、昨日僕の家にご両親と遊びに来たのです。

「桜くん、これを着たひかりちゃんを『かわいい、かわいい……!!』って、ずっと言ってたでしょ？」

　そう、その時にひかりちゃんが着ていたのがこのベビー服。これを身に着けたひかりちゃんは真っ白なうさぎさんになっちゃって、それはそれは愛くるしい姿になるのですが……。が!?

「ちょ、ちょっと待って!?　僕は確かに言ったかもしれないけどさ、でもそれは意味がちょっと違うと思うッ!!　だってそもそも、いくらなんでもちっちゃすぎてドクロちゃんは着るのムリでしょ!?」

「うん！　だからボク、桜くんのお母さんに今日の朝、聞いてみたの『小さくて着られない服を着るにはどうしたらいいの？』って……そしたら運動して、ダイエットするのがいいって……」

　ああ、僕のお母さんが天使に詳しかったなら……ッ!!

「つ、つまりドクロちゃんは、このウサギさん風の赤ちゃん服を着たかったから、小さくなるために、ダイエットをしたの？　そんな無む茶ちやな！」

「うんっ、でも、ボクにはだめみたい……！」

「ドクロちゃん？　キミはそもそも根本的にダイエットすら誤解しているよ!?」

「えぇっ！」

「ダイエットじゃその骨格とかまでは変えられないんだよ!?　いくら瘦やせたってそればっかりは着られないよ!!」

「そんな……!!　じゃあ、ボクが今日一日がんばったのはなんだったの!?　返して!?　ボクの今日を返してよっ!!」

「それはこっちのセリフだ──ッ!!」

　僕は脱力しながら、わき上がってくる苦笑を抑えられません。体内の疲労が、どっと発はつ酵こう熟成してしまって、いい塩あん梅ばいになってしまったカンジです。僕はそのままドクロちゃんと同じようにぺたりと床に座り込んでしまいます。

「はぁ……もうまったく。そんなコトをしなくたって、ドクロちゃんは充分かわいいのに」

　そして、僕がトホホと、そう言ってしまった次の瞬しゆん間かんでした。

「の[image: う゛]ぁぁッ!?」

　僕は突然、下着姿のままの天使の少女に飛びつかれてしまうのです！

「ちょっな、なに!?　ドクロちゃん、なにがしたいのッ!?　こんなやわらかいのはだめだよ!!」

「ねえ、ホント!?　ホントに桜さくらくんにとっては、今のままのボクが、一番かわいいのっ？」

「ええっ!?　なにを突然!!」

「さっき言ったことをもう一回言って！　ね？　おねがいだからぁ～～っ！」

「ちょっとまって！　言うから！　言うからそんなに押しつけないで!!　しかたない、恥ずかしいけど言うよ！　『ドクロちゃん、なにがしたいのッ!?　こんなやわらかいのはうごごごおぉぉおおががががが────ッ!?』」

　天使の少女は僕の喉のどの奥に、お父さんの歯ブラシを突っ込みました。

「それじゃなくて、そこから四行前のセリフ!!」

「わかった！　言う！　言うから歯ブラシを抜いて──ッ!!」

　ドクロちゃんはその大きめの歯ブラシを喉の奥から抜き取ります。そして僕は言うのです。

「『はぁもうまったくそんなコトをしなくたって、ドクロちゃんは充分かわいいのに』ッ!!」

　そのとたん、天使の少女は僕を突き飛ばすようにぴょこっと跳はね起き、

「〈ゴスッ！〉アーウチ！（床に頭を打ち付けられる僕）」

　そして憑つき物が落ちたように、きゅりんと微笑ほほえんで言うのです。

「きゃはっ！　もうッ桜くんたら!!」

「痛ッ！　なにすんの!?　なんで痛くぶつの？」

「ほら、桜さくらくんも立って立って！」

　僕はひもを引っ張られた操り人形みたいにドクロちゃんに立たせられてしまいます。

「ねえボクおなかぺっこぺこだよ！　ねえザクロちゃん、今日のおゆうはんはなぁにっ？」

「はい、今日は桜さんとおねえさまの大好きな、かにクリーム──」

「やったぁ！」

「ごはんです」

「ごはん!?　かにクリームごはん!?　でもなんか、それはそれでおいしそうな気も……」

　僕はよろよろと壁に手をつきつつ、空腹を憶おぼえます。

「それでは、楽しみにしててくださいね？　できたらお呼びしますので」

　そう言い残し、暗銀色の長い髪をひるがえしてキッチンに行ってしまうザクロちゃんを僕達たち二人は見送ります。そしてドクロちゃんはくるっと振り向いて、

「よぉし、それまでテレビでも見よーっと！」

「それより……ドクロちゃん、服を早く……」

「きゃッ!?　なんでボク下着姿なのッ!?」

　ドクロちゃんは洗面台の鏡に映る下着姿の自分を見つめ、とっさにホンモノのカラダを抱きしめて……ッ！

「ちがうよ待って！　これは全部ドクロちゃんガモスッ!!」

　僕はぽかりと、ドクロちゃんにエスカリボルグで叩たたかれて、割れ爆はぜました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　皮ひ膚ふの中身が全部出てしまった僕は、にゅるにゅるにゅるっと元通り。

　その隙すきにジャージを着込んだ天使の少女は、ぷりぷりと僕に詰め寄りました。

「もうっ！　桜くんたら──っ！　いつの間にボクを……」

「いや、もう、いいよ……今日は、ゆるしてあげるよ……んっ？　あ、あれ？」

〈がちゃがちゃんっ〉と、はかり台と文字盤が揺れる音。僕はどうやら自分がちょうど体重計の上で覚かく醒せいしたみたいなのです。

　そして、目に入ったのはその体重。

「ちょ、ちょっと、なんか僕、昨日の夜量はかった時より、九キロも減ってるんですけど……？　待って!?　九キロっていったらさっきの米袋にもほぼ匹敵するじゃん!!　ちょっとねぇドクロちゃん大変だよ！　僕の大切な臓器とか、なんかそこらへんに落ちてない!?」

「よぉし！　まかせて！　『天使エンジエル・アイ』!!」

　ドクロちゃんはそう叫んで、僕と一いつ緒しよに洗面所を捜そう索さく開始します（注：『天使エンジエル・アイ』はドクロちゃんが捜し物をするときにたまに口にするかけ声で、別に特殊能力とかではない）。

「あぁッ！　隊長！　洗せん濯たく機きの下に……!!」

「な、なにドクロちゃん!?　見つかったの!?」

「桜さくらくんのパンツ発見しました!!」

「返してぇッ!!　なに引っ張ったり伸ばしたりしてるの!?　というか、こんなものは僕の身体からだには入ってないよ!?　まって？　ということは、僕の身体はこれで異常なし!?　違う！　異常なしとかじゃない!!　つまりはこれが僕の今の体重なんだ!!　ありえないよこの体重の減り具合は!!」

「あぁっ！　やったね桜くんッ！　ダイエットだーいせーいこ──!!」

「まてーッ！　僕はダイエットしたんじゃないよ!!　ただちょっと運動しようとおもっただけなのにッ！　もうこれじゃ、今度の体重測定で『やせている』グループから、いっきに『やせすぎ』エリア独走だよ!!」

「ただいま──」

　その時、玄関から聞こえてくるのはお父さんの大人の声です！

「あ！　おかえりなさい！」

「お……おかえりなさい……！」

　天使の少女は元気に、そして僕はふらふらと、廊下で背広姿のお父さんをお迎えしました。

「うん、ただいま。なんだおまえたち、そろって洗面所なんかで」

「ちょ、ちょっとね！」

　僕はもう、この秋の一日のデキゴトをお父さんに説明する気力もなくて、

「あ、ねえお父さん？　その手に持ってるのはなに？　おみやげ??」

　むりやり話題を変えちゃいます。

「ああ、これか、ちょうど駅前の薬局でセールしてたから買ってみたんだ」

「えー、なになに??」

　ドクロちゃんはお父さんからそのビニール袋を受け取ります。

「これを水に溶かして飲むとな、アミノ酸ですっきりやせられるらしいぞ？　最近お父さんお腹なかが気になってきちゃってな。これでダイエットしようかとおもうんだ」

「……な!!　だ、ダイエット!?」

「どうした桜、そんなに驚おどろいて。いっぱい買ってきたから、おまえ達たちも飲んでいいぞ？」

「うわあァアっ!!」

「おい、どうした桜！」

　僕は階段を上がって、自分の部屋に逃げ込みます！

「あはははは！　もう、桜くんたら──っ！」

「うわぁ！　もうダイエットはかんべんしてよ──っ……！」




　　　　★




　ぐきゅるるるるるううううう……と、サバトちゃんハウスの中に、世にも寂さびしい音が鳴ります。

「ああ……今日のごはんがぁ……」

　空腹を抱えた天使の少女はタオルケットにくるまり、手足を抱きしめ、がたがたと震ふるえて眠ろうとがんばっていました。

「サバトは、凍ってしまいそうですぅ……！」
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[image: 第三話　聖なる夜はメリークリスマスだよ！　ドクロちゃん！]
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　午後一時を少々回り、帰りの会が終わった直後のコトでした。

「ねえねえボク、いいこと考えちゃった！」

　放課後のザワメキをＢＧＭにして、ドクロちゃんはエモノにじゃれつく子猫のように、僕のカバンを抱きしめます。

「なに？　急にどうしたの……？」

　解放気分はまさしく今が絶好調で、天使の少女もハヤるココロをもてあましちゃって、

「今日こそスーパーマルトミのウインナーを試食しつくそう！　ほら、そうと決まれば早く帰ろうよーっ」

　僕の制服の袖そでをくいくいくいっと引っ張ります。

　なにしろ超長かった二学期も、ついに明日で校歌斉唱、終業式！　期末テストも過去のコト、キャメルクラッチで解体済みなら、もーいーくつ寝ると冬休み＆お年玉なのです!!

「ちょ、ちょっと待って、今日は……」

「えーっ？　桜さくらくんなにか用事があるの？　ああぁッ！　わかったぁ！　今朝、道ばたに落ちてたあのがッびがびの本を拾うんでしょ!!　もう桜くんてばぁっ！（きゃはっ！）　いいよ、じゃあ早くいこッ？　誰だれかに取られちゃう前に!!」

「ちょっと大きな声でナニ言ってるのドクロちゃん!!　聞いたみんなが誤解するでしょ!?　そんなコトしないよ！　ちがうよ、今日はこれからこの教室でクリスマス会があるんだよ!?」

「きょうしつで、くりすますかい……？」

　ドクロちゃんはきょとりとコクビをかしげ、ぐるりと周囲を見回します。彼女につられて僕も教室を一望すれば『がッびがびの本』というコトバに反応し、こっちを凝ぎよう視ししていたクラスのみんなは、ナニゴトも無かったように活動を再開、机を教室の後ろに下げ始めます。

「ねえ桜くん！　〝くりす・マ・空スカイ〟ってなあに？」

「あ、あれ？　ドクロちゃんはクリスマス、知らないの？」

「も、もちろんしってるよぉ!!　クリスマスはぁ、一年に一度〝サンタクロース〟のおじさんが街にやってきてー……」

「うんうん」

「カワイイ子供達たちを笛で操って、みんな一いつ緒しよにガケの上から飛び降りるアレでしょ？」

「ソレはなに!?　イケニエの儀ぎ式しき？　ダメだよそんなクリスマス!!」

「でもね？　脱いだくつしたを玄関につるしておくと防げるんだって！　よかったね桜くん!!」

「よかないよ!!　そもそもクリスマスは攻めて来たり守ったりするものじゃないし！　あ、あのねドクロちゃん。クリスマスっていうのは──」

「うん、わかってる」

　急に表情から笑みを消したドクロちゃんは、さえぎるように僕の唇くちびるに人差し指をぴたんと当て、

「桜さくらくん。ボク、本当はね、しってるんだ……」

　少しだけ寂さびしそうに、言いました。

「え……？」

　ドクロちゃんは僕から指を離して窓辺に寄り、そこから雪雲の広がる空を見上げ、

「本当は、サンタクロースなんかいないんだってコトを……」

　そして、うつむいてしまうのです。僕はドクロちゃんに言います。

「う、うん確かに、ドクロちゃんの言うようなサンタは、いない方がいいけど……。でも、──でもだめだよドクロちゃん。キミは天使なんだからそんなことを言ったら」

　ドクロちゃんは「うんっ！」と頷うなずき、目頭をごしごしぬぐって僕に振り向きます。

「そうだよねッ！　ほんとうは、恋人がサンタクロースなんだよねッ！」

「ちょっ！　チガっ！　な、そんなふうに僕に寄り添って手を繫つないだ、ラぁっ!!　あッ、あアッ！　あ──ッ!?」

「もうッ！　桜くんたら興こう奮ふんしちゃって！」

「違う！　痛いの!!　ドクロちゃんが握った僕の指が今にも折れそうなんだよ!!」

　僕はドクロちゃんの指にメキメキと搦からめ取られていた指をムリヤリ〈ずぼっ！〉と引っこ抜きます。どうしよう、もう指に力が入んないよう。

「まったくドクロちゃんはいつもいつもロクなコトをしないッ！　ええと、ほらもう、今までなんの話をしてたか忘れちゃったじゃん!!」

「ええとぉー、がッびがびの本をー、桜くんがー」

「もうそれは終わった!!　ムゲンループ!!　思い出した!!　クリスマス会の説明しようとしてたんだ！　ええとだからね、ドクロちゃん。クリスマス会っていうのは、クリスマスをダシにして、とりあえずみんなで楽しく遊ぶ会のコトなんだよ？」

「わぁ！　さっすが桜くんモノしりハカセ！　なんでもしってるぅ！　……だから、なんだね。ボクの大切な秘密を知った上で、そうやって昨日の夜、キッチンテーブルの上でボクの……ッ（小さな両肩をぎゅっと抱きしめ、目線をそらす）」

「まって!?　べつにドクロちゃんがグリンピースを嫌いなのは大切なヒミツじゃないでしょ!?　しかもシュウマイの上からそれを取り除いてあげたのは僕の好意じゃん！　って、あ、あれ？　まってドクロちゃん、なんでクリスマス会のコト知らないの??　この前の学級会の時、決めたハズじゃ……あ！　ま、まてよ？　あの時、確か──！」

　そういえば、このクリスマス会のコトを決めた学級会の時、ドクロちゃんの様子がどうにも木目の浮いた円柱っぽかったのは、思い返せばそれは『身代わりの術』の丸太だったからです!!　このアホ天使がナニも理解していなかったのはそういうワケか！　ドクロちゃんにあのときクワガタがくっついていたから、どうもオカシイと思ったんだよ！

「ねえ桜さくらくん！　ボクこんな楽しいクリスマスはじめてッ!!」

　クラスメイト達たちはせっせとクリスマス会の準備を始めています。いまや広場となった教室の前半分には、各人のイスが残され、それがだんだんと楕だ円えんを描くように並べられています。その祝祭的な雰ふん囲い気きにあてられたドクロちゃんは、くりくりした声を胸といっしょにぴょんぴょん弾はずませて、僕を見上げます。

「ボク、なんだかムネがムネムネする！」

「うん、見れば解わかるよ？　よし、それじゃあ僕らもぼさっとしてないでそろそろ始めよう」

「え、なにをはじめるの??」

「もちろん、クリスマス会の準備にきまってるでしょ？　特にこれといった特技や優すぐれた性能のない僕とドクロちゃんは、オリガミを切って丸くつなげて、飾りの鎖くさりをつくる係だよ？　道具はもう準備してあるから、いっしょにつくろう？」

「うん、おっけー！　ボクがんばるねっ！」

　ドクロちゃんは僕から材料を受け取って、ピンク色（＝うれしい）のオーラを全方位発射します。

　さっそく、僕と彼女は机を一いつ緒しよに後ろに下げて、他ほかのヒトの飾り付けのジャマにならないように、隅すみっこで正座、向かい合って作業開始です。

「いい？　ドクロちゃん。まず、こうやって、折り紙をハサミで細長く切って」

　僕はゆっくりと手元を見せながら手順説明。

「うんうん、それからっ？」

「端と端を、わっかになるようにノリづけし──」

「ダメェェェェェェェェッ!!」

「えッ？」




　ばぶしゃぁ──ッ！




　ドクロちゃんの叫びと、その圧縮空気を解放したような音は同時。〈ぶふぉぅっ！〉と、前髪をなぶる颶ぐ風ふう。巻き上がる細かいケムリのような粒子に、僕は思わず目を細め、両手で身をかばおうとしたとき、それに気が付くのです。

「……なっ？　なッ！　なぁッッ!?」

　両手が、まるで風化していく化石のように〈さらさらさら──〉と崩ほう壊かいしているのです!!　既すでにヒジから先は消滅しています！

　そして僕は理解するのです。ドクロちゃんが正座の状態から魔ま法ほうの鋼鉄バット『エスカリボルグ』を抜き放ち、僕の両手を空間ごと薙なぎ払ったのだというコトを！

「ちょっと！　桜さくらくんが手に持っているそれはナニ!?」

「もうその手が僕には無いんだよドクロちゃんッ!!　ねえこれ早く治してッ!?　僕まださらさらと分子崩ほう壊かいを続けてるじゃん!!　はやくぅはやくゥぅッ！　早くしないともう肩まで消えてるよぉォォっ!?」

　天使の少女はおもむろに『エスカリボルグ』を〈びしぃっ〉と天にかざしました。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　すると〈ずばぁん！　ずばぁん！〉と、勢いよくびしょぬれの手が二本はえました。

「ウばぁぁアアアッッッ!?」

「木工ボンド部規則、第一条三項ッ!!」

「えっ!?」

「〝木工ボンド部部員は、接着に関してはすべからく、木工ボンドを使うべしぃッ！〟」

「あアッ!!　し、しまったあァッ！　そうか僕は今、ノリをッ!!」

「桜くんはマガリナリにも木工ボンド部員でしょ!?　そんなんだからいつまでたってもレギュラーになれないんだよ!?　もおおおッ!!」

　ドクロちゃんは自分専用の赤いパッケージの木工用ボンド（注：ドクロちゃん専用木工ボンド。通常の三倍の速さで乾くので、扱いが難しい）を取り出し、エスカリボルグにホットドックにぬるケチャップのようにシボリかけ……ッ!!

「ああまってごめん！　今すぐ『マイ・木工ボンド』持ってくるから、だから部長！　それだけは！　『エスカリボルグ　オン　ザ　木工ボンド』だけは──っ！　ほわぁッ!!」

　僕は身体からだをくの字に曲げ、ドクロちゃんが放つ〈どぷゅッ！〉という横薙ぎの一いち撃げきをさけます！　その勢いでキビスを返し、慌あわててダッシュを開始です。

　しかし！

「きゃっ！」

「うわぁっ!?」

　慌てすぎた僕は、すぐ後ろに立っていたヒトの気配に気づくことができなくて、まともに背後のクラスメイトにぶつかってしまうのです！

　そして僕は「いたた……」とおでこを押さえながら、ぶつかった相手が誰だれなのかを、

「し、静しず希きちゃんッ？」

　今さら知るのですッ！

「びっくりした、声をかけようとしたら急に振り向くんだもん」

　微笑ほほえむ静しず希きちゃんは、僕と同じくおでこを押さえていて──!!

「ご、ごめん静希ちゃん！」

　僕は慌あわてて謝りますが、

「うぅん、黙だまって近づいた私がわるいの」

　静希ちゃんはすこし顔を赤らめて、それから僕に黄色いモノを差し出します。

「はい、落ちてたよ？　これ桜さくらくんのだよね」

　それは僕の名前の書かれた木工用ボンドです！　きっと、机を後ろに移動させたときに、中から落ちてしまったのでしょう。

「う、うん！　届けてくれてありがとう……！　き、きっと静希ちゃんに拾ってもらえて木工ボンドも喜んでると思うよ！　と、ところで、静希ちゃんは、なんの係を……？」

　ココロのジュンビもナニもできてなかった僕はシドロモドロで静希ちゃんから木工ボンドを受け取り、クチをパクパク尋たずねます。

「私は、あのクリスマスツリー担当だったんだけど、意外と早く終わっちゃって」

　静希ちゃんは教室の後ろの壁の黒板を見ます。そこにはモゾウシで作ったにもかかわらず、かなり本格的なクリスマスツリーが張り付いていました。

「ねえ、桜くんはなんの係なの？」

「え、えっと僕とドクロちゃんは飾り付けの係で、紙の鎖くさりをつくる担当だったんだけど、これがなかなか進まなくてさ……」

　僕はトホホと苦笑しつつ、背後をちらりと見やります。

「あ、あれっ？」

　それから教室全体を見回します。

「どうしたの？」

「ドクロちゃんが、いなくなっちゃってる!?」

「え……？」

　静希ちゃんも慌てて彼女の姿を捜しますが、しかし、どこにも天使はいなくって、

「さ、さっきまでドクロちゃんココにいたのに！　ど、どうしよう、なにか起こる前に見つけないと、また大変なコトにッ!!」

　そしてそれは教室の外、

『あはーっ！　すっごーい！』

　廊下から聞こえてきた、くりっくりのロリータボイス！

　思わず振り返ったのと同時、〈がらり〉と教室の扉が開けば、

「めりー！　くりすまーっす！」

　目に飛び込んで来るのは、サンタクロースの赤い衣装に身を包んだ天使。

『────ッ!?』

　ドクロちゃんのスガタを視認したクラスの男子は、一斉に教室の空気を飲み干し、コトバを失いました。

　彼女のカラダを包んでいるのは、赤と白を基調にしたサンタクロースのあの衣装。

　しかしそれは、おなじみの白ひげの太った老人が着ている衣装とはだいぶデザインが異なっていて……!!

「ドクロちゃん！　そ、それ、どうしたのッ!?」

　いわゆるそれはツーピース。特殊能力がない僕らでも、今なら天使の少女のかわいいおへそも、くびれた腰もまる見えです！

「あッ！　桜さくらくんにもめりーくりすますッ！」

　ドクロちゃんが〈ふわりッ〉と僕の目の前にそのサンタの衣装をひるがえして進み出れば、

「これね、穂ほ坂さかさんに着させてもらったの──！」

　彼女を追いかけるようにして、むき出しの肩を覆おおったマントがふわっと肌を包み、ミニスカートも遅れて元に戻ります！

「な……ッ！」

　僕は思わずその彼女のカラダを上から下へ、下から上へと繰り返し眺めてしまいます。

　天使のボディのシルエット。普ふ段だんも控えめとは言えないその胸が今、サンタクロースの衣装によってさらに大きく自己主張。彼女の奔ほん放ぽうすぎる柔らかな胸の隆りゆう起きは、肩ひものない赤い布だけで巻かれるように覆われていて、その弾力加減を余すところ無くコチラに伝えて来るのです。そしてドクロちゃんが動くたびに揺れる赤くて短いフレアスカート。ふわりと広がるそのミニスカートは、激しい運動でもぎりぎりのトコロでＵターン、コチラもあわせて揺れ動きます。そしてサンタの衣装に欠かせない、白くてもこもこしたファーも、要所要所に張り付いて暖かそうに白い素肌を彩いろどるワケですが、でもそんな格好でソリに乗ったらマチガイナク風か邪ぜをひいちゃいますよドクロちゃん!!

「さあ、みんないっくよーッ!!」

　突とつ如じよ、彼女は音楽の時間に使う縦たて笛ぶえを元気よく取り出し、『メリーさんの出陣』（注：ドクロちゃんしか吹けない、たどたどしい『メリーさんのひつじ』をこう呼ぶ）を奏かなでながら、一人で行進をはじめました。




　ぴぃろ　ぴぃろ　ぴぃろろろ～　ぴぃろろろ～♪




　誰だれ一人口をはさめぬ静せい寂じやくの中、かわいた怪音が教室に響ひびき渡ります。ぴぃろぴぃろと教室を一周してきたドクロちゃんは、そのまま僕の前にやって来て縦笛から口を離し、

「くつしたをだせ──!!」

「ぬうぅゎ[image: あ゛][image: あ゛]ッ!!」

　僕にタックル、押し倒し、足をつかんで上うわ履ばきをはぎ取り、くつしたを脱がせ始めました。

「やめて！　なにするのサンタさん!!」

「おやおや桜さくらくん？　キミの欲しかったプレゼントは、この『使っても使っても絶対なくならないポケットティッシュ』だったかなー？」

「い、いらないよそんなのーッ!!」

　僕はドクロちゃんが差し出してくる、脱がしたてのくつしたに入れられたティッシュから大きく身を引きます。そして彼女はへたり込む僕の前、ヒザまである赤いブーツをきゅるんと鳴らして一回転。天使は改めてそんな自分の格好を見て、微笑ほほえみ、

「ねえねえ桜くん、これ、似合ってるかな？」

　片手を頰ほおに、くっと首を傾かしげて僕を見つめてくるのです。

　僕はもう、頷うなずきまくるしかありません。

「も……、もチロん似合ってる!!　今すぐ一いつ緒しよにそのまま家に帰りたいくらいッ!!」

「えへへ、やったぁぁ」

　ドクロちゃんは顔を赤らめ、ふわりくるりと、もう一回転。

「くそう、だめだ、もうこれ以上直視できないッ!!（増田）」「このままだと真っ黒焦こげになってしまうッ！（佐々木）」「桜は、いつもこんなドクロちゃんと一緒に、同じ屋根の下で……」「こんなのが、毎晩っ!?」「こ、こんちくしょうめーッ!!」

　それは僕の周りでドクロちゃんを傍ぼう観かんしていたクラスの男子達たちの叫び声ッ！

「ど、どうしたの!?　おちついてみんな！　……な、ちょ、ちょっとなにをするの？　おわッ！　や、やめろ!!　僕を取り押さえてどうする気だ!?」「それは桜、おまえが一番よくわかっているはずだぞ！」「ウキー！（松永くん）」「なんだと!?　僕は暴力には屈しない心を持っている！（僕）」「アオーン！（柴犬の吉田）」「甘いな桜！　お前なんか、こうだ!!（梅沢）」

　しかし僕の必死のテイコウも虚むなしく、あっというまに男子達に手足を拘こう束そくされ、いつの間にか教室の真ん中に設置された机の上に身体からだを乗せられてしまうのです。そして僕に襲おそいかかってくるのは、鍼しん灸きゆう医いの息子梅沢と、その助手である男子達、合計十本以上の腕腕腕ッ!!

「ちょ！　ナニを、なに……ぁ、ぁあああアッッ！　待て！　揉もむなモむな!!　く、コレ、だめだッ！　きィ……きもち、いいようッ！　やだやだやだッ！　ナンでみんなそんなに上手なの!?　そんなツボを、押・さ・れ・た・らァッ!!」

「今度は仰あお向むけだ！（梅沢）」

「やめろぉぉ！　仰向けはやめろお！　なんで男達にこんなに揉まれぇェ、ぇ、ぇええああののぉぉォオッ！　ごめんなさい！　ユ、ユルしてぇッ！　だめェッ！　くぅっ！　こ、声がでちゃうッ！　も、もうヤメテぇ！　がまん……できないよぉっ！　もうッだめェェッ！　すごい恥ずかしいッ！　これは僕でも予想外！　ナ!?　まて直は！　直はやめろ！　お願いだからやめてくだァッなッなななああぃイッ！」

　その時、僕の肩を〈とんとん〉と叩たたく、別の感触！

「取り込み中、悪いんだが」

「なぁあわ、あ、やーめーてーよーッ！　やめ、やめぇぇな、いッ!!　もう、ちょ、え、あ、あれ？」

　肩を叩いていたのはこの二年Ａ組の担任、スーツ姿の山崎先生です。

「せ、先生？　あれ……み、みんなはどこに行って……」

　僕を取り囲んで僕の肩や腰をモミモミしていたハズのクラスの男子は、ナニゴトも無かったかのようにイスに座り、キチンと両手を膝ひざの上に、静かに僕を見ています。

「席に、戻ってくれ」

　先生と僕の目が、合いました。

「…………………はい」

　机の上に仰あお向むけになっていた僕は、ゆっくりと自分の席まで歩き、そしてイスに座りました。




　──これは、クリスマスっぽい物語。
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「それではただいまより（司会進行の南さん）」

　その声を合図に、すっかりクリスマスの飾り付けを終わらせたクラスメイト三十七人から、熱気がモワッとゆらめき立って、

「クリスマス会を、はじめます」

　宣言はトリガー。暴発寸前だったクラスメイトは構えていたクラッカーを一斉に、

『イッエ────イィッ!!』

　僕に向かって撃うち放ちました。〈ぱぱぱぱんッぱぱんっパパぱぱぱンンッ!!〉

「おわぁぁぁああああッ!?」「これが俺おれの憎にくしみのぶん！（田中）」「そしてこれが俺の憎しみのぶん！（轟）」「そしてこれが俺の憎しみのぶんだ──!!（須藤）」「クラッカーを！　クラッカーをヒトに向けるんじゃありませんっ!!　そうか！　まだみんなは僕を恨うらんだままなんだ！　ドクロちゃんも黙だまって見てないでなんか言ってよ！　半分はキミのせいなんだよ!?」「桜さくらくんは、いつもボクが入った後にお風ふ呂ろ入るんだよーっ！」「ちょっとドクロちゃんなにを……ッ!?」『死ねぇッ!!』〈ズぱぱパンッ！　パンっ！　ずパずパぱんッ!!〉「ちょ！　待って！　な、う、うわぁぁぁぁ──！」

「それでは、まず始めに担任の山崎先生から『始まりのことば』（南さん）」

『イエエエエエエッ!!』

　クラスメイト達たちの拍手が、山崎先生を迎えます。クラッカーから吐き出された紙テープまみれの僕を置き去りにして進むクリスマス会。始まりからとてもにぎやかですね。

　山崎先生は騒さわぐ生徒達を手で制し、チャームポイントであるメガネのブリッジをくいっと上げ、教室を見回しました。

「ついに二学期も終わろうとしているな」

『そーですねッ！（クラスメイト達）』

「まあ、恒例のクリスマス会だ。怪け我がしない程度にたのしむんだぞ」

『そーですねッ！』

「ところでみんな、期末テストどうだった？」

『そーですねッ！』

「じゃあ、先生は職員室に行ってるから、なにかあったら呼びにくるように」

　山崎先生は再びメガネをくいっと持ち上げ、教室から出て行ってしまいます。そして扉が閉められた瞬しゆん間かん、

『うっしゃ──！』

　突とつ如じよ、みんなの中心に出現するのは大きな白い布袋です。下げた机の下に巧妙に隠しておいたその袋の中には、さらにビニール袋に小分けした一人分ずつのお菓子が入っているのです。

　中身はふがしやチョコバー、チューインガムなどの駄だ菓が子しセット。それはクラスメイトからちょっとずつ集めたお金で、遠藤（両親がスーパーを経営）が調達してきたものです。

「さあ、みんな一個ずつだぜ!?（遠藤）」

『はぁぁい!!』

　遠藤は駄菓子セットを一つずつ隣となりから隣へ、クラスのみんなに回していきます。もちろんゲルニカ学園では、お菓子をもって来て食べるなんてコトは本来禁止されています。しかし、先生がいなくなってしまったこの教室は一瞬で治外法権。二年Ａ組の正義は現在、我々の手の中にあるのです！

「飲み物いるヒト、てをあげてー!?」

『はいはいはーい!!』

　クラスメイト達は、家が酒屋を営む山田が取り出すスポーツドリンクに群がって、彼からそれを奪い取ります。

「みんな、おまたせしました！」

　そしてさらに、阿部さん（彼女の家はケーキ屋さんです）が大きなバスケットから取り出すのは、小さな箱入りのシュークリーム！

『わ───お!!』

　一ひと際きわ大きな歓声。街でも大人気のシュークリームは、あっというまにみんなの手に渡っていきます。

「すごいね、桜さくらくん！　学校でお菓子が食べれるなんて！」

　ドクロちゃんは白い粉砂糖のふられたシュークリームをかぷりと頰ほお張ばります。

「僕は改めてこのクラスのムヤミな団結力を思い知ったよ……」

　過激なサンタのままのドクロちゃんを観察しながら、僕はぷしゅっとスポーツドリンクのキャップをひねります。

「うん！　クリスマス会ってたのしいね！」

「……ふふふ……、そう思うかい？　ドクロちゃんはまだまだ甘いねッ！　クリスマス会はこれからなんだぜ!?」

「ええ──っ！」

「この後には大だい興こう奮ふん間違いなしのメインイベント、プレゼント交換もあるんだよ!?」

「もぉ～っ！　桜くんはあいかわらずモノしり博士なんだからッ!!」

「だからその前にはらごしらえしよう？　おすすめはこの真まっ赤かなスモモ。舌がもっとピンク色になるからね！」

「うん！」

　頷うなずくドクロちゃん。僕は彼女の口についていたシュークリームの白い砂糖に気が付いて、そっと親指で拭ぬぐってあげます。

　天使の少女は照れくさそうに、あわてて残りを舌で舐なめとります。

「えへへぇ」

　おまえ、三歳児か。

「じゃあ僕もシュークリームを、……と、ん？　あれ？」

「ん？　どうしたの桜くん？」

　ちゅうちゅうとスモモの汁を吸っていたドクロちゃんが、イスの下をのぞき込む僕を不思議そうに見ます。

「僕、シュークリームをここに置いたハズなんだけどな……」

「おまえのもか？　俺おれのバナナも見あたらねぇんだけどさ！」

　ドクロちゃんの代わりに答えたのは、隣となりに座っていた宮本です。

「私のジュースもないの……」

　静しず希きちゃんもそれに続いて、あたりをきょろきょろしています。どうやら、支給品が無くなっているのは僕だけじゃないみたいなのです。

「おかしいな。確かにイスの下に……ん？　んんんッ??」

　目をこらし、僕はそのまま床にはいつくばります。そこにはわずかに白い粉砂糖が散らばっていて──

「これって……」

「どうしたんだ？　桜さくら」

「しぃ！」

　近寄ってくる宮本を制します。この床にかすかにこぼれている白い粉。それは点々とつながり、教室の後方、隅すみに置いてある掃除用具入れロッカーに続いています。僕はそれを探偵のようにたどるのです。

「どうしたの桜くん。床からこの学校が女子校だった頃ころの、いい匂においがする？（田辺さん）」

「ち、ちがうってば！　あ、ねえほら！　あれを見て!?」

　粉砂糖の続く先、掃除用具を入れてあるスチール製のロッカーを指さします。

「なんだ？」

　宮本が眉まゆをひそめます。見ればかすかに、ロッカーがカタカタと振動しているのです。クラスのみんなも、その異常事態に気が付きます。

「なに、あれ……」

　不安そうに身をすくめる静しず希きちゃんや女子の声を背に、そうっと、そのネズミ色のロッカーに近づきます。

　僕はごくりとツバを飲み込み、試しにその扉をノックしてみます。

〈こんこんこん〉

　一拍後でした。




『は、はいってるですぅぅ～』




　そして静せい寂じやく。

　中から聞こえたのは、どこかで聞き覚えのある、甘く眠たげな返事。クラスのみんなが、お互いの顔を見合わせます。

　僕は、咳せき払ばらい一つ、

「えー、では」

　クラスを代表してロッカーに手をかけ、一気に〈ばこん！〉と開けました。

「ひぃッ！」

　果たしてロッカー内の薄うす闇やみ、その隅すみっこにしゃがんで震ふるえていたのは、頭の上に金のわっかを浮かべ、クリーム色の髪の両りよう脇わきにひつじのツノを持った……

「サバトちゃんッ!?　あ、ああッ!!　それ僕のシュークリーム!!」

「あわわわわっ！」

　彼女は最後の一口になったシュークリームを証しよう拠こ隠いん滅めつをはかるがゴトク、後ろを向いて口の中に押し込みました。

「ちょっと、こんなトコロでなにやってるの!!」

「はにもひれないれすぅッ！」

　彼女は口をもぐもぐさせたまま、僕の脇わきをすり抜けロッカーから脱出してしまいます！

「あぁ、待って!!」

　しかし、一生けん懸めい命に女の子走りのサバトちゃんは、明るく広い教室に戸と惑まどった瞬しゆん間かん、

「はぅッ!?」

〈がしゃぁぁーん！〉

　イスにつまずき、コケました。

「ひぃぃ、い、痛いですぅうぅぅ～！」

「だ、だいじょうぶ……？」

　のろのろとこっちを振り向くサバトちゃんは尻しり餅もちをついたまま、脚をガクガクさせて周りを囲む二年Ａ組のみんなを見上げます。天使の少女の大きな金の瞳ひとみはみるみる涙でゆるみ、その下に広がる紫色のクマが濡ぬれ始めます。

「ち、ちがうんですぅッ！　ただサバトは、サバトはあのロッカーの中でこのキビシイ冬を乗り越えようと!!　そ、そうなんですぅ！　あの公園にあるダンボールの館では、サバトは凍こごえて死んでしまうですぅ！　甘いモノだって、もうずいぶん口にしていなかったからぁぁ！」

「じゃあ、みんなのお菓子を盗んだのも……」

「そ、それはちがいますぅぅッ！」

　頭に角を持つ天使の少女は、床につけていたおしりを叩たたいて立ち上がり、自分を取り囲むみんなに訴えます。

「サバトは、サバトは誓ちかって他人のモノを盗んだりなんて、そんな──」

〈ぼとぼとぼとぼと!!〉

　その音は、彼女の制服のスカートの中から大量の駄だ菓が子しが音を立て床に落ち、足下に山をつくる音でした。

「はぁぁ──！　あ、あわわわわわわ──!?」

「サバトちゃん、その駄菓子は……」

「ああっ！　なんですかぁコレはぁぁ！　サバトは、サバトは知らないんですぅ！」

　もう、袋小路です。僕はちょっとかがんで、そのダメな天使の少女に視線をまっすぐ合わせます。

「サバトちゃん？　僕のお菓子だけだったらまだいいけど、みんなのお菓子にまで手をだしたらだめでしょう？」

「うっ、うぅぅぅぅぅぅぅぅぅ～～……」

　そのコトバに、彼女はがっくりとうなだれ、

「ごめんなさいですぅぅぅ。サバトはほんとうに本当に悪い子ですぅ。だから、今から自首しにイキますぅ。きっとあの冷たく貧しいダンボールの館より、牢ろう屋やのほうがまだ……」

「あ、ちょ、ちょっと待ってサバトちゃん！」

　とぼとぼと帰ろうとする天使の少女を僕は引き留め、振り返り、

「ねえみんな、サバトちゃんも悪気があったワケじゃないと思うんだ。それにこうやって反省もしてるし……」

　戸と惑まどうクラスメイト達たちにこう尋たずねてみるのです。

「それに今日はおめでたいクリスマス会でしょう？　お菓子を取ったコトは、許してもらえるかな？」

　すると、クラスのみんなと顔を見合わせながら、宮本は頷うなずきます。

「俺おれたちは別に、かまわねえけど……。まだお菓子もたくさんあるしさ」

「ありがとう。それで、もう一つだけ提案があるんだけど……」

　僕はサバトちゃんの、そのすり切れた制服をちらりと見ます。

「この恵まれないサバトちゃんを、クリスマス会に混ぜてあげちゃだめかな？」

「へぇ……ッ!?」

　クラスメイトの誰だれより、僕の言葉にびっくりしたのはサバトちゃんでした。

「い、いいんですかぁ!?」

「そうね、うん。じゃあサバトちゃんのイスを用意しなくっちゃね！」

　静しず希きちゃんは他ほかの女の子たちと、突然舞い込んできた天使の少女のためにイスを用意し始めます。そしてクラスに広がる歓迎の雰ふん囲い気き。遠藤は余っていた駄菓子を袋につめて「はい、これがサバトちゃんのぶん！」と、手渡しました。

「よかったね、サバトちゃん！」

　そのドクロちゃんの声に、ようやく事態を吞のみ込めたサバトちゃんは、ぱぁっと表情をほころばせます。

「サバトは……、サバトは、とってもうれしいですぅ！　ありがとうですぅ!!」

「うわぁっ!?」

　そして彼女は突然、僕の胸にうるうると顔を埋うずめてくるのです。

「ちょ、ちょっと、サバトちゃん!?」

「桜さくらくん、いつも、いつもありがとうですぅぅ……！」

　サバトちゃんはしかし、さらにぎゅ───っと抱きついてきます。僕はその天使の少女の行動に、思わず頭を搔かいてしまいます。

「さすが桜だな！」「イイコトするよな！」「俺、桜のそういうトコロ、もっと誇っていいと思うよ！」

　それを見たクラスの男子も、口々に言いながら、僕の肩を叩たたき、組んできました。

「そんなコトないよ！　みんなだって同じ立場だったらそうしていただろ？」

「いや！　なかなかできないぜ!?」「そう、桜さくらだからだよ！」「そう、桜だけ……」「いつも、お前だけ……！」「う、うん！　わかったから、なあ、や、やめろよッ！　耳に息を吹きかけるなよ！　それにちょっと、苦しいって首が！　ちょっと、マジで息がッ!!　おい！　やめッ！　息ができ──!!」「なんでお前ばかりがぁぁ!!」「やめろぉぉッ!!　は、離せぇぇッ！　今度はなにを──ッ!?」「あぁぁ！　桜くんッ!?（サバトちゃん）」

「それではこれよりプレゼント交換をはじめます（南さん）」

『待って!?　ねえココから出してよッ！　なんで僕だけこのロッカーの中でひとりぼっちなの!?　ねえ南さん！　僕もクラスの一員じゃん！　お願いだからそっちに混ぜてよぉ───ッ！』
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　駄だ菓が子しもあらかた食べ尽くし、クラスメイト達たちの胃は満たされて───。

　二年Ａ組、この教室は今やストーブの熱気、そしてクラスの一人一人から放出されるアドレナリンがもたらす興こう奮ふんがぐるぐると渦巻いています。

　ロッカーから無事に脱出した僕は、そんな空気を深く吸い込み、ゆっくり吐き出します。

　さぁ、ここからが本番です！　ついにこれより『クリスマス会』のメインイベントである『プレゼント交換』が始まろうとしているのです!!

　あの日あのとき、あの学級会。クリスマス会が行われると知った時から、僕の生活のすべては、ズバリこのプレゼント交換のタメに捧げられてきたと言っても過言ではありません。そして僕は今まさに自分のカラダをトップギアに切り替え完了！　ドクドクどくっとミナギルなにか!!

　そう、僕は知っているのです。

　幼なじみであり、片思いの相手である静しず希きちゃんが、この『プレゼント交換』に、なんと休み時間にせっせと編んでいた『手編みのマフラー』を出品しているコトを!!

　並べられたイス。静希ちゃんは、ちょうど僕の向かい側に座っていて、隣となりの席の女の子と楽しそうにおしゃべりしています。クリスマス会だからでしょうか、そういえば今日の彼女の髪型はいつもとちょっと違います。黒くて長いその髪は、左右両側にひょこんひょこんとわけられていて、普ふ段だんのクールなイメージに反し、見れば見るほどなんだかとっても〝かわいらしい〟のです！　そしてこの高揚した教室の雰ふん囲い気きに、無む邪じや気きに微笑ほほえむ彼女の表情───その時、全すべてのモノを退け、身体からだを貫く電でん撃げき──ッ──

「……っ!!」

　たった今、目が合ったのです。

　静希ちゃんを、ずっと見つめてしまっていた僕の目と、彼女の目が、一いつ瞬しゆんですが重なったのです！　それはマボロシなんかじゃありません。静希ちゃんは、僕と視線が合ったその刹せつ那な、確かに、にこっと微笑んだのです！　俄が然ぜん、僕の心臓は高鳴りまくりて激動すること火山のゴトシ[image: ]　そう、僕は知っているのです！　彼女は手先がとても器用だということを!!

　その手編みのマフラーの編み目一つ一つに込められているのは静希ちゃんのケガレ無きタマシイとイブキ……!!　ああ巻きたいッ！　そんな静希ちゃんの手編みのマフラーをこの首にぃぃ!!　ふわふわするぅ──!!　別にマフラーは首だけに巻くモノにあらずッ！　あたり構わずどこに巻いてもフリーダムだよね!?　抱いだかれたい！　静希ちゃんのイブキに抱かれて、マフラー一丁で朝まで眠りたいッ!!　ぅるホぉぉあぁッ！　ッィミョォォオオォォォオオオオオッ!!　●○●　○　●　○　●　○　○●●　○●●○●○●○●○○●○○○（原寸大）

「おい桜さくら、どうした？　耳から赤と白のツブツブが流れ出ているぞ？　いいのか？」

　僕は宮本に肩を叩たたかれ、我に返りました。

「えッ？　あ、ごめん宮本！　ちょっと押し戻してくれないか？」

「自分でやれよ!!　やめろこっちくんなぁぁッ!!」

〈ごずんっ！〉

　宮本の一いち撃げきで正気に戻ってみれば、教室に大きな丸いダーツのマトが運び込まれています。制作者は大工職人の息子、松尾です。彼がマトから伸びたスイッチを押せば、マス目に数字の書かれた白いダーツのマトはぎゅるんぎゅるんと高速回転。それにつられて俄が然ぜん、クラスのムードは一気に高まり、テンションはさらに最高潮の度合いを更新します！

『うおおおお───ッ!!』

　プレゼント交換にはこのマトを使います。マトにダーツの矢を投げ、刺さった部分によって、それぞれが持ち寄ったプレゼントをもらうのが、このダーツ式プレゼント交換なのです。

「それではみなさん、よろしいですか？」

　白い箱を持った南さんがクラスを見渡します。みんなが南さんに注目。

「ルールの確認をします。この箱のクジで選ばれたヒトが、前に出てきてダーツを投げて、そのマス指定のプレゼントをもらいます。いいですね？」

『はーいッ!!』

　準備は万ばん端たん……！

「それではまず、一人目」

　いよいよ、プレゼント交換のスタートです!!

　僕はふと、隣となりに座ったドクロちゃんが気になって尋たずねます。

「ねえ、ドクロちゃんはどんなプレゼントを用意したの？」

「うん、これだよッ？」

　彼女が嬉うれしそうに見せてくれたのは、我らが木工ボンド部の部長である彼女が、木工ボンドを乾燥させて作り上げた『三次元オブジェ』です。

「ねえスゴイでしょ桜くん!!」

「ド、ドクロちゃん、いくら時間無かったからって、それは……」

「それでね！　ねえ見て見てここ！　ここなんかまだ半乾きでね白くはぷっ！（酢コンブ）もぐもぐもぐ……」

　僕はとっさに、ドクロちゃんのかわいいお口に酢コンブを投入し、木工ボンド講こう釈しやくを阻そ止ししました。始まると、軽く二時間は止まらないので。ともかく、もらった方が困る一品です。

　ちなみに、サバトちゃんはプレゼントに、急きゆう遽きよ『肩もみ券』を用意した模様です。彼女を見るクラスの男子の目の色が、いつもと違います。

　そしてついに、そんなクラスのみんなが注目する中、南さんは箱からカードを取り出し、読み上げるのです。

「一人目の挑戦者は、三み橋はし檎ごサバトさんです。では、サバトちゃんは前に出てきてください」

「は、はぃぃ？」

　クラスメイト全員の視線が、ドクロちゃんに酢コンブをわけてもらっていた羊の角を持つ天使に注がれます。

「おおッ！　すごいじゃん。サバトちゃん一番だよ！　やったねッ!!」

　僕はおもわず、サバトちゃんに拍手。やがてクラスのみんなもぱちぱちと、歓声を上げて彼女を盛大な拍手でたたえ始めます。

「え、あの、サバトがこれを最初に投げていいんですかぁ!?」

　立ち上がり、驚おどろきと喜びにワナワナと震ふるえ始めるサバトちゃんに、南さんはダーツの矢を渡します。

「ありがとうですぅ！　サバトにも……サバトにもようやく幸運がやって来たんですぅっ！」

「おめでとうサバトちゃん。ほら、これしきのことで泣いてないで早く前に出て？」

　僕は興こう奮ふんする天使の少女を『お立ち台』へと、うながします。

「ハイですぅ！」

　サバトちゃんが『お立ち台』と書かれた低い木の箱にちょこんと上がれば、みんなが手拍子、声をそろえて彼女に声援を送ります。

『ぱ・じぇ・ろ！　ぱ・じぇ・ろ！』

　声援に応えるように彼女は真剣な表情に。不器用ながらダーツの矢をマトに投げつけます！

「えいですぅっ！」

　手から離れた矢は放物線を描いて──！




　ぷすん！




『ワァァァァッ!!』

「刺さったですぅ!!」

　マトの回転が止まります。

「ええっとぉー」

　サバトちゃんはダーツの矢がささった部分へと走り寄り、

「あぁー、これ、七番って書いてあるですよ!?」

「それでは、出席番号七番の方は前に出てきてサバトちゃんにプレゼントを渡してください」

「あ、七番は僕だ！」

　南さんの言葉に、席に戻っていた僕は思わず立ち上がります。二年Ａ組の出席番号七番は僕、草くさ壁かべ桜さくらなのです。

「サバト、さ、桜くんのプレゼントが、もらえるんですかぁ!?」

　僕は瞳ひとみをキラキラさせている彼女へ、プレゼント持って近寄ります。

「うん、そうだよ？　ええと、おめでとう！　で、いいのかな……」

「はいぃ！　サバト、すっごくうれしいですぅ！」

「というかこれって、スゴい偶然だけどサバトちゃんにぴったりかもしれない」

　僕はせっかくなので、プレゼントの包みをぱりぱりと破って、中身を取り出して彼女に見せてあげます。

「き、きれいですぅぅ！」

「これは『幸運の水すい晶しようブレスレット』って言って、持ってるヒトにスゴイ幸せを呼び寄せてくれるんだよ？　雑誌にそう書いてあった」

「わぁッ！　もう、さっきからサバトはラッキーの連続なのに、これ以上幸せになれるんですかぁ!?　本当にうれしいですぅ!!　サバト、生きててよかったですぅ！」

「そんなに喜んでもらえると、僕も嬉うれしいな」

　両手をそろえるサバトちゃんの手のひらにそっと、僕は『幸運の水晶ブレスレット』を乗せてあげます。

「はい、どうぞっ」

「わあぃ！、サバト、このブレスレット、絶対大切にしま……」

　その瞬しゆん間かんでした。

『えッ？』

〈ばきゅんッ！〉

　あまりのコトに、僕とサバトちゃんの声がハモります。

　手にした者に札束風ぶ呂ろを約束する超絶幸運パワーの水晶ブレスレットが、サバトちゃんの手のひらに乗ったとたん、黒くにごり、粉みじんに砕け散ったのです。

「ぃ」

　サバトちゃんは、

「ぃゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　しくしくめそめそと泣きだします。

「あ、あああ、ぁ───」

　僕は、もうなんだか、かけるコトバも見つかりません。

「サバトは天使なのに、天使なのになんで、なんでぇぇ」

　その問いに、こたえられる者は誰だれもなく、彼女の手の中には、ばらばらに砕け散ったブレスレットが……。僕はその破片を握りしめ、悲嘆にくれるサバトちゃんをイスまで帰してあげます。

「続きまして二人目は、三み塚つか井いドクロさんです」

「はーい!!」

　こんな時も南さんはマイペースですね。

「それにしても、サバトちゃんの次がドクロちゃんなんて、天使は運がいいなぁ」

　いっそうクマの色合いを濃くし、泣きやまぬ天使の頭を撫なでながら、僕はドクロちゃんを見送ります。

　そして、お立ち台に乗ったドクロちゃんは、

「えへへ、よおーっし！」

　エスカリボルグを水平に構えました。

「ちょっと待てぇぇ！　待つんだドクロちゃんッ!!」

　僕は慌あわてて、その物ぶつ騒そうなサンタクロースに駆け寄ります！　危ないトコロです!!

「ええっ？」

「だめでしょドクロちゃん！　こっちのこれ！　このダーツの矢を使うの！　エスカリボルグはぜったいだめだよ！　クリスマス会が終わっちゃうよ!!」

　僕はマトの横に移動して振り向き、ナニも理解できないアホな天使に教えます。

「いい？　そのダーツの矢をね、この白いマトに向かって──」

「えぇいッッ！」

〈たきゅん！〉

　彼女の手から放たれた矢が、僕がマトに差し出した人差し指と中指の間に突き刺さり、貫通していきました。

「ぎゃゃあああッ!!　な、なにすんの!?　投げるのはまだ早いでしょッ!?」

「先がとがっていたから、『急がないと！』って、思って……」

「貫かれたのは十三番なので、出席番号十三番のヒトは前に出てきてドクロちゃんにプレゼントを渡してください（南さん）」

「まって南さん！　南さんはなんでいつもそんなに冷静なの!?（僕）」

「十三番は俺おれだ！　俺からのプレゼントは『漫画三国志　全二十巻』！　おめでとうドクロちゃん（宮本）」

　前に出て来た宮本が、天使の少女に漫画本がどっさり入った袋を渡しました。

「わぁい！　ありがとう宮本くん！　ボクこれ、欲しかったのー!!」

『おめでとう！　おめでとうドクロちゃん!!（クラスメイト達たち）』

「待って！　みんなもストップ!!　喜ぶ前に僕にあやまるのが先でしょ!!　僕に矢が刺さったらどうする気だったの!?　運が悪ければ死んじゃうんだよ!?　ねえそれなのにドクロちゃん、キミはなんとも思わないのかい!?」

　これだけ言われたら、天使の少女もさすがに自分がしてしまったコトの危うさに気が付いたのでしょうか。しゅんっとうつむいてしまいます。

「う、うん。桜さくらくん……？」

「はいはい、なんですかドクロちゃん？」

「……ボクの、ボクの好きな武将は王允!!」

「聞いてないよ!!　しかも知らないしそんなマイナーな武将!!　っていうかソレはなんて読めばいいの？　おうムル？」

「名探偵おうムル??」

「もうナニがなんだかわからないッ！　結局あやまってないし！　もおおおっ!!」

「桜くんっ？　それを言うなら『泣いてバショクをＫＩＬＬ』でしょっ？　そーれ、たいきゃくたいきゃくー」

「待てー！　逃がすもんかー！」

　僕はドクロちゃん追いかけ教室を走り回り、やがてヘトヘトに疲れ果て、自分の席に戻りました。こうなったら家に帰ってからが本当の勝負です。

　そしてそれから、南さんのクジによって穂坂さんと増田、佐々木、駒田さん、米本さんが選ばれて、ダーツに挑戦し、それぞれプレゼントをゲットします。

　一度矢が刺さったダーツのマトのマスは、黒く塗られていくので、白かったマトはだんだん黒くなっていきます。

　しかし、まだ大だい丈じよう夫ぶ。

　静しず希きちゃんのマフラーのマス、つまり三十番はまだ、本人と同じように純白が保たれているのです!!

　チャンスはまだあります。

　南さんは次のカードを引きぬいて、オープンッ!!

「次の挑戦者は──」

　カードを持った南さんが、ちらっと僕を見た気がします。

　え、まさか、来るか？　来るのか!?

「草くさ壁かべ、桜くんです」

「来たぁぁぁあああ───ッ!!」

　ついにやりました!!　僕の番です!!　思わずガッツポーズです。チャンス、トウライぃッ!!

「それでは桜くん、前に出てきてください」

「よぉぉっしゃああッ！」

「おお！　なんだか、桜、凄すごいやる気だな！」

「おうよ！　見てろよ宮本！」

　お立ち台に上った僕は、じっと自分の手の平を見つめます。夏の『林間学校編』では努力を怠おこたってしまった僕ですが、今回は違うのです!!　僕の豆だらけの手の平から蘇よみがえるのは思い出。あの辛つらかったダーツの練習で両手のマメはつぶれ、爪つめは剝はがれてボロボロです！　そんな過か酷こくなトレーニングの記き憶おくを握りしめながら確信するのです。こんなに努力した今の僕という男には、静しず希きちゃんのマフラーを巻く権利がある！　僕は失敗から学ぶことができる男！　されど思い上がらない男!!

　そしてこんな男の首にこそ、静希ちゃんが編んだマフラーがよく似合うのです！　今、十四年間生きてきたこの人生の中で、一番の山場を迎えちゃってます！　そう！　ここが僕歴史の分岐点！　イザ、尋じん常じように……勝負ッ!!

「がんばって桜さくらくーん！」

　もはや、そのドクロちゃんの声援も、

『ぱ・じぇ・ろ！　ぱ・じぇ・ろ！』

　クラスメイト達たちのかけ声も、すっと目を閉じ精神集中に入った今の僕には、だんだんと聞こえなくなっていくのです。

　僕はその闇やみの中、全身から余計な力を抜いていきます。そして喚起するは、回転するマトと自分自身が一体となるイメージ!!　……感じる、……感じるぞ!!　僕は今、あのマトはおろか、この教室全すべてと、一体となりて!!

　一投入魂！　カッと目を見開き、ダーツの矢をびしゅっとマトに投とう擲てきします！

「どおりゃぁぁぁぁあああああッ!!」




　ぷすッ！




　芸術的な軌き道どうで、吸い込まれるようにマトへと刺さったダーツの矢!!

『おおおおおッ!!』

　手て応ごたえ、アリですッ！

　僕は回転するマトに駆け寄り、強ごう引いんに回転を止めます！　そして、確認するために、刺さっていたダーツを抜き、

「ええと、三十──!!」

　震ふるえました。

「──一？　え??」

　アア、なんというコトでしょう!!

「三十一、さんじゅう、いち、番!?」

　隣となり……なのですッ!!　三十番の隣！　刺さったのは三十一番！　だめじゃないですか僕!!

「ぅぅぅぅううおおぉぉぉぉ──……………っ！」

　落らく胆たんし、崩くずれ落ちた僕の耳に届くは〈かたん〉という音。「え？」と振り返れば、教卓から、だれかが僕に近づいて来ます。

「はい、これ……」

　南さんが、包装された可愛かわいらしい紙袋を僕に差し出します。

「ぁあ……」

　そういえば、三十一番は南さん。

「おめでとう、桜さくらくん……」

「あ、う、うん！」

　僕は精一杯、脚に力を込めて立ちあがります。

　確かに、僕にとっては残念な結果になってしまいましたが、せっかく南さんが用意してくれたプレゼントです。ここは笑顔で受け取るのが礼れい儀ぎというもの。僕はどうにか最高のスマイルを作り、南さんからプレゼントを受け取ります。

「中身は、Ｔシャツで、……三枚、入ってるんだけど」

「ありがとう南さん、とってもうれしいよ！　大切にするね!!」

　しかし南さんは、その差し出した紙袋をぎゅっとつかんだまま、なぜか細かく震ふるえているのです。

「あ、あれ、南さん？　なんでそんなに震えてるの？」

「お、女の子っぽい柄だから……！　あ！　でも、きちんと、洗って！　よく洗ってあるから、ぜんぜんそんな……!!」

　南さんの様子が、どうもおかしい気がします。僕の言葉も全く聞こえてないらしく、

「なあ南さん？　それ、ひょっとして──」

　そこに、声をかけて来たのは佐々木です。彼は恐る恐るといったような声で、南さんに尋たずねるのです。

「うん、私、このＴシャツ……」

　南さんは、さらにぎゅうっと握りしめ、

「このＴシャツ、十二歳の時に、着てたの」
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「な……!?」

　そして、教室のあちこちで……、

「コレが桜の狙ねらい、か（佐々木）」「染しみついてるだろうからな、色々……（木村）」「え、ええッ!?　なに？　ちょっとまって!?（僕）」「桜くん、狙ってたよね？（穂坂さん）」「すごい気迫で、明らかに……」「どおりゃぁぁぁぁあああああって、鬼のような形ぎよう相そうで……」「ち、ちがうよ！　なにも僕は狙ってなんか！」「あ！　まて、桜、おまえその手を見せてみろ！（梅沢）」「や、やめろぉ！」「酷ひどいマメができてる！」「おまえ、そこまでして!?」「南さんのＴシャツを受け取った時なんて、本当に嬉うれしそうな笑顔まで浮かべて……（田辺さん）」「えぇッ!?　ち、ちがうよ！　プレゼントは笑顔で受け取るのが礼れい儀ぎじゃんッ!!」「たいへん！　わたし先生を呼んでくる!!」「だめぇ!!　まって!!　これはそういうコトじゃないでしょ!?」

「みんな、もうやめて！」

　その時、声を荒らげたのは南さんです！

「もういいの！　桜さくらくんがそういう嗜し好こうだと知っていたのに、私はこれをプレゼントに選んじゃったんだから、悪いのは、私。……もう、いいの。平気、私は、生きていける、大だい丈じよう夫ぶ!!　みんな、本当にありがとう……」

「ちょ、ちょっと待って南さん！　キミは誤解をしている！　ずっと誤解をし続けているよ!!」

　その時、必死に手をぶんぶん振って自分の罪を否定しまくる孤こ軍ぐん奮ふん闘とうの僕の後ろから、

「うん、そうだな、ちょっとみんな落ち着けよ、な？」

　前に進み出てきたのは、

「宮本!?」

　そして彼は、興奮するクラスメイト達たちをなだめ始めるのです。

「実際さ、桜も女物の服もらったって、困るだろう？　サイズだって小さいだろうし」

「う、うん！　三枚ももらったって、僕、どうしていいかわからないよマジでマジで!!」

「ほらな？　だからさ、特別に再チャレンジってのはどうよ。桜にもう一回投げさせて、次に刺さったヤツを本当のプレゼントにしようぜ？」

　さすが僕の親友！　ナニを言い出すのかと思いきや、こんなグッドな提案をするなんてナイスフォロー、アンド、アシストですよ!!

「そうね、宮本くんの言うとおりかも。このままだと南さん転校しちゃうかもしれないし。見て？　気丈な南さんが、あんなにも震ふるえて……（田辺さん）」

　クラスメイト達たちは、改めて怯おびえきって震える南さんを見ました。それから、なにかを決心したように、今度は僕を見るのです。

　その雰ふん囲い気きに、南さんもオソルオソル顔を上げ、こっちを見ました。

　そして一斉に、

『ぱ・じぇ・ろ!!　ぱ・じぇ・ろ!!』

　みんなは僕にエールを送り始めました。

「えええ──!?　なにー？　なんなのこの声援!?　なんだかちっとも嬉うれしくないよ!!」

　僕は田辺さんから、もう一本ダーツの矢を渡されます。

　むしろぜんぜん納なつ得とくいきませんが、しかし不本意ながら、ラッキーですッ!!

　僕は気持ちを強制的に切り替えます！　こうなったら、もうなにがなんでも今度こそ静しず希きちゃんのマフラーを手に入れるのです！　それに、もう僕にミスなどあり得ません。なぜなら惜おしくもハズレてしまったさっきの実戦での一投は、自分自身のスエ恐ろしいほどのダーツ感覚を完かん璧ぺきに研とぎ澄すませてしまったのですから!!

　よおし草くさ壁かべ桜さくらっ！　もうすこしであの静希ちゃんのマフラーが手に入るんだぞ!!　雑念は捨てろ！　結果が全すべてだ!!　目指すは彼女、静希ちゃんの出席番号、三十番のマス！

　僕はお立ち台に上り、集中力を高めます！　そして準備は完了。オーラをまといて振りかぶり、乾けん坤こん一いつ擲てき、必中の矢を投擲しようとした、

「っくしゅっ!!〈きゅぱんッッ！〉」

　その瞬しゆん間かん!!

「えっ!?　なぁぁああッ!?」

　僕はその視界の端に、とんでもないモノを見てしまいます。

　サンタルックなドクロちゃんの、過激で素敵な胸の部分。そこは白くて大きなボタンで留まっていたのですが、それがくしゃみで震えれば、耐たい震しん強度を突破して弾はじけ飛んでしまったのです!!

「きゃぅんっ！」

　ドクロちゃんはその胸をとっさに両手とマントで覆おおい隠しましたが、それは、僕の指から、ダーツが離れる瞬間のコトでッ！

「しまっ──！」

　気付いた時にはもう遅いッ！　僕の投げたダーツの矢は、本来の黄金軌き道どうからはずれ、予想もしていなかった地点に〈トスッ〉と降り立ってしまうのです!!

「あぁッ!!　このマスは……十一番!?　全然、狙ねらいから、ハズれてるぅぅッ!!」

　おのれ、ドクロちゃんの、ドクロちゃんの……ッ!!

「桜さくら……」

　床を叩たたいて悔しがる僕に、声が降って来ます。

「西田？」

　出席番号十一番は、男子の西にし田だ昭あき典のりで、

「これ……」

　紙袋を僕に差し出しながら、かすれた声で、言いました。

「俺おれが十二歳の時に来てた、Ｔシャツで……」

「なぁッ!?」

「桜くんが欲しいものって、やっぱり、そういう……」「でも西田は男だぜ!?」「十二歳ならどれでもいいんだろ？　もう……」

「もうってなんだ!!　っていうか、なに言ってんだよおまえら!!（僕）」

「これ、中に三百枚入ってて……（西田）」

「多いよッ!!　三百枚は多すぎるだろ!?（僕）」

「へんなコトに、使うなよ……？（西田）」

「変なコトってなんなんだよ!!　教えてくれよ逆に!!」

「でも俺、平気だから！　大だい丈じよう夫ぶだからッ!!」

「西田、お前なんで無表情で震ふるえて泣いてるんだよ!!　ちょ、ちょっとドクロちゃん！　その通信端末でどこにナニを連絡してるの!?　その映ってるヒトだれ!?　なんかルルティエの凄すごく偉い天使じゃないですか!?　ダメだよ!!　また僕ターゲットにされちゃうよ!?　ぁぁァアッもじゃあもうわかったよッッ!!　いいから！　西田のＴシャツで僕はいいから!!　そして先生だって職員室に呼びに行けばいいよッ!!　あ！　まって本当に行くの!?　みんなで行くの!?　ちょっと、待って、待ってください!!　おねがいしますからそれだけはぁッ！　先生にだけは……!!」
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　ゆるい北風が吹き込んでうずまく昇降口。僕が下げ駄た箱ばこの中から、コチコチに冷えた自分の靴くつを取り出そうとしていると、

「じゃあ桜さくらくん、また今度ですぅ！　クリスマス会、とっても楽しかったですぅっ!!」

「あ、うん、またねサバトちゃん。今度あったかい毛布、持ってくからね！」

「はい、楽しみにしてるですぅ！」

　例のカラオケのバイトの時間に間に合うように、走って校門を出て行くサバトちゃん。こっちを見て手を振っています。僕も手を振り返します。

　そして彼女が見えなくなってから、僕は靴を放り投げるようにタイルの上に転がして、白くため息。

　──結局、静しず希きちゃんのマフラーは田辺さんがゲットしてしまいました。それは見るからに気持ちよさそうな黒い毛糸のマフラーでした。もうこうなったら、他ほかの男子に取られなかっただけ、よしとするしかありません。しかし、この身体からだにたまった疲労感はなんでしょう。全身の感覚が冷たく麻ま痺ひしています。放っておいたら風か邪ぜをひいてしまいそうです。僕の両腕に、西田が十二歳の時に来ていたＴシャツ三百枚の重さが、ずっしりと、のしかかります。

「あ、桜くんっ」

　突然、僕は自分の名前を呼ぶその声に、なかば条件反射で振り返り、

「……え？」

　発見します。そこには、静希ちゃんが立っていました。

「あのね」

　彼女は、誰だれもいない周囲を少しだけ気にしながら、スノコの上に立っている僕の目の前に来ます。

　しかし僕はといえば、まだこれが現実のコトだと感じてはいなくて……。

「うん……」

　それでも目の前で続く物語に、僕の意識はあいまいながら返事をします。

「じつは、毛糸があまっちゃって」

　静希ちゃんは、少し口早に、続けます。

「ついでにね、編んでみたの。そしたら、うまくできたから……」

「う、うん」

「よかったら、して？」

　いきなり静しず希きちゃんが差し出した白い紙包みを、僕は意識もせずに、それを受け取ってしまいます。

「じゃあ、またね」

　そして静希ちゃんは僕のコトバも待たずに、くるっと回れ右をして、行ってしまいました。

「え？」

　僕はハッと我に返り、手の中の紙包みを慌あわてて広げます。

　中には灰色の毛糸で編んだ、手袋。

　でも、確か、マフラーは黒い毛糸のハズで……。

「静希ちゃん……？」

　しかし、すでに目の前には彼女の姿はなく、走り去って行った校門を見ても、そこには静希ちゃんは見あたらなくて、

「さッくらくーん!!」

「のがぁッ、あ、ド、ドクロちゃん？」

　突然、ドクロちゃんが僕の背中に体当たりするようにしがみついてきたのです。僕は慌ててその手袋と包装紙をポッケに押し込みます。

「もうっ！　桜さくらくんてば先にいっちゃうんだもん！　待っててって言ったのに！」

　サンタの格好から着替え、冬服の制服の上から白いコートを羽は織おった天使、ドクロちゃんは僕にじゃれつきます。

　今回一番困ったのは僕の親友、宮本でしょう。

　宮本は自分の持ってきた三国志セットのお返しとばかりに、ドクロちゃんのマスへダーツの矢を突き立て、あの木工ボンドで作ったオブジェをプレゼントされたのです。

　彼女は今まで、いっしょうけんめいに宮本、そして彼の帰りを待っていた小野ちえりちゃんに、そのオブジェの保存方法や楽しみ方をレクチャーしていたのです（ちなみに、そのドクロちゃんのオブジェの作品名は【ロンダルキアに連れてって】です）。

「ねえねえ、桜くん！」

　靴くつをはいて中庭に出たドクロちゃんが僕を呼びます。

「見て！　ユキがね！　降ってきたの!!」

「あ、本当だ」

　僕も靴に足を入れ、中庭から空を見上げます。

　とうとう灰色の空は小さく剝はがれ落ちて、一斉に雪になって降ってきたのです。

「ねぇ、桜くん……？」

　ドクロちゃんはそっと僕の背中に寄り添い、

「え、なに？　わっぷ！」

　突然、背後から、僕の首にあったかいものがクルクルと巻かれて、って、

「これ、マフラー？」

「うんっ！　桜さくらくんにボクからプレゼント！」

　天使の少女はひらりと僕の前に回り込んで、僕を見上げます。

「でもこれ、いったいどうしたの??」

「もちろん、ボクが編んだにきまってるでしょ？」

「うそ……、ドクロちゃんが!?　本当に!?」

　彼女は、えへへーっと自慢げに微笑ほほえみ、

「ちょっとザクロちゃんに手伝ってもらったけど！」

「そっかぁ、うん、ありがとう。すごいじゃん!!　みなおしたよ！」

　僕はドクロちゃんの頭をなでてあげます。

「あはっ！　うん～～っ！」

　僕はそんな天使の少女からの贈り物を手にとって眺め、あるコトに気がつきます。

「ねえドクロちゃん、このはしっこにある、輪になってる部分はなに？」

「あ！　それね、一番苦労したのっ」

「え？」

　ドクロちゃんはそのわっかを、すぽんと僕の首に通します。

「まずね、このわっかに首をこうやって通すでしょ？」

「あ、本当だ、これならもっと、あったかいかも」

「そして、このはじっこを、木の高いところに──」

　彼女は中庭の背の高い木の枝に、僕からスバヤクほどいたマフラーのもう片方を引っかけ、下に引っ張りました。

〈しゅるしゅるしゅる──〉

「え？　うわッ！　だめ！　だめ！　なにこれ！　上に引っ張られていく!?　これ、マフラーじゃない!!　マフラーっぽい処刑道具だ！　しまるしまる!!　首にふわふわしまってくる!!　さすがあのザクロちゃん直じき伝でん!!　ちょッ!?　待って待って!!　ドクロちゃんなにしてんの!?　僕に抱きついたら余計に、く、首がぁ!!　なぜだ!?　今回はしっとりと終われるかと思ったのにッ……!!」

　ユキはまだ積もらないで、地面に触れて、消えてゆくのです。
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　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　天使の少女が片手に握った鋼鉄バット『エスカリボルグ』をくるくるくるりん振り回したら、みるみるあふれるオーロラのごとき神秘のヴェール！

　光の波は、たたみの上に散乱するまだ温かな僕の肉にく塊かいをあっという間に包みます。するとぴくりぴくりと肉破片、磁石みたいにお互い同士が引かれ合いつつ〈ぎゅーんぎゅーん〉と空中合体開始です。ばりばりと電でん撃げきを絡めて繫つなぎ合いながら左腕がしーん⇔胴体がちゃん⇔右腕がしーんと続けざまの僕ドッキングが展開されました。

「おねがいっ！　桜さくらくん、もとどおりになって……！」

　祈りを捧げるドクロちゃんの想おもいをかなえるように、頭部は〈がぴゅん⇔〉と舞い降りて、首の部分と接続成功。とうとう僕は意識を取り戻すコトができました。

　天使の少女は喜び駆け寄り、

「よかった、もうボク桜くんが死んじゃったのかと思って心配したの……っ！」

「だめドクロちゃん！　下がって!!　まだ下半身がッ!!」

　そこに走り込んでくる僕の両脚!!

「きゃっ！」

　びっくり飛とび退のく天使の目の前、トリプルアクセル大成功！

　僕の下半分は〈ごばーん!!〉と胴に結合します。そして、次の瞬しゆん間かん、

『ギラァァ──────ッ!!』っと、真っ白い光を両目、両耳、口の中から噴き出して、僕はとうとう完全体になりました。

　ここはいつもの僕の部屋。──衝しよう撃げきのシーンがもたらした余よ韻いんがいまだ残っている中、僕は目の前の天使に一歩一歩近づきながら、おもむろに語りかけました。

「さあ、なんで僕をエスカリボルグで木こっ端ぱ微み塵じんに撃砕したのか、きちんと言ってごらん？」

「そ、そんなのボク、言えないようっ」

　今日のドクロちゃんは長なが袖そでニットの紺こん色いろワンピース。ふっと顔を赤らめて顔を背そむけちゃいます。

「きっとよっぽどのコトがあったんだよね？　怒らないから、教えてごらん？　僕の、カンニン袋が、核爆裂をする前に……ッ!!」

「う、うんっ……」

　天使の少女はこくんと頷うなずき、いっそう頰ほおを上気させました。

「……あのね？　ボクがこの部屋に入ると、桜さくらくんが小刻みに、机に向かって、い、いっしょうけんめい、ナニかを隠すように一人で……、一人で変なコトをしてて!!　だからもうボクどうしていいかわかんなくなっちゃって、気が付いたら、桜くんが！　……バラバラにっ！」

「それは誤解だよドクロちゃん!!　僕は机で冬休みの宿題してただけだよ!?」

「えっ!!　ほんとうに？」

「ウソだと思うなら見てよこれっ!!」

　僕は机の上に出してある英語〔Ⅱ〕のテキストとノートを天使の少女にかざします。

「きゃっ！　そんないやらしいものをボクに突きつけてどうする気なの!?」

「ちがうよ!!　ねえほらよくご覧よ!?　これ、ジャックとメアリーが街でお買い物をしてるだけでしょッ!?」

　ドクロちゃんは恐る恐る、そのテキストを見て驚おどろきます。

「ほ、ほんとうだ、メアリーは笑ってる！　ごめんなさい桜くん、ボク、かんちがいしちゃったみたい！」

「まったくもうドクロちゃんはっ！」

　僕は彼女のおでこをこつんと小突きます。

「てへへっ、うん、ボク、今度から桜くんが小刻みでも気にしないねっ！　あ、じゃあこれも桜くんの宿題??　ええっとー、『でぃあー　桜くん　おげんき、ですか？　このあいだは、こんなに遠いところまで、逢あいに来てくれてありがとう』」

「え？　あッ！　あアァッ!?!?」

　唐とう突とつにドクロちゃんが読み上げ始めたモノ。それがたたみの上に落ちていた〝手紙〟だと気付いた瞬しゆん間かん……ッ！

「それだめぇッ!!　ちょっと、返しッぎぃぉ痛ォヲッ!?」

　その便せんを奪い返そうとドクロちゃんに迫った僕は、彼女に腕の親指を摑つかんで捻ひねられ、合気道のようにころりんとたたみの上に転がされました。

「ぃいぃイイごゴぁぁッ！　お願い離してぇッ!?　指関節が砕けちゃうよぉぉおッ!!」

　僕の断だん末まつ魔まの叫びも、天使の少女の耳には届かないのでしょうか。彼女はさらにその可愛かわいらしい声に情感をたっぷりトッピング、仰あお向むけのまま身動きできない僕の耳元で朗読するのです。

「『私、とってもびっくりしちゃったんだよ？　まさかあんなところで本当に桜くんに逢えるなんて想おもってもみなかったから。だから、ヒトがいっぱいいる駅だったのに、思わず桜くんにあんなコトをしちゃった私を、ゆるしてくれる……？』──ねえ、桜くん？　このお手紙って……」

「僕に届いた大事な手紙だよッ！　それをなに勝手に読んでるの!?　いくらドクロちゃんでも僕はゆるさないからねっ！」

「でもこのお手紙の字は、桜くんの字だよね？」

「なッ!?　ば、ばれッ!?!?」

　タイヘンなコトになりましたッッ!!　そうなのです、……実はドクロちゃんの持っている手紙は、この間まで僕が続けてきた『一人交換日記』を、更に進化させた『一人ペンフレンドの術』で使用している便せんなのです!!　ウカツでした！　きっとさっき僕が合体した時に机から飛び散ってしまったのです！　『一人ペンフレンドの術』の相手はもちろん静しず希きちゃん。

〔二人の現在の状況〕を〔静希ちゃんが遠くに転校してしまっている〕に設定している今、距離ゆえにお互いの気持ちはシーソーゲームのように揺れ動きます。しかも書き上がったばかりの最新作の内容は最重要クライマックスシーンのまッただ中!!　あとはこれをポストに投とう函かんし、その到着を待つばかりなのに、その寸前でこの十四歳のリピュアかつセンチメンタルに透明な僕の純情な感情がドクロちゃんによって無む惨ざんにもめちゃくちゃに!?　そ、そんなこと、僕がさせないッ！

「な！　な、なんでだろうねドクロちゃん!!　とっても不思議だからこんどモノしりハカセに聞いてみようッ！　だから今は、僕に返却してください!!」

「うん！　じゃあボク桜さくらくんのお母さんに聞いてくるー！」

「だめぇぇえッッッ！　なんでそうなるの!?　お願いですからこのコトだけは、僕と血の繫つながってるお母さんとか親族には、僕の筆跡を誰だれより知るヒトには絶対内ない緒しよにしておいて!!　大変なコトになっちゃうよー！」

　どうにかして、どうにかしてココを切り抜けなければコレから先、僕は意味も無くみんなにとっても優やさしく接してもらえるようになっちゃいます！　そんなの耐えられません!!

「そ、そうだ!!　ドクロちゃんは用事があって、この部屋に来たんじゃないんですか!?」

　その瞬しゆん間かん、僕の親指をずっと捻ひねり上げていた天使の手から、不意に剛力が消えました。

「あぁ、そうだった！　ボクね、桜くんといっしょに遊ぼうと思ってこの部屋に来たの！　そ、そうしたら……」

「わ、わかったわかった！　よ、よーし！　ナニしてあそぼっか!?　一人より二人で遊んだ方がたのしいもんね！　じゃあ『はさみ将棋飛ひ車しや角かく落おち』でもする!?」

「そんなつまんないことしないよっ？　だって今日は〝ほういちで・ごー〟をするんだもーん!!」

　ドクロちゃんは、倒れたままの僕の横にちょこんと膝ひざ立だちになってそう宣言しました。

「は、はい……？」

「じゃあまずは、桜くん？　『ばんざーい』ってして？」

「ま、まってドクロちゃん！　〝ほういちで・ごー〟ってなに!?　なにする遊びなのーっ!?」

　僕はバンザイをしながら、ドクロちゃんに問いかけます。

「えぇぇぇ～、桜くん〝ほういちで・ごー〟をしらないの～？」

　ドクロちゃんはニコニコしながら、僕のシャツに手を伸ばし、ボタンを一つずつ、ぷちんぷちんとはずしていきます。

「え!?　ちょっと、なんなのコレ!!　だ、だめだよそんなことをしちゃっ!!　う、うわッ!!　ちょっとナニ僕のお腹なかに書いてるのッ!?」

「あのね？　この〝ほういちで・ごー〟は、カラダのあらゆる部分にびっしり呪じゆ文もんを書き込んで、自分は透明になったと信じ込み、琵び琶わを弾ひきながら平ひら家やの家を巡りあるく遊びなんだよッ！〈ドギュウゥン!!〉」

「だめだよそんな奇態な遊ゆう戯ぎはぁッッ!?　あぁッ？　おへその回りに『スキトキメトキス』って書いてある！　これなんの呪文ッ!?　ちょっ！　こすってもぜんぜん消えない!?　これ油性マジックだ!!　こんな呪文を全身びっしり書かれた姿でご近所を巡ったら、本当に透明人間並の扱いされちゃうッ!!　そもそも僕、琵琶なんて弾けないよドクロちゃんッ!!」

「あぁんッ、もう桜さくらくん！　おしょうさんから逃げちゃだめだってばぁ～！」

「なんで僕が芳ほう一いちサイドなの!?　ずるいよ勝手にそういうの決めて！　だったらボクも和お尚しようさんになってドクロちゃんに色々かきたいよ!!」

「『ねえ桜くん、私たち、いる場所は遠く離れてても、心はあの時と同じ場所にあるんだよね……？』」

「待ったぁぁッ!!　どこに書いてもいいよッ!?　僕の身体からだなら好きに使ってくださッって、でもまって!!　やっぱりまだココロの準備がぁッ！　ぬわッ！　ちょっとほっぺになに書いたの!?　『ベギラゴン』ってなんの呪文!?　だからまだッ！　た、タイムタイムッ!!」

　僕は思わずドクロちゃんの手から油性ペンをもぎ取り立ち上がります。

「あ、だめ桜くんっ！　ペンかえしてぇ!!」

　すかさずそのペンめがけて、ぴょこんとジャンプするドクロちゃん！

「ま、まってってば!!　うわぁッ」

　僕は飛びつかれたドクロちゃんを支えきれずバランスを崩くずし、天使の少女を上に乗せ、二人重なり倒れ込んでしまいます！

「にゃうんっ！」

「あぁッ……ッ!?」

　そして、僕は自分の右手がナニに埋もれているのかを、認識します。

「ごごご……ッ　ごめんっ、ごめんドクロちゃんッ!!」

　僕のその右手は転んだ拍子に、上に乗ってきたドクロちゃんのもちもちとした大きなムネを、極太油性マジックごと鷲わし摑づかみにしているのですッ!!

「……なにを、……かくの？」

　そして聞こえた声は悲鳴ではなく、小さく細い天使のささやき。

「は、はい？」

「たしかに、耳以外ならどこに呪じゆ文もんを書いてもいいのが……〝ほういちで・ごー〟の、ルールだよ……？」

　声の中に混じる影。

「ちょ、まって、なにを言ってるの!?」

　ドクロちゃんは、上半身ハダカの僕の胸の上におしりをつけてカラダを起こし、ふるふると震ふるえています。

「でも、今は桜さくらくんがほういちで、ボクがおしょうさんなんだよ……？　なのに、桜くんは、ボクのムネに、いったい……いったい、どんな呪文を書くつもりだったのッッ!?」

　天使の少女はエスカリボルグを逆手に持ち替え、僕の頭にねじ込む構えッ!?

「ぁあッ!?　待ってドクロちゃんごめん!!　いいから！　僕になに書いてもいいからそれだけは！　エスカリボルグで強く僕を潰つぶすのはだめェェエッ!!」

　逃げられぬ僕の身体からだの全筋肉は来きたるべき破滅と暗黒の予感に硬直しまくり、ただエスカリボルグの無む慈じ悲ひな一いち撃げきを──────!!

「ぅううううわぁぁああッ!?」

　しかしその時！

「あぁうッ……？」

　上から降って来たのは〈ぽふっ〉という柔らかい衝しよう撃げき。それは、僕の胸の上につっぷした、ドクロちゃんのカラダでした。

「……えっ？」

　まるで──、ドクロちゃんは突然電池が切れてしまった人形のように倒れ伏していて。

「ド、ドクロちゃ……」

〈ざくぅぅうッ！〉

「ぶわぁッ!!　ちょ、ちょっとなにするの!!」

　次の瞬間、僕の頭のすぐ脇わきに突き立つエスカリボルグ！

　しかし、僕の胸の上に温かいカラダをあずけたままの天使の少女から、返答はなにも無く。

「ねえドクロちゃん！　ちょっとどうしたの？　ドクロちゃんてば……!!」







　──これは、今まで重ねた思い出の結末。終わりに始まる物語。
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　いったい、ドクロちゃんの身になにが起ったのでしょう。

「ねえ、ドクロちゃんっ!?」

　僕の上で、急に意識をなくしてしまった天使の少女は、叩たたいても声をかけても目を覚ましてはくれないのです。しかしぼやぼやしていられません。半裸の僕とその上でぐったりしているドクロちゃん、こんなシチュエーションをザクロちゃんにでも発見されたら大変です！　九歳にコレは早すぎます!!

「もうほら、ドクロちゃんてば!!」

　小さな天使を乗せたまま、僕はたたみに手をついて上半身を起こします。そして慌あわててずれ落ちそうになる彼女を支え、ぐらつく首を横抱きにして揺らし、

「しっかりしてよ！　まさかまた冷蔵庫の中の冷やし木工ボンドをヨーグルトとまちがって食べちゃったの??　そりゃ意識も失っちゃうよ！」

「ぁ……うぅ」

　ふるえたのはドクロちゃんの唇くちびる。薄うすく開いた瞳ひとみは僕を捕らえ、天使に表情が現れます。

「はぁ、よかった……。ねえ、気が付いた？」

　彼女はこくんと頷うなずき、安あん堵どする僕の腕から身を起こし、まっすぐこちらを見つめます。

「ご心配かけて申し訳ございません、草くさ壁かべさん……」

　天使の少女から、サザナミのように僕に押し寄せて来たのは、違い和わ感かん。

「は、はい？」

「もう大だい丈じよう夫ぶですから、ここから先はわたしにお任せください」

　それはいつものドクロちゃんのだらしないロリータボイスでは無くて、可か憐れんに透き通る、気品にあふれたなめらかな音律で僕に届くのです。

「ちょ、ちょっとドクロちゃん？　どうしたの??」

　しかしドクロちゃんは戸と惑まどう僕にまるで「心配しないで」というふうに微笑ほほえみ、あっけにとられる僕の目の前、きりりとした姿勢で立ち上がります。

　そして彼女はまるで厳しく躾しつけられた深窓の令れい嬢じようみたいに楚そ々そとした足取りでもって、僕が小さい頃ころからずっと使い続けている木目ダンスの前まで移動し、

「一つ貼はってはヒトのため」

　タンスにシールをぺたりぺたりと貼り始めました。

「なッ!?」

「八つ貼はっては奴やつのため」

「速ッ！　まって、ちょっとなにやってるのドクロちゃんッ!!」

「タンスに、高速でシールを貼っているのです」

「見ればわかるよ!!　やめてよもうっ！　こんなシールまみれなタンス、友達が部屋に来て見られたら恥ずかしいでしょ!?　もう中学二年生なんだから……！」

「それでは四段目まで貼ったら、今日はおわりにいたします」

「今すぐやめてよ！　だめぇッ！　僕が小学生の時に一生懸けん命めい集めてた『ねばねば学園』のシールをこれ以上貼らないでーっ!!」

　そして、僕が身体からだをはってドクロちゃんを止めるべく、タンスと天使の間に割り込もうとした、その時でした。

「けほッ！　けほっけほけほけほ……っ！」

　彼女はカラダを折り、口を両手で押さえて激しく咳せき込み始めたのです。

「ちょ、ちょっとどうしたの!?」

「だ……大だい丈じよう夫ぶです、わたしなら大丈夫ですから……」

「まって!?　いま隠した手のひらなんか赤くなかった!?　血!?　血を吐いたの!?　そして僕に今見せている、その苦しさをこらえた精一杯の笑顔はなに!?」

「すいません、草くさ壁かべさん。わたし、少しでもあなたのお役に立てればと思ったのですが、もう、これ以上は……けほっ！　けほけほけほっ！」

　ふいにふらつく天使の少女は寄りかかるように机に手をつき、再び咳き込み始めます。

「ドクロちゃん大丈夫!?　あ、あぁッ！　机の上の花か瓶びんに挿さしてあった牡ぼ丹たんが〈ぽたり〉と落ちた!?　は！　そして窓の外にはクロネコの親子が右から左へ！　そ、そんなッ！　飾ってあった京都土産みやげの鼻はな緒おもぶちぎれた!!　ねえどうしちゃったの？　なんなのこれ!?」

　しかし彼女は、このフキツな一連のデキゴトにはおかまいなしに深く澄すみ切った瞳ひとみで僕を見つめ、すっと僕の手を握り、

「すいません、ご心配かけましたでしょうか……」

　頰ほおに、つぅっと涙が一筋。

「わたし、天使なのに草壁さんを不安にさせてばかり……。ごめんなさい、わたし、ご迷めい惑わくでしたよね？　こんな役立たずは死んだ方がましです。死んでお詫わびをいたします！」

「な、なにやってんのドクロちゃん!?　窓から飛び降りたってキミ、普通に着地しちゃうでしょ？　それより寒いから早く窓閉めてよ！　ねえ、どうしたの？　熱でもあるんじゃ……」

　僕は窓から引き戻した天使のおでこに、カウンターを入れるように手のひらを当て、

〈じゅっ〉

「熱ぅぅううゥゥッッ!?　ちょっと凄すごい熱だよ!?　熱っていうか灼しやく熱ねつ地じ獄ごくだよ!?　これはなに!?　病気？　病気なの!?」

「病気……ですか？」

「だってドクロちゃん顔、真まっ赤かだしさ！　性格も変だし、どうしよう！　病院？　保険証どこだっけ？　お、お母さーん!?」

「おちついてください、草くさ壁かべさん。大だい丈じよう夫ぶです。そんなに慌あわてなくても……」

　立ち上がろうとする僕を、彼女はそっと押さえます。

「え、だ、だって!!」

「では、はじめますよ……？」

　ドクロちゃんは立ち上がり、机のイスに腰掛けて潤うるんだ大きな瞳ひとみで僕を見つめ、

「先生、わたし……どこがわるいんですか？」

　ニットワンピースの裾すそをそうっと両手で、めくり上げはじめます。
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「まってナニしてるの!?　だめだよそんなコトしちゃあぁァッ!!」

　僕は慌てて天使の少女がめくったワンピースを押さえます！　もう目の前でドクロちゃんの薄うすみどりのパンツとおへそとひらべったいおなかがまる見えになってしまっているのです!!　なんですかこれはッ!?

「しかし、こうしなければ草壁さんのリクエストである『おいしゃさんゴッコ』が……」

「リクエストしてないよそんなコト!!　ちがうよ!!　ドクロちゃんは本当のお医者さんにいかないと……！」

「遠えん慮りよなさらないでください、草くさ壁かべさん。あなたの望みを叶かなえ、役に立つコトをするのが、天使本来の役目なのですから」

「だめだったらドクロちゃん！　僕はそんなコトは望んで…………ないからッ!?　ね！　熱が引いたらにしよう!?　今はとにかく」

「ですが、それでは草壁さんが満足できないままになってしまいます」

　天使の少女は、今まで僕が見たこともない深いまなざしで見つめてきます。その瞳ひとみの中で揺れる光は、僕をアランカギリどきどきさせ、もう目をそらしてしまうホカありませんッ！

「そ、そんな場合じゃないでしょ!?　待ってて？　今、ふとんを敷くから……」

　しかしドクロちゃんは、僕をさえぎるように〈ぽん〉と、手を打ち、

「あ、わかってしまいました」

「はい？」

「……それでは電気を、お消しいたします」

　彼女は立ち上がり、電気のひもを引っ張って、ぱちんぱちんと消してしまいました。もちろん真冬の午後六時。部屋は闇やみに包まれます。

「な、なにをするのドクロちゃん、暗いよ!?」

　かすかに浮かんで見える天使の少女のシルエット。

「わかったって、ナニがわかったの……!?」

「もちろん、桜さくらさんがわたしに望んでいるコトです。ちょっと考えれば、すぐにわかることだったのに……」

　その天使の声に込められているのは、明らかに『熱』。とってもイケナイ微熱です!!　まさか、まさかドクロちゃんは本当に僕のココロがわかってしまったのでしょうか!!　そんなまさか！　それはトリモナオサズとっても甘あま酸ずっぱくて大変なコトですよッ!?

「先ほどは途と中ちゆうでしたし、もう遠えん慮りよなさらないでくださいね……？」

　その瞬しゆん間かん、今まで生きて来た様々な時代の僕の姿をしたちっちゃな僕妖よう精せいが、僕を取り囲んで向かって拍手喝かつ采さい、舞う紙かみ吹雪ふぶき!!　だめぇーッ！　なにみんな満面の笑顔ででっかい日本酒の樽たるをハンマーで破は壊かいしようとしてるの!?　だめだよッ！　ドクロちゃんは今、熱に冒されてて、いつも通りじゃないんだよ!?　そんな彼女をイケナイよみんな！

「ま、まってドクロちゃん！　僕の剝むき出しの肌に手を置いてどうする気なの!?　僕はそんなコトを望んでなんか！」

「本当ですか……？　ですが、草壁さんの顔には、きちんと書いてありますよ？」

　そして、どくどくと脈打つ僕の胸の上に、冷たいモノがふれ、動きました。

「ベギラゴン、って……」

〈きゅきゅきゅ────〉

「ええッ!?　あ、しまった！　これ〝ほういちで・ごー〟だ!!　ちょっとまってその極ごく太ぶと油性ペンの高速な暴走を止めてドクロちゃん!!　しかもその呪じゆ文もんはさっきドクロちゃんが僕に書いたんでしょ!?　これいじょう書いちゃだめだったら！　だめ！　くすぐったすぎるゥッ!!　まって！　そんなコトよりはやく病院に行かなきゃでしょ!?」

「さあ、今度は草くさ壁かべさんが和お尚しようさんですよ？」

「マ、マジですか!?　僕が和尚さんでドクロちゃんが芳ほう一いち？　ということは……だ、だめだだめだ!!　今彼女は明らかにおかしくなっているんだぞ!?　でも、なんて書こう……。もし、ドクロちゃんのカラダ中に自由自在に呪文が書けるとしたらぁぁッ！」

　ぁあッ！　いでよーっ!!　僕殿様を守護したもうサブラウ者たち！　それっ！　け！　け！　く！　くる！　くれ！　けよッ!!　流れる剣さばき、そはまさしく諸しよ行ぎようムジョウの下二段活用！　もう死ぬコトと見つけタリィィィーッ!!

「あぁ、草壁さんの脳天が裂け、ぬるぬるしたシャボン玉がぷくぅぅっと……う！　こほっ、けほんッ！　けほっこほこほこほ……」

「はッ！　し、しまった！　僕としたことが！　ドクロちゃん平気!?」

　彼女は再び咳せき込み、身体からだをくの字に曲げ、苦しげに机によりかかるのです。

「うわぁッ！　今度は触ってもないのに机の上の鏡にヒビが!?　どうなってるのこれ！　と、とにかく今お布団ふとん敷くから、しっかりしてぇっ!!」




　　　　★




　時刻は深夜をまわっていました。

　あの後、たたみの上に布団をひっぱりだした桜さくらくんは、なおもむずがる天使の少女をある時は褒ほめ、ある時はおだて、そしてある時は厳しく言い聞かせつつ最終的にはパピコ（ミルク味）で口をふさぎ、どうにか彼女を寝かしつけるコトに成功しました。

　その暗く静かな部屋に差し込んでいるのは月の明かり。そして今、電気をつけていない桜くんの部屋に、ゆっくりと動く影があります。

　それは白い軍服を着た長身の天使。額に汗を浮かべて眠るドクロちゃんの上半身をそっと抱き起こす、ザクロちゃんでした。

「おねえさま……少しにがいですが、我が慢まんしてくださいね……」

　軍服の天使は姉のカラダを支え、その唇くちびるにガラスでできた透明な水差しの先端を当てます。容器の中に入っているのは白い光を籠こもらせる液体。

「ん……う、んんぅぅ」

　わずかに口を開き、天使の少女は吸い口の先をくわえ、瞳ひとみを閉じたままその液体を嚥えん下かします。喉のどが動き〈こくんこくん〉と小さな音が、静かな室内を打ちました。

「はぁ……はぁ……」

　光る液体を飲み干し、息をついた少女は、ゆっくりとまぶたを開きます。

「落ち着かれましたか？　おねえさま」

「ザクロ……ちゃん？」

　目を覚ました天使の少女の声は、くりくりとしたいつもの声。開かれた瞳ひとみにも、倒れるまえの無む邪じや気きな光が戻っています。

「？」

　そして毛布ごし、彼女は腿ももの上の重みに気がつきます。ドクロちゃんが探るように触れたのは、少年の右手。

「……桜さくらくん？」

　それは彼女の布団ふとんの横、毛布にくるまり倒れ込むように寝てしまっている男の子から伸びているのです。

「あれっ？」

　そして彼女は、自分が寝ているのは桜くんがいつも寝ている布団で、着ているパジャマがびっしょりになっていて、今がもう真夜中だというコトに気が付きました。

「ねえザクロちゃん、ボクはなんでこんなトコロにいるの？　なんで桜くんがたたみで寝ちゃってるの??」

「おねえさまは今まで酷ひどい高熱でうなされていたのです」

「ボクが、熱？」

「ええ、しかし今はもう微熱程度まで下がっているハズです。桜さんはつきっきりでおねえさまの看病なさっていたのですよ？」

「桜くんが、ボクを……」

　ドクロちゃんは毛布にくるまって眠る桜くんの『その方向にはだれもいない』と油性マジックで書かれた左のほっぺに触れ、腿の上の手に、その小さな手をそっと重ねます。

「よろしいですか？　おねえさま……」

　そして、ふわりと春風のような微笑ほほえみを浮かべたザクロちゃんは、すぅっと唇くちびるを引き締めるようにして言うのです。

「おねえさまのカラダは、消滅しかかっています」

「それって……まさか『天使の憂ゆう鬱うつ』……」

　桜くんを撫なでるドクロちゃんの手が、止まります。

「天使は極めて観念的な存在であり、その存在の質を決めるのは【我思う故ゆえに我在り】、その礎いしずえとなる〝個性〟です。〝個性〟の消失はそのまま『意志』や『イメージ』、つまりは『存在力』の消失にも繫つながります」

「うん……」

「先ほど飲まれた【ルルティエラ・マァナ】により、希き薄はくになっていたおねえさまの〝個性〟は正常復帰しました。しかし、依い然ぜんとして安静が必要なのは変わりません」

　ドクロちゃんは、あたたかい音色で響ひびいたそのザクロちゃんの言葉を、何度も心の中で繰り返します。そして、桜さくらくんの眠る顔を見たまま、つぶやきます。

「ねえ、ボクはあとどれくらいなの……？」

　ザクロちゃんは、今のドクロちゃんの表情を、桜くんに見せてあげたいと思いました。

「保もって一日です、おねえさま。それも絶対安静が条件で」

　顔の左半面をベルトで覆おおった軍服の天使は、自分の姉がふるりと、ちいさなカラダを震ふるわせたのを感じました。

「そんなに、短いんだ……」

　ドクロちゃんはうつむき、その表情を月影の中。

「無理をなされたら、おねえさまの〝個性〟つまり、存在は……」

　ザクロちゃんの言葉がとぎれます。

　パジャマ姿のドクロちゃんは瞳ひとみを伏せ、再び桜くんをのぞき込みます。

　天使の頭からさらりと流れ落ちるのは、暗銀色の柔らかな髪。その細い影が桜くんの顔にかかります。

　そしてドクロちゃんは笑みを浮かべて、言うのです。

「うんっ、わかってる」
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「ぃぃいあッ[image: ア゛]ッ[image: ア゛]ッ[image: ア゛]──ッ!?」

　うつぶせで寝ていた僕の眠気を吹き飛ばしたのは鈍い激痛！　発生したのは後頭部ッ!?　僕の身体からだはびくびくと痙けい攣れんして跳はね上がります。本能はこれを第一級の生命的危機と断定、僕の意識は強制的にフル稼か働どうモードで覚かく醒せい中ちゆう！

「あ、目が覚めた？　気分はどう？　桜さくらくん」

　ズキンズキン痛む後頭部を押さえる僕の耳に飛び込んで来たのはくりくりヴォイス、四つんばいで僕をのぞき込んでくるドクロちゃんの緑色の大きな瞳ひとみです。

「気分はとりあえず最悪だよ!!　もうドクロちゃんなにすんの!?　起こすんだったらもっと痛くない方法でいつも……って」

　僕はそこで完全に目覚めます。

「ド、ドクロちゃん!?　もう起きたの!?　カラダは？　熱は？」

　その僕の言葉に、天使の少女は少しだけ困ったような嬉うれしいような表情、

「桜くんがボクを看病してくれたんでしょ？　だからもう平気だよっ？　ほらほらっ！」

　両手でエスカリボルグを、バットスイングのゴトク、びゅんびゅん水平に振り回しました。

「な、ちょっとあぶないよッ！　わかったからやめバサラッ！」

　その瞬しゆん間かん、僕はナニも考えられなくなりました。元気をアピールするドクロちゃんが、僕の頭を〈ばしょッ！〉とエスカリボルグでジャストミートしたからです。

　ここで一句。




　ぴゅくぴゅくと　部屋をいろどる　僕の脳


〔埼玉県・草壁　桜〕






　僕はそのまま断面から〈ィパ──ッ！〉と赤いしぶきを噴き上げながら〈どたーん〉と後ろにひっくり返りました。季語は脳ですよ。

「ご、ごめん桜くんッ！　ああぁっ、いっぱい出ちゃうっ！」

　ドクロちゃんは、あわててすかさず、魔法のバットに復活祈願。




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　ぐったりと意識を取り戻した僕は、

「ドクロちゃん、病やみ上がりなんだから無理しないで……!!」

　しかし、異変に気が付きます。

「あ、あれ……？　僕の頭、なんかおかしくない!?　ああッ！　なにこれ厚さがない!!　僕の頭部ぺらっぺらだ！　今度はナニを間違えたの!?　ああッ!!　なんかいつもと字体がちがうじゃん!!」

「きゃ──！　桜さくらくん、横向くと顔が線！　縦線になってるよっ!?」

「〝なってるよっ!?〟じゃねえよ！　早く治して!!」

「そ、それはきっと、二次元の身体からだを手に入れたかった桜くんの思いが強すぎて……」

「バカなこと言ってないで、いいから早くしろォォオッ!!」




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




　ばふん！　と、僕の頭は前後に厚みが生まれました。僕は脳が三次元の世界に戻って来たコトに感謝しつつ、目の前の天使の少女を見てため息をつき、

「ねえ、今日は大人しくしてよう？　まだドクロちゃんどこか変だよ？　ほら、シーツも替えてあげるからゆっくり布団ふとんで……」

「もう！　桜くんのえっちぃ！」

「違うよ!!　なんでそう言いながら僕をヘッドロック!?　のぅおぉおおッ！　だ、だめだよこの技は！　ある意味本当に致死的な要因が含まれてる!!　これ以上されたら僕が社会に復帰できなくなる!!　わかった！　ドクロちゃんは完全復活だよ!?」

「じゃあ桜くん！　ボク、一つだけお願いがあるの……っ！」

　僕を解放したドクロちゃんは、急にもじもじしながら上うわ目め遣づかい。

「え？　お願い……？」

「あのね、ボク行きたいトコロがあるのっ」

「い、行きたいトコロ!?　どこに？」

「それはついてのお楽しみッ!!　ね？　ほら早く準備してようっ！」

「待って今すぐなの!?　だって外はまだあんなに真っ暗で……って、ま、真っ暗!?　ちょっとまって今何時!?」

「朝の五時ー」

「はやいよ！　どうりで窓の外真っ暗なはずだよ！　だめだめひっぱんないで!!　見えちゃう見えちゃう！　〝ほういちで・ごー〟で身体中に書かれた呪じゆ文もんが服からはみ出て見えちゃうから──ッ！」




　　　　★




　空は広くて、雲浮かぶ晴天。

　僕とドクロちゃんは、午前十時で昇りきった冬の陽ひを浴びながら、とある行列に並んでいました。

「桜さくらくん見て！　前の方が動き出したよ？　門が開いたみたい！」

　彼女はその小さな手を包む、両方がひもでつながっている猫型手袋で前方を指さしました。晴れているとは言っても、やっぱり今は真冬の十二月。僕とドクロちゃんはばっちり暖かい服に身を包んでいます。

「ほんとだ。これでようやく入場できるね！」

　上には白い厚手のパーカー、下は黒のショートパンツ。首には苺いちご色いろのマフラーをくるくる巻いたドクロちゃんは「うんっ！」と頷うなずき、僕の腕をつかんできました。

　僕とドクロちゃんは三時間前、つまり朝の七時にここへ到着してから、ずっと開門時間を待ち続けていたのです。

「うわぁ、後ろにもすごい列が出来てるよね。これどこまで続いてるんだ？　そんなに人気あるんだ、ここ……」

「もちろんだよ桜くん。だってここは『東京マヨネーズ・キングダム』だよっ？」

　僕はごきんと硬直しました。

「まよねーず、きんぐだむ……？」

「あれ？　桜くんしらないのーっ??」

「僕は、そんな場所は、聞いたことスラないけど……」

　ドクロちゃんは左手を腰にあて、右の人差し指を立てて僕に説明します。

「いい??　この『東京マヨネーズ・キングダム』は今、埼玉で話題ふっとうちゅうの人気スポットなんだよっ!!」

「ウソだよそんなの！　だってよく考えて!?　『マヨネーズ・キングダム』だよ!?　人気があるわけ……あるーッ!!　そういえば行列できてるじゃんこんなに!!　まて！　よけいおかしい!!　朝七時から行列できてたんだよここ！　カップルとか親子連れもいっぱいいるよ!?　しかもなんで『東京』なの!?　ここ埼玉なのに!!」

「ほら、だんだん列が動き出したよ桜くん！　もちもちしてたら割り込まれちゃうよぅっ！」

「もちもち!?」と、慌あわてふためく僕をドクロちゃんは引きずります。

　そして背の高い壁と木々を抜け、前方に全ぜん貌ぼうを現すのは圧倒的に巨大な、

「な……っ！　きゅ、宮殿!?　ねえドクロちゃん！　なんかむやみにゴージャスな建築物があるよ!?」

「うん、あれがマヨネーズ宮殿パレスだよっ？」

「う、うわー……」

　瞳ひとみを輝かせるドクロちゃんと、啞あ然ぜんとするばかりの僕を待ち受けていたのは、まるで今にも空に飛び立たんとする白鳥のゴトキ偉容です。正面から見れば逆Ｔ字型。真ん中には白い首のような一本の塔がそびえ、翼つばさのように左右に広がるのはアーチと支柱の連続するテラス。

　僕たちが今歩いているのは、広大な庭の真ん中を貫く煉れん瓦がの道です。それはまっすぐ宮殿の中央、塔の真下にある正面玄関に続いています。

「〝ようこそ『東京マヨネーズ・キングダム』へ!!〟」

　とびきりの笑顔。巨大な扉の前でハキハキと僕たち二人を迎えてくれるのは、ナビゲートスタッフのメイド服を着たおねえさん。

「〝ごゆっくり、楽しんでいってくださいね!!〟」

「あ、は、はい……！」

　お姉さんに見送られ、扉を抜けたそこは広大なエントランスホール。一気に景色がかわります。

　宮殿内部の白壁は、照明によって象ぞう牙げの色に照らし出され、見上げる遥はるか上部の丸い天てん井じようは、まるでプラネタリウムみたいです。

　床には磨みがかれた暗赤色の大理石がしきつめられ、壁にめり込む幾いく本ほんもの支柱は薄うす青あおの大理石製。そのつるつるとした表面には僕とドクロちゃんの姿が映りこみます。そしてたくさんの入場者のざわめき、みんなの足音が石の室内に高く反はん響きようしていきます。

「すっごーい！」

　ドクロちゃんがマフラーを揺らして僕によりそい、あたりをきょろきょろ。見渡せばこのエントランスホールには左右に階段、正面に二つの大きな扉があり、様々なエリアに直通で行けるみたいなのです。

「ねえ桜くん？　早くいこうよう！」

　ドクロちゃんが僕の手を引いて進むのは正面右の扉。腕に絡まる天使の指先。

「ええとドクロちゃん、ここは……？」

　足を踏み入れた空間は、教室六つぶんくらいの広さ。そこはまるで美術館です。先ほどの部屋より低く抑えられた天井にはライトが設置されていて、様々な展示物や壁に掛けられたボードを照らしだしています。

「ここはマヨネーズのなりたちや歴史が学べる『閲えつ覧らんの間』だって！　まずはマヨネーズのなんたるかをここで知ってから他ほかのエリアに行かなきゃね！　ちゃんとした知識もなしにこの『マヨネーズ・キングダム』を楽しむなんて邪道だよ？　桜くん!!」

　ドクロちゃんは小学校低学年生用パンフレットを見ながら、僕に教えてくれます。

「う、うん。それはわかったけど、ドクロちゃんは自分の好きなモノになると、途と端たんに異様なこだわりを見せるよね……」

「ねえじゃあ桜さくらくんっ、まずはこれを読んで？　ボクのために！」

　ドクロちゃんが近づいて、見上げて指さすのは壁に掛けられて照明に照らし出された一枚の大きなパネル。

「え、ええっと……『マヨネーズの起源：マヨネーズ・ソースは13紀半ば、フランスの貴族マヨネイ・フォン・リールベルト伯はく爵しやく（１２１９～１３０？）が作ったコトから、マヨネイ伯爵のソース、つまり〝マヨネイズ・ソース〟、マヨネーズ・ソースと呼ばれるようになったのです』」

「びっくりだねー！」

「う、うん、でもこれ、本当のコトなの……？」

「もーっ、本当に決まってるでしょっ？　これだからシロウトは怖い！」

　ドクロちゃんは僕をつっついて、きょろきょろと館内を見回します。

「あぁ───ッ！」

『毛もう利り元もと就なりは、マヨネーズをたいそう好み、庶しよ民みんからマヨネーズ大名と呼ばれ親しまれていた』『世界一マヨネーズを愛するのは埼玉県民』という豆知識を読み上げていた僕はその声に慌あわてて振り返ります。

「どうしたのドクロちゃん？」

「ねえ、来たよ!!　マヨネイ伯爵が来たよー!!　見て見てきゃは──っ！」

　そこにはこの広間をゆうゆうと見回すようにして、背の高い男性貴族をディフォルメ化した着ぐるみが立っていました。

「へえ、あ、あれが、マヨネイ伯爵？　あ、待ってよドクロちゃん！」

　ドクロちゃんはマヨネイ伯爵に駆け寄ります。音楽室の後ろの壁に貼はってある「バッハ」似のマヨネイ伯爵は、僕たちの目の前までやってきて鷹おう揚ように胸をはり、一礼。どうやら彼は、紳士のようです。

「ねえねえ！　ボク、マヨネイ伯爵といっしょに写真とりたい！」

「あ、うん、せっかくだから、そうしよっか。ええとじゃあ、このなんだかテニスコートくらいでかい絵画『マヨネイの叫び』の前で……」

　僕は一歩下がって、この『閲えつ覧らんの間』の中央、悶もん絶ぜつした表情の巨大伯爵の油絵をバックにカメラを構えます。マヨネイ伯爵とドクロちゃんは、こっちにむかってピースです。

「じゃあ撮るよー？　はい、チーズっ！　いたぁぁいッ!!」

　僕がシャッターを押そうとした瞬しゆん間かん、ドクロちゃんとマヨネイ伯爵が突然こっちに走ってきて、僕の頭をひっぱたきました。

「なにするのドクロちゃん！　そしてマヨネイ伯爵も!!」

「あたりまえだよ桜くん！　伯爵に失礼でしょ！」

「ええぇッ!?」

「伯はく爵しやくは大の〝チーズ嫌い〟なんだよ!?　はやく伯爵にあやまりなさい!!」

「ご、ごめんなさい!?」

「もう桜さくらくんたら！　ここで写真を撮るときのかけ声は『ま・よ・ねーずっ!!』って、パンフレットにも書いてあったでしょう!?」

「も、もうなんでもいいや！　ほら、ふたりともピースして！　いくよ!?『ま・よ・ねーずっ！（ぱしゃっ）』」

「じゃあ今度は桜くんもマヨネイ伯爵と写真撮りなよーっ」

「ほ、ほんと？　じゃあ僕も……って、待って？　なんだかマヨネイ伯爵、すごい手を振ってイヤがってるよ？　僕、お客さんなのに」

「あ、も、もう元気出して！　桜くんにはボクがいるでしょっ？」

「いや、僕は別にこれっぽっちもしょげたりはしてないんだけど……」

　そうこうしているうちに僕との写真撮影を拒否したマヨネイ伯爵は、通りがかった女の子グループを見つけるやイナヤ、僕とドクロちゃんに別れを告げて彼女たちの跡をつけてどこかに行ってしまいました。

　その時、〈くきゅるーん〉という子犬の鳴き声みたいな音が聞こえます。見ればドクロちゃんがお腹なかを押さえ僕に照れ笑い。

「もー、ドクロちゃんてばっ。そういえば僕たち朝ご飯たべないで家を出ちゃったんだよね。じゃあちょっと早いけど、お昼ご飯にしよっか」

「やったぁっ！　じゃあね、ご飯はこっちなんだよーっ！」

　ドクロちゃんは『閲えつ覧らんの間』を抜け、パンフレットのエリアマップを横にしたり逆さまにしたり、ぐるぐる回し見ながら赤い絨じゆう毯たんの敷かれた回廊をずんずんと突き進みます。

　そして、角を曲がって突き当たり、

「おわぁ……」

　新たに広がる空間の名前は『晩ばん餐さんの間』。喧けん騒そうと共に様々な料理の匂においが僕たちを包み込みます。再び天てん井じようは遥はるか高くなり、吊つられているのは銀とクリスタルの大シャンデリア。広大な壁面には照明の橙だいだい色いろが暖かく明と暗を作り上げ、この『晩餐の間』に〝夜〟を演出しています。

「ねえ桜くん聞いて！　ここにある料理、ぜーんぶ食べ放題なんだってよっ!!」

　天使の少女は興こう奮ふん気味にパンフレットをめくって僕に見せてきます。

「えぇえッ、本当に!?　こ、これ全部がッ!?」

　ホールにあるテーブルは巨大な円卓。その卓上はブースで区切られ、所々からは湯気が立ち、具材を炒める音や刻むリズムが喧騒のなかから伝わってきます。そして忙せわしそうに手を動かしているのはコックさんや、メイド姿に扮したお姉さん。作り上げた料理に、最後の一手間をくわえ、次々に皿に盛りつけてはお客さんに提供しています。

「うわぁ、すごいねドクロちゃん！　これが全部食べ放題なら、あの長い行列も妙に納なつ得とくできるよ!!　よおし、お腹なかもぺこぺこだし、いっぱいたべるぞー！」

　僕たち二人は円卓のブースを巡り始めます。

「桜さくらくん見て！　これ縄じよう文もん時代のマヨネーズだって！」

「縄文時代!?　そ、そんな珍しいものもあるんだ……」

　ドクロちゃんが僕を引いて近寄って行くのは、樹木と岩で装飾されたブース。彼女はそこにいたメイドさんに声をかけ、小さな器を一つもらいます。

「ほら、桜くんあーんして？」

　天使の少女が差し出してくる木のスプーンに乗っているのは、普通より白っぽいマヨネーズ。僕はそれをぱくっと口に含み、

「うーん、これ、味はなんとなくマヨネーズだけど……」

　ドクロちゃんもぺろりとなめるように口に含み、嬉うれしそうに僕に頷うなずきます。

「うん、なんだかパサパサしてるねっ」

「きっと縄文時代には、まだ今みたいにクリーミーにはできなかったんだろうね」

「あ、こっちは北海道直送天然子持ちマヨネーズだってよ!!　ねえ見て見て桜くん！　ほら、すごくぴちぴちしてるっ！　早く食べてみて！」

「天然子持ち!?　ぁあっ、すごい!!　本当だ！　この小さいマヨネーズもすごいカワイイ！　とてもフレッシュ！　口にしたとたんに大自然の香りが僕らを包み込むよ!!」

「こっちは未来のマヨネーズだって！」

　ドクロちゃんは見たこともないようなマヨネーズを次々に発見、僕と一いつ緒しよに食べては驚おどろきの連続です。食べても食べても、新種のマヨネーズは尽きません。

「すごいねこのレインボーマヨネーズ！　七色に輝いて……」

　──食べても、食べても……？

「ちょ、ちょっとまってドクロちゃん？」

　僕はまとわりつく違い和わ感かんを振り払うように、口の中のマヨネーズを飲み込みます。

「どうしたの桜くん？　揚げ出しマヨネーズおかわり？」

「い、いやそうじゃなくて。あ、あのさ、ここ食べ放題なんだから、そんなマヨネーズばっかりじゃなくって、もっとほかの料理も食べよう？」

「……桜くん、なに言ってるの？」

　ドクロちゃんは首をかしげ、不思議なモノを見るような目つきで僕を見つめます。

「いや、なにって……あれ、まって？」

　僕は改めて周囲に広がるそれぞれ特色のあるブースを見回し、

「ここって、そんな、いや、まさか……!!」

「桜くん、ここは『マヨネーズ・キングダム』なんだよ？　世界中のマヨネーズの集まる約束の場所なんだよ!?」

「まさか、ここにあるのは全部マヨネーズなの!?　そうだ、ここぜんぶマヨネーズじゃん!!　ありえないよ！　なんでほかのお客さんも文句を言い出さないの!?　マヨネーズばっかこんなに食べられないよ！　くそう！　またあの朝の大行列の意味がわからなくなってきた！」

「いいかえれば！」

「えっ？」

　ドクロちゃんはいつになく真剣なマナザシで、僕の目を正面から見み据すえます。

「桜さくらくんは貧しい森の木こりだとするでしょう？」

「え、えっ？　あ、うん！」

「しかし桜くんは、ある日うっかりして泉いずみに大切な斧おのを落としてしまいました。それが無いともう仕事ができなくて、このままでは飢うえ死んでしまうかもしれません……」

「た、たいへんだ……！」

「すると泉が光り輝きはじめ、水の中からゆっくりと現れるのは、右手に『銀の斧』、そして左手に『金の斧』を持った、すらっと背の高い、微笑ほほえみ絶やさぬ亜あ麻ま色いろの髪の……」

「うん……」

「……全裸の落ち武者……」

「ッいぃゃあぁぁ……!!」

「わかった!?」

「ぜんぜんわかんねえよ!!　ねえドクロちゃんその武者は誰だれなの!?　そのヒトは二刀流の斧で僕にダメージを与える気だよ絶対！　『どっちですか？』とか問いかけてこないんだもん！　っていうかなにを言い換えたらそうなるの!?　それはなんにも言い換えてないよ！」

「つまり『空腹にまさる調味料はマヨネーズ』ということなのッ!!　あぁっ！　いっけない！　桜くんがぐずぐずしてるからもうこんな時間になっちゃった!!」

　ドクロちゃんは「はやくはやく！」と僕の手をとり『晩ばん餐さんの間』の出口を目指し始めます。

「え？　なに!?　今度はなんなの!?」

『晩餐の間』を抜け、廊下を進み、天使の少女に引かれてたどり着くのは晴れ渡った屋外、そこは『中央庭園』です。

「早くしないと『マヨネリュージョン』が始まっちゃうの!!　ボク、これが楽しみだったのに!!」

「待って、『マヨネリュージョン』って、いったい……！」

　僕がそうドクロちゃんに問いかけた時でした。

〔ウェルカム・トゥザ、マヨネーズ・キングダァムッ！　イッツァ『マヨネリュージョン!!』　ヘイ　カモーンッ！〕

　突然、頭上に設置してあったスピーカーから巻き舌気味のアナウンスが響ひびき渡ったのです。そして流れはじめる、エレクトロニカルなミュージック。

「え？　なに？　すごい人だかりができててよく見えないよ!?　ドクロちゃんこれからナニが始ま……って、ちょ、ちょっと、なにしてるの!?　僕で木登り!?」

「見れないのは桜さくらくんのせいだもん！　責任とって肩車して!!」

「だ、だめだよ肩車は！　ドクロちゃん今日はショートパンツで脚むきだしでしょ!?　そんなの僕、はずかしドキドキしちゃうよ!!　って、うをぉッ！　ま、まってまって!!」

　僕の背中まで到達した天使の少女は、むぎゅっと背後から僕の首を抱きしめ、張り付いて、

「あぁ、見えたぁ!!　桜くん見えたよほら！」

「う、うわぁ……っ!?　僕もなんか見えそうッ!!」

　そしてとうとう彼女はてっぺんにたどり着き、僕の頭はドクロちゃんの両脚のまろやかなふとももに、ぴたんと挟み込まれたのです！

　その時、ヒトの波が動いて視界が広がり、僕の眼前に『マヨネリュージョン』が出現します。

　それは大パレード。目の前の沿道をゆっくりと通過していくのは極端にディフォルメされたピラミッド型フロートです。その周囲には、マヨネーズを手に持ったエジプト壁画チックなダンサーが一列になって舞い踊ります。

「すッごーい！　かぁっこいいーっ!!」

「ちょ、ドクロちゃんまでリズムに乗って動いたらだめだよ！　ああッ、振動がァ……！」

　通り過ぎていくピラミッドに続いて現れたのは『天てん守しゆ閣かく』を模した巨大なフロート。瓦かわら屋根の上には金のシャチホコがその尾を高々と振り上げており、さらにその頂点には、剣を構えたマヨネーズザムライ。そして侍を取り囲んだ悪のマヨ忍ニン集団は、かけ声と共に『忍法マヨネーズしぐれ』でマヨネーズザムライを総攻こう撃げき！　観客から歓声があがります。

「マヨネーズザムライあぶなーい！　うしろうしろ!!　きゃあ！　マヨネーズまみれ！」

「ね、ねえドクロちゃん？　盛り上がってるトコロ悪いんだけど、あのお侍さんと忍者とマヨネーズの間には、どんな因果関係が……？」

「あ!!　桜くんあそこ見て!!」

「えぇ？　あ、な！　なああッ!?」

　そして僕は目撃します。こちらに迫り来る白亜の大マヨネーズ・キャッスル。そして、その白の塔の先端にいるのは……!!

「は、伯はく爵しやく!?　マヨネイ伯爵がお城の塔に十字ハリツケにされてぐったりしてる!!　いったい彼の身になにが起こったの!?　革命!?」

「桜くんほら、マヨネイ伯爵の下！　『マヨネイ夫人』がいるよ!!」

　塔のバルコニー、そこには着ぐるみではなく、本物のブロンド、グラマーな外国人女性！

「あの黒レザースーツをぴっちり着たのがマヨネイ夫人!?　なんか鞭むちでさっきから伯爵をびしびし殴おう打だしているよ!?　だめだよ子供にこんな無む惨ざんな光景を見せたら!!」

「マヨネイ夫人はとっても独占欲が強く、嫉しつ妬と深いってパンフに書いてあったよ桜くん！」

「じゃあきっと伯はく爵しやくは、女の子を追いかけてるのをマヨネイ夫人に見つかって、お仕置きされてるんだよ！」

「あ、伯爵がこっちに手を振ってるー！」

「僕にはあれは助けを求めてもがき苦しんでるようにみえるけど、知らん顔して手を振っておこう！」

「うんッ!!　伯爵ばいばーい！」

　通過するマヨネーズ・キャッスルに運ばれていくマヨネイ伯爵に再び手を振って別れを告げました。

　そして多国籍民族大移動みたいな大パレードも、最後尾のマヨネーズ星雲のフロートが通り過ぎると、沿道に集まっていたお客さんの熱狂もさめバラバラとどこかに散っていきます。

「ねえ桜さくらくん……？」

「どうしたの？」

「もう、おろして？」

「あ、あ、うん！　わかった今すぐ降ろすよ!?　もちろんだよ、はいドクロちゃん！」

「ありがとう桜くんっ。ねえ、つかれちゃってなぁい？」

「そ、そうだね！　ちょっとやすんでいこうか？」

「いいよ！　あ！　あそこに座ろうっ？」

　僕とドクロちゃんはすぐ近くにあったベンチに腰掛けて一休みです。やれやれ、と、僕はゆっくり息を吐き、この感触の思い出を忘れまいと誓ちかいます。

「桜くん……？」

「うん、どうしたのドクロちゃん？」

　振り向く僕に、彼女はベンチに座ったその格好のまま、ちょっとだけそっけないふうに、

「今日、桜くんと一いつ緒しよにここに来れて、ほんとによかったっ」

　早口で僕にそう言いました。

　僕は首を傾けて、ドクロちゃんに笑みを返します。

「そう？　じゃあまた来ようねドクロちゃん。一日じゃまだまだまわり切れそうにないもんね、ここ」

「あ、あそこにあるのプリクラだよ？　桜くん一緒に撮ろうよっ!!」

　ドクロちゃんは僕の手をとって立ち上がります。

　僕は素直にドクロちゃんと並んで、周りの景色に溶け込むようにロココ調に装飾されたプリクラマシーンに入ります。

「ねえこれマヨネーズ・キングダム限定だってよドクロちゃんっ！　ええと、設定は五秒おきの連続撮影でいい？」

　そして僕が設定を終え、ドクロちゃんとカメラに向かった、

「うん！　はやくはやくぅ！」

　その時でした。

「うわッ!!　は、伯はく爵しやくッ!?　ちょっとなに乱入して来てんですか!?　え？　さっき助けてくれなかった？　し、知らないよそんなのッ！〈ぱしゃ！〉って、ああぁッ！　僕すごい変な顔で写っちゃったじゃないですかッ!!　ちょっとじゃましな痛ァッ！〈ぱしゃ！〉サーベルはやめてください!!　ちょっ！　マヨネイ夫人までなんでッ!?　ちょっと早く出てってくださ痛ぁッ！　鞭むちが僕に被弾したぁッ!?　ねえドクロちゃん!!　キミも自分だけ可愛かわいく写ろうとしてないで、〈ぱしゃ！〉こっちを手伝ってってばぁぁッ！」







[image: ]

　マヨネーズ・キングダムの最寄り駅から下り急行に乗りこんで、ちょうど七つめの駅で電車を降りて改札をくぐれば、そこが僕らが住んでいる街です。

　南口を出て、正面にあるアルカディア商店街を抜けて、『マチュ・ピチュ自然公園』を横断するのが家までの近道。公園の時計は午後五時十分を指しています。

「僕さ、ちょっと今日損しちゃったかも」

　枯れた芝生に囲まれた煉れん瓦がの道を行きながら、僕は白い息を吐きます。

「ああいうトコロって子供じみてるって照れてたらだめなんだね！　僕も最初から素直に『よし、あそんじゃえ！』って馴な染じんじゃえばよかったなぁ」

　もちろん僕が言っているのは、さっきまでいた『マヨネーズ・キングダム』のコトです。

「あ、でもそういう意味じゃ、マヨネイ伯爵がじゃまばっかりしてきたから、それで僕も吹っ切れたのかも。うーん、そうか、そう考えると伯爵も案外イイヤツだったのかもね！」

　僕は冷たい空気に白い息を吐いて笑い、まだ身体からだの中に残っている余よ韻いんを反はん芻すうします。

「ねえ、ドクロちゃんはなにがおもしろかった？　やっぱりパレード？」

「──桜さくらくん？」

「うん、なに？　ドクロちゃんっ」

　しかし僕の問いには答えず、彼女は歩道沿いに石のベンチを探し「座ろう？」と僕を促しました。

「いいけど、もう家はすぐそこだよ？　つかれちゃったの？　しかたないなぁ」

　僕は先にベンチに座ったドクロちゃんの隣となりに、すとんと腰掛けます。

　見上げれば空は藍あい色いろで、砂粒みたいな銀の星が点々と輝き始めています。

　天使の少女の、そっと息をする音。

「ねえ、桜くん憶おぼえてる？」

「え、なにを？」

「ボクと桜くんが、初めて出で逢あった日のコト……」

「初めて出逢った日のこと？　そんなのもちろん忘れるわけがないでしょ!?　だっていきなり机の引き出しから出て来たんだよドクロちゃんは！」

「うん、あの時は大変だったね」

「そうだねぇ、なにもかもが突然だったし……」

「桜くんたらびっくりし過ぎて、飛び上がったあと、頭から地面に刺さったんだよね」

「そんなコトにはなってないよ!!」

　ドクロちゃんはくすくすと笑って、

「ボク、本当に困ったんだよ？」

「だからなってないってば!!」

「あ、ねえねえそれじゃあ桜くんっ？」

　ドクロちゃんの瞳ひとみは、この暮れなずむ空にその時の映像を映しているのでしょうか。遠くを見つめて言うのです。

「木工ボンド部で、初めて桜くんが自分で作品を作った時のコトは憶えてる？　桜くんたら、まだボンドが乾燥していくタイミングとか全然わかってなくて、結局、教室に居残りして作ってたんだよね」

「うん、あの時はまだボンド独特の匂においにも慣れて無くて、凄すごく苦労したよ。ドクロちゃんも先に帰っちゃったし。でも、結局僕の作品は教室に迷い込んだノラ猫に全部壊こわされちゃって……」

「うん、ボクもびっくりしちゃった。だってボクの自信作『パパとの思ひ出』も壊れちゃってたんだもん」

「あれっ？　ノラ猫が壊しちゃったのは、確か『こわばりの記き憶おく』の方じゃなかった？　『パパとの思ひ出』はその次の日に僕とザンスさんが壊──」

　僕は言ってしまってから、自分の言葉の重大さに気が付きます!!

「あ……、ち、ちがうんですよ？　ドクロさんッ!?」

「やっぱり……ボクの大好きだった一番お気に入りの『パパとの思ひ出』を壊こわしたのは、桜さくらくんだったんだ……」

「待って待って！　聞いてドクロちゃん!!　あれは部活中にヤキトリを差し入れに来てくれたザンスさんと気晴らしにキャッチボールしてたらさ、ボンドの揮発性の香りにラリッたザンスさんが投げたボールが『パパとの思ひ出』に直ちよく撃げきして───ッ!!」

　ああッ！　だ、だめですッ！　ドクロちゃんがゆらぁりと立ち上がりました！　『パパとの思ひ出』は彼女が国体用に作製していた渾こん身しんの一作だったのです。そんな大切な『パパとの思ひ出』を壊してしまったと知れたら生きて明日はノゾメません！　だから僕はドクロちゃんに内ない緒しよで見よう見まねのボンド技術であんなに苦労して直したっていうのに、今ここでバレちゃうなんて油断しました!!　僕の肉体はまた咲き乱れるのですか!?　ああッ皆さんさようなら!!　先生さようならッ!!　そして今、ドクロちゃんが、こっちをくるっと振り向き──ッ

「もうッ、桜くん、なおすんだったらきちんとやり方があるんだから、相談してよねっ！」

　僕に、にっこり微笑ほほえみます。

「あんな下手な修復しかできないなんて、桜くんはまだまだなんだからっ」

「え……、い、いいの？」

「なにが？」

「だって、普通ならここで僕を殴……い、いやっ、ごめん、なんでもないっ！」

「変な桜くんっ！」

　僕はなんだか、そんな無む邪じや気きな天使の少女に恥ずかしくなってしまって、立ち上がり、

「ほ、ほらドクロちゃん、遅くなったらみんな心配するし、早く家に帰ろう？」

　彼女のマフラーを巻き直してあげます。

「……うん……」

　ドクロちゃんはこくんと頷うなずいて、正面から僕に身を預けるみたいにして、おでこを僕の胸に当ててきました。

「どうしたの？　そんなにつかれちゃった？」

　天使の少女はふるふると首を横に動かします。

「ほら、じゃあ行くよ？」

　僕はドクロちゃんを促すように、ぼうっと光る天使のわっかの下、彼女の頭の上に手を置きました。

「……ドクロ、ちゃん？」

　そして僕は、気が付くのです。

「まって、ちょっと、なに!?　これって……!!」

　そのまま手のひらをドクロちゃんの額へ、頰ほおへ移動させ、伝わってくる天使の体温は、

「あつぅぅゥィイッ!?　ちょ、す、凄すごい熱いよ!?　これもう熱っぽいとかそういうんじゃなくて煉れん獄ごくとかだよ!?」

　彼女はゆっくりと首を傾け、その愛らしい顔の側面、頰や耳を僕に押しつけるように、すがるように僕を見上げます。

「桜さくらくん、おねがいだから、こう、してて……」

「だ、だめだよドクロちゃん！　なにこの熱は!!　息だって荒いし！　ぜんぜん治ってなかったんじゃん!!」

　くらりと、ドクロちゃんが傾くのは同時。僕は慌あわてて手を引き、彼女を抱き留めます。

「ほらッ！　おぶって行ってあげるから早く家に帰ろう!?　すぐそこだから!!」

「やっぱり、はしゃぎすぎちゃったみたい。ごめん、ごめんね、桜くん……」

　少女の桃色の唇くちびるが作る隙すき間まはわずか。そこから漏もれる声も、小さく、

「ボク、もうだめみたい」

　──その瞬しゆん間かん、




　ひゅぱんッ!!




　光に満ちる僕の視界。突とつ如じよ輝きを放ったのはドクロちゃんの天使のわっか。

「なっ!?」

　そして僕は見ます。彼女の背中から〈ふぁさっ！〉と広がる四枚の白光、

　天使の翼つばさを。
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「ドクロ……ちゃん？」

　それはまるで、天使の少女を貫き生える光の刃やいば。

　頭上の金の輪っかも、いまや強く白い光を放ち、ドクロちゃんの全身を白く染めあげます。

「桜さくらくんにも、見える？　すごい、綺き麗れいだね……」

　左右に二枚ずつ揺れる純白の翼。まるで蝶ちようの羽のようなその翼はまるで呼吸をするように白い光量を増減させ、柔らかな光の微粒子を周囲に拡散させています。

「ドクロちゃん、いったいどうしたの!?　その羽は!?　なにが起こってるの!?　ねえ、教えてよドクロちゃん！　なんで……」

　そして少しずつ、ドクロちゃんのそのカラダは、天使のわっかが白金色に輝くほどに、

「なんで、カラダが透けていくの!?　ねえ、ドクロちゃんてば!!　向こうの景色が透けて見えますよ!?」

　天使の少女はその手を、僕に向けます。

「さくらくん……」

　僕はその天使の手を受け入れるために腕を伸ばし、

「え……？」

　突き抜ける。

　お互いの手は重なるコト無く、音もなくすり抜け、

「今日、ボク、すっごく、たのしかった……」

　ドクロちゃんは、僕に触れられないまま、微笑ほほえむのです。

「う、うん！　だったらまた行こうよ？　ね？　お正月にお年玉もらったらさ、また『マヨネーズ・キングダム』に行こう!?　まだ乗ってないのとかいっぱいあるしさ！　だから透けてなんかないで元に戻ろうよ！　そんな姿じゃ『それゆけマヨベンチャー号』にも乗れないよ!?　すり抜けちゃって!!」

　彼女は微笑み、ふっと遠くを見るのです。

「うん、一いつ緒しよに、行きたかった……」

「でしょ!?　だからほら！」

「三人で……」

「え!?　さ、三人？」

「ボクと、桜くんと、……静しず希きちゃん」

「静希ちゃん……」

「──の、お父さん」

「だめだよ静しず希きちゃんのお父さんは!!　会話が全然はずまないよ!!　ねえ、ドクロちゃんしっかりして！　気を確かに!!」

「ねえ、桜さくらくん……？」

「なぁに、ドクロちゃん!?」

　天使の少女はウツロな瞳ひとみで、

「……トーワキコーって……なに？」

「な！　ナニをいきなりッ!!」

「ふっとね、今、頭に浮かんだの……」

「だ、だめだよドクロちゃん！　はやく忘れて！　じゃないと世界の敵としてドクロちゃんも噂うわさのあいつに消されちゃうよ!?」

　僕は焦あせって周囲に耳を澄すまします。しかしニーベルンゲンのマイスタージンガーは聞こえてきません。どうやらドクロちゃんはだいじょうぶのようです。一安心です。いや、待ってください、安心とかしている場合ではありません!!

「ほらしっかり！　僕の背中につかまりなよ!!」

「桜くん、ボクがいなくなっても……必ず……」

「待って!!　なに言ってるの！　そういうコトを言っちゃだめだよ！」

「必ずや、第二、第三のボクが……！」

「現れなくていいからッ!!　何度でも僕が相手になってあげるから！　ドクロちゃんはキミ一人で充分だから!!」

　その間にも、ドクロちゃんのカラダはますます透き通り、もはや彼女を構成するのは薄うすい光の粒子。全すべての色は淡くなり、その存在は希き薄はくになって……

「ねえドクロちゃんてば!!　そんな、だめだよ！」

「桜くん……」

「まってよ!!　たまには僕のお願いも聞いてよドク──」




「ぜったいまた、逢あおうね……」




「──ロちゃん？」

　───こきん、こきんと、コップを指で弾はじいたような音がして、公園の水銀灯が灯ともりました。

　気が付けば、天使の少女がまき散らした無数の光の粒も風に吹き散らされ、もはや彼女の存在を証明するモノはヒトカケラも見あたりません。

　差し出していた僕の指先は、今はただ、虚こ空くうに向けられていました。目の前に広がっているのは、明度を増す街頭が照らし出す風景。

「ドクロちゃん？」

　風は一陣。




「どこに、いったの？」
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『天使の少女が、消えてしまった』




　信じられなくて、

　どうしても信じられなくて、僕は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていました。

　そして、それはドクロちゃんがいなくなってから十秒後だったのか、十分後だったのか、それとも直後だったのか。

　突然、〈ぽんっ〉と背後から肩を叩たたかれました。

　振り向いて見た、その人影は、

「へぇっ？」

　着ぐるみで。

「な、なぁぁままっ　ま、ま！　まっ!!」

　それは貴族のたたずまいッ!?

「マ、マヨネイ伯はく爵しやくゥッ!?」

　そして『マヨネーズ・キングダム』のマスコットは、くぐもった声で言うのです。

『とうとう、こうなってしまった──』

「えぇッ!?　ちょっと、なんで伯爵がこ、……こッ!?」

『ザンスね？』

「ッええエヱえゑっ!!??」

　はずされるのは着ぐるみ頭部。現れた白い頭皮、真ん中からぺたりと左右になでつけた真ピンクの長髪、尖とがった妖よう精せい耳はピアスだらけ。黒く細いサングラスをしたこの怪人は──ッ！

「ザンスさんッ!?　どうしてザンスさんがこんなトコロにィッ!?　い、いやっ！　それよりも大変なんです!!　ドクロちゃんが！　ドクロちゃんが……ッ!!!」

「──今までずっと、黙だまっていて悪かったザンス、桜さくらくん……」

「え!?　なにか知ってるんですねザンスさんっ!!　お願いです！　僕に今ココでナニが起こったのかを教えてください!!」

「ユゥの真剣な瞳ひとみには負けたザンスよ。全部、言うザンス。実は……、ずっと、ずっと──！」

「はい!!」

「ミィがこのマヨネイ伯爵の中に入っていたんザンスよ!!　全国のちびっこのみんな！　夢を壊こわしてごめんなさいザンス！　本当は伯爵なんてどこにもいないんザンスよ!!」

「これでも喰くらえー！（ザンスに頭突きをする僕）」

「ぷごぷるはぁッ！（僕の頭突きを、鼻に食らうザンス）」

「聞いてねえよそんなことぉおッッ!!　ザンスさんがマヨネイ伯爵とか、そんなのどうでもいいですから!!」

「酷ひどいザンスねッ!?」

「それよりドクロちゃんは!?　あの天使はどうしちゃったんですか!?」

　僕に革ベストを摑つかまれたザンスは、ぐらんぐらんと右に左に揺すられながらも語りはじめます。

「ドクロちゃんは『天使の憂ゆう鬱うつ』に、なってしまっていたんザンスぅっ！」

「『てんしのゆううつ』!?　なんですか、それは……」

　いまだ高速メトロノームのようにふられるザンスは、ぼさぼさロン毛状になったピンク髪を搔かき上げ、気持ち悪そうに答えます。

「観念的な存在である天使は、己の〝個性〟を『存在力』に、つまりエネルギーとして、そこに在り続けるんザンス。しかしザンス、天使はもともと『こちらの世界』の住人じゃないザンス。しだいにそのエネルギーは無くなり、最後には〝個性〟が無くなってしてしまうんザンスよ。それを我々は『天使の憂鬱』と呼んでとても恐れているんザンス」

「じゃあ昨日、ドクロちゃんが倒れて、目が覚めたと同時にタンスにシールを貼はり始めたり、突然服を脱ぎ始めたりしたのは……」

「そうザンス。その時すでにドクロちゃんの〝個性〟は混乱していて、彼女の天使の力は失われていたんザンス」

「そういう、ことなんだ……。もしかしたらさっき、ドクロちゃんが『パパとの思ひ出』を壊こわした犯人が僕だってわかってもなにもしなかったのは、僕をゆるしてくれたんじゃなくて、もう……『エスカリボルグ』が持てなくなっちゃってて……!!」

「そして最終的に、力を失った天使をまっているのは──」

「え……？」

　その言葉は、崖がけっぷちにいた僕の僕の心を、容よう赦しやなく、

「存在の、消滅ザンス」

　真っ暗な谷底に、突き落としました。

「しょう、めつ？」

　しかし僕はどこにも叩たたきつけられず、

「消滅って、まさかそんな、そんな……ッ!!」

　出口を見つけることができなくて、

「でたらめだそんなの!!　だってそんなコトあるハズないじゃないですかッ!!」

　咳せき込み、空気を、身体からだが大量の酸素を欲します。

「桜さくらくん？　急にどうしたザンスか??」

「だって、今日はこれから、ドクロちゃんと家に帰って、ごはんをたべて、どっちかが先にお風ふ呂ろに入るかでちょっとケンカしたりして、そのあとテレビとか観みながら今日あったコトとかをしゃべって……！　そ、そうですよ!!　今さっきまで僕とドクロちゃんは『マヨネーズ・キングダム』にいたんですよ!?　それなのに……」

「それはミィも知ってるザンス……」

　ふいに甦よみがえる、さっきまであった小さくて柔らかい天使の手のひらの感触。

　僕はぎりぎりと締め付けられる胸に手をあて、拳こぶしを握りしめます。今までだって、ずっとそうだった。だから、今日の夜だって───

「なのに……、なんでドクロちゃんは今ここにいないんですか!?　あと一週間もすれば学校だって始まるのに……!!」

　ともすれば、苦く悶もんするあまり頭からまっぷたつに裂けてしまいそうな気持ちの中、ザンスは僕の肩にそっと手を乗せ、ホガラかに言います。

「きっと、また会えるザンスよッ！」

「そんな気休め聞きたくない!!」

　僕はそのザンスの手を打ち払い、

「だって彼女は僕の目の前で消えちゃったんですよ!?」

　想おもいを振り切るように、叫びました。

「存在が消滅しちゃったら、もう二度とドクロちゃんと逢あえるわけないじゃないか!!」

「桜さくらくん、そんヌグォウッ！」

「うるさい!!　このバカ天使!!　やくたたずッ!!」

　僕は無む我が夢む中ちゆうでザンスを突き飛ばし、そして、走り出したのです。




　　　　★




　すごいスピードで後ろに流れてゆく景色の中、思い出されるのはあの天使のコトばかりです。




　……ドクロちゃんなんて、もう知らない

　あんなどうしようもない天使なんて、どこにでも行っちゃえばいいんだ

　もう絶対に、一いつ緒しよに遊ぼうって言っても遊んでなんかあげない

　ドクロちゃんは、いつでも僕をさんざん振り回して、自分はそれを楽しんで、朝から晩までわがままばっかりで

　今日だって、僕をあんなに朝早く起こして、わけのわかんないテーマパークにつれていって

　それなのに、帰り道で突然消えたりなんかして……!!

　どこまであの天使は自分勝手なんだよ！　もうあやまったって許さないから！

　二度と、二度とドクロちゃんとは口もきいてやるもんか！

　そうだよ、そんなドクロちゃんがやっといなくなってくれたんだ！

　これでやっとせいせいした

　やっと、やっと僕の目の前から消えたんだから

　もう絶対、僕に逢いに来たって、ドクロちゃんなんか……!!




「ッ!?」

　吹き飛ぶように投げ出される視界、眼前に迫る地面。身体からだに駆け抜ける一いつ瞬しゆんの浮遊感。

『転んだ』と思った時には、既すでに衝しよう撃げき。

「なッ！」

　つんのめるように身体がコンクリートに打ち付けられ、とっさに付いた手の平が擦こすれ皮がむけました。

「っぁ……つつつ……、う……」

　僕の目の前に散らばっていたのは、胸ポケットにしまってあったマヨネーズ・キングダムで撮ったプリクラ。息を吐き、

「……ドクロちゃん……」

　僕はそれを拾い上げ、手のひらに乗せました。

「もう……逢あえないの？」

　その時、地べたに座っていたままの僕の脚に、柔らかいモノが乗ります。

「うん……？」

　それは子犬。

　ミニチュアダックスフントの子犬でした。

　気が付けばここは、アルカディア商店街。僕は買い物客のまっただ中にいたのです。ヒトの流れは、僕を迷めい惑わくそうに避さけて行きます。

　臓ぞう物もつ丸まるが〈きゅぅぅん〉と鳴き、その黒い瞳ひとみで僕を見上げます。

　手を伸ばせば怯おびえる様子もなく、臓物丸は小さなカラダを近づけてきます。

　その途と端たん、僕の喉のどから息が漏もれ、それは「くぅぅ……ぅぅッ!!」という、うめき声に変わりました。

　僕は、その子犬を抱き上げました。

　夕方の商店街。

　黒い瞳の臓物丸と、心配そうに僕に近寄るその臓物丸の飼い主の女の子と、たくさんのヒトが周りからこっちを見ているのに、僕はもう、我が慢まんできませんでした。

　僕は歯をくいしばって、身体からだがばらばらになるくらい、

　泣きました。
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　……家までの帰り道。

　僕は思い出したのです。

　あのわがままで、でも実はとっても寂さびしがり屋なドクロちゃんが、微笑ほほえみを浮かべて消滅していったのを。

　それは本当に、あどけない笑みでした。

　きっと、ドクロちゃんには準備ができていたのでしょう。

　お別れをするその瞬しゆん間かん、僕に涙を見せないでさよならをするための、たいせつな準備が。

　思えば今日の彼女の行動は、全すべてそのためのものだった気がします。

　ドクロちゃんはあれほど僕に気持ちを伝えていたのに。

　だけど僕は、そんなコトにすらぜんぜん気が付くコトができなくて……。

　そうです──

　──自分のコトしか考えてなくて、相手の心をわかろうとしていなかったのは、あの天使の少女ではなく、本当は僕の方だったのです。

　そんな僕にこれ以上めそめそしている資格なんて、ありません。

　これっぽっちも。

「……ねえ、僕、ドクロちゃんがいなくなっても、もう平気だよ？　だいじょうぶだからね。いままでごめんね……」

　僕は最後の涙を拭ふきました。




「──ありがとう、ドクロちゃん──」




　　　　★




「……ただいま！」

　玄関の扉を開け家に上がり、いつものように、廊下を進みます。

　しかし、ここにいる僕の中身は朝までの自分とは違います。あの天使の少女が残してくれたモノは、ずっと僕の中にあり続けるのです。

　そして、……未来はまだまだ先のコト。

　僕はもう一度だけ「ただいま」と声をだし、明かりのついたキッチンに入りました。

「あ、おかえりなさい桜さくらくんっ！」

「うん、ただいまドクロちゃん」

「ねえ桜くんもヨーグルトたべる？」

「え？　僕のぶんもあるの？」

　そのまま冷蔵庫を開けた僕は、ヨーグルトを探しあて、

「あー、あったあったありがとうドクロちゃんっ……て、うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおいッ!!　いる───!!　ドクロちゃんいるよおお──ッ!!」

　叫びました。




　──これは、




「もー、なに桜くん大きな声を出して白目を剝むきながらガクガク震ふるえてるの？　あ！　もしかしてそれ冷やし木工ボンド？　もうっ、桜くんたらせっかちさんっ！」




　──これは、僕の弱いココロが生み出した幻覚作用の物語!?




　僕の目の前にはイスに座った一人の少女。

　テーブルでむじゃきにヨーグルトを食べている少女の頭の上には、金色のわっか。

　つまり、僕の目の前にいるのは天使のドクロちゃん。僕はぶるぶる叫びます！

「ド、ドクロちゃん!?　あんたいったいなにやってんのこんなトコロでッ!!!」

「え？　ヨーグルトたべてるんだよ？」

「ちがうよ!!　それは見ればわかる！　そうじゃなくって、もうカラダは全然平気なの!?」

「安心してよ桜くんっ、ボクのは冷やし木工ボンドじゃなくて、ちゃんとしたヨーグルトなんだからぁ！　桜くんといっしょにしないでっ！」

「くそうっ！　なぜこの僕の思いが通じない!?　だってさっきドクロちゃん透けてたじゃん!!　こ、こうなったら……!!」

　百聞は一見にシカズ!!　僕は触れるのかどうか確かめるため、天使の少女のカラダに手を伸ばしました。

「桜くんちょっと、なに……っ！」




　ぽにゅんっ




　そして、僕の指先は、たしかにそのドクロちゃんのムネのふくらみに、

「あァアあアァッ！　触れた!!　さわれたよおおうッ!!　やったぁぁ──!!　い、いやまて!?　こんなに柔らかいのはなんかおかしい！　きっとまだ完全じゃないんだ！　だったらこっちもヴェるヴァ[image: ら゛]ぁッ！」

　その瞬しゆん間かん、僕の背骨はまるで背中のチャックを開けて外にでて来るように〈めきゅめきゅっ！〉と飛び出しました。なぜならドクロちゃんが棘とげ付つき鋼鉄バット『エスカリボルグ』を、僕のお腹なかから斜め上に向かって勢いよく螺ら旋せんのひねりで突き入れてきたからです。吹き出たしぶきに彩られ、キッチンは一瞬で赤い惨さん劇げきです。

　その光景にびっくりしてしまったドクロちゃんは、僕の若い肉体を貫通し、背中から飛び出たエスカリボルグの先端を持って〈べきんべきんっ！〉慌あわてて引き抜きながら、




　ぴぴるぴるぴるぴぴるぴー♪




「も、もう！　桜さくらくんたらいきなりなにするの？　ごはんの前にまずはボクからなのっ!?」

　天使の少女が鋼鉄バットでもたらした不可思議パワーでハッピー＆フレッシュ。僕の背骨はあっというまに内部に戻って収まりました。そうです、こ……これなのですぅッ!!

「ご、ごめん！　そういうわけじゃないんだ！　だって僕はまたドクロちゃんに触れないかと思ったんだよ!!　これは本当に僕がわるかったから、まあよし！　それよりッ！　ドクロちゃん!?　消滅……しちゃったんじゃないの!?　なんで平気な顔してココにいるのッ!?」

「桜くんはさっきからなに言ってるの？」

「だってあの時、僕の目の前で天使みたいに羽が生えて消えちゃったじゃん!!」

「ボクはいつでも天使だもんっ！」

「あ───くそうッ！　なんでちっとも会話が成立しないんだ！　いつも以上にッ!!」

「桜さん？」

　そう僕に声をかけてきたのは、いつもの純白の軍服に黒いエプロン、

「は、はい!?」

　菜さい箸ばしで天ぷらにした春菊をつまみ上げていたザクロちゃんです。

「どうやら桜さんは誤解されているようです」

「ご、ゴカイ……？　誤解って、でも、だって!!」

　ザクロちゃんは「いいですか？　桜さん」と、柔らかく包み込むような声で僕に言うのです。

「観念的な存在であるわたくしたち天使は、『こちらの世界』に在り続けるコトが、実は普通では無いのです。わたくしたちはあるエネルギーを使い、この姿を維持しています。それは〝個性〟というエネルギーです」

　ザクロちゃんはちくわに水溶き片かた栗くり粉こをつけて、油の中にそっと投入しつつ、続けます。

「しかしニンゲンの思いや願いが移ろいやすいように、観念の存在、天使の『存在力』もやがては徐々に失われてしまいます」

「う、うん！　それって『天使の憂ゆう鬱うつ』っていうんでしょ!?」

「そうです、よくご存じですね桜さくらさん」

「その『天使の憂鬱』にかかったら、天使は消えちゃうんですよね!!」

「ええ……」

「それで存在が消滅しちゃったら、もう、……助からないんですよねッ!?」

　妹天使は揚げ物をお皿に取りながら右目だけまばたき。ドクロちゃんもぽかんと僕を見つめます。

「え……、ち、違うんですか??」

「『天使の憂鬱』は『ルルティエ温泉』に入れば、すぐに治りますよ？」

「ルルティエ温泉!?」

「はい、そこで自分の〝個性〟を見つめ直し、思いを新たに明日から生きていくというわけです」

　僕は自分の震ふるえるココロそのままに、全身をワナナカセます。

「じゃあ……なんで、なんでドクロちゃんはあんな悲しげなクライマックスを!?」

「え──？　ボク『また逢あおうね』って言っただけだよ──？」

「た、確かにそう言ったけどさッ！　でもそれって、裏を返せば二度と会えないみたいな意味に聞こえるじゃん!!　じゃあさっき消えちゃったのはただ『未来の世界』へ温泉入りに行っただけなの!?　なんでそんな帰り方をするの!?　まぎらわしいよ──ッ!!」

「もー！　そんなにボクといっしょに温泉に行きたかったの？　しかたないなぁ、それじゃこんどみんなで行こうよっ！　桜くんのお年玉で!!」

「違うよッ!!　温泉とかそういうコトじゃなくって、今みたいな大切な用件は僕にきちんとお知らせしてって言ってるんでしょぉぉッ!!」

「すいません桜さん、わたくしはてっきりおねえさまがきちんと説明したものとばかり……」

「このドクロちゃんにそんなのはムリに決まってるじゃないですか！　しかも彼女はこの混乱に乗じて、僕のお年玉を不正使用しようとしているんですよ!?」

「おねえさま？　桜さんはおねえさまが目の前で急にいなくなってしまい、とても心配されたのですよ？」

「桜くんたら本当に寂さびしがりやなんだからぁっ！　そんなコトじゃ勇者にはなれないぞっ？」

「いい！　なれなくてもいい！　そんなコトより、なんでこんな時にドクロちゃんは『マヨネーズ・キングダム』に行こうって言い出したのさ!?」

「えへへ、だって、新聞屋さんにもらったチケット、今日までだったんだもんっ」




『その時ザンス！　ザンスがお風ふ呂ろ上がりに軽く一杯のげぶこぱァッ!?』




「くそぉおぉぉおおおおおおおッ!!」

　僕は手を床についたまま、両足を高く突き上げ、キッチンに入ってきたザンスを馬うま蹴げりしました。

「キサマ──！　なんでひとんちの風ふ呂ろに勝手に入ってんだ!!　しかもさっき僕にデタラメばっかり教えやがってぇぇえええッ!!」

「な、なんのコトザンスか!?　それは誤解ザンス！　ミィがちゃんと説明しようと思ったら、桜さくらくんがミィを突き飛ばして走ってどっかに行っちゃったんザンスよ！」

「だったらすぐに僕を追いかけろ！」

「寒かったので着ぐるみを着てたら、見失っちゃッたんザンスよ!!」

「もういいうるさい!!　こうなったらキサマを思い出みたいに空に浮かべてやる!!」

　僕はピンクのバスタオルを頭に巻いているザンスを、キッチンにあったすりこぎ棒で力一杯すりこぎました。

「わぁたすけてザンスッ!!　ミィが巨大な半透明になって夕焼けをバックに微笑ほほえんじゃうザンスよー！」

　その時、ザンスをすりこいでいた僕をのぞき込んでくるのはドクロちゃん。

「ねえ桜くん、なんで泣いてるの……？」

　僕は慌あわてて袖そでで目をぬぐいます。

「な、泣いてなんかないよ!!」

　僕は目をこすり、すりこがれ過ぎて気を失ったザンスを床に放り投げ、

「もうなんだよドクロちゃんは!!　……僕、すっごく、すっごく心配して……！　もうっ！　もういいッ!!　僕が家出する！　僕が帰ってこない!!」

　そしてキビスを返し、僕はキッチンに背を向けて廊下へ。

「あ、桜くん晩ごはんは？　もうすぐできるのに、いっしょにたべようよー。今日は桜くんの好きなからあげもあるんだよっ？」

　その僕の手を取って、抱きつくように引き留めるのは、

「じゃあ、ドクロちゃんッ？」

　あどけなさすぎる少女のほほえみ。

「なあに？　桜くん」

　立ち止まった僕は、振り返り、目の前の天使に問いかけます。

「ドクロちゃんは、これからも僕のそばにいてくれるの？」

　つかんだ腕をきゅうっと抱きしめ、ドクロちゃんは僕を見上げて言うのです。




「うん、もちろんボクは、桜くんとずぅぅっといっしょだよっ！」





★撲殺天使ドクロちゃん　完★









　　　　　あとがき




　みなさんこんにちは。おかゆまさきです。おひさしぶりです！

　この『撲ぼく殺さつ天使ドクロちゃん③』は小説誌「電でん撃げきｈｐ」25号と27号に掲載された短編二本に加筆と修正を加えたものと、文庫用として新たに書き下ろした短編二本で構成されています。

　さて、さっそくですが、




【ここまでのあらすじ！】

　念願の小説家になり、夢にまで見たファンレターをもらうおかゆまさき。彼は自分に送られてくる『茶封筒』や『官製ハガキ』に喜びを隠せない一方で、壁かべ井いユカコさんに送られてくる『可愛かわいらしい封筒』を見てカルチャーショックをおぼえてしまう。そこでおかゆは、あつかましくもナンとかして自分も可愛い封筒に入ったファンレターがもらえないかと②巻のあとがきにおいて極めて遠回しに読者の方々におねだりを敢行！　はたしてその結末やいかに!?

【ここまでのあらすじ！　おしまい】




　結論から申しますと、来ましたぁぁっ！

『可愛らしい封筒』で、ファンレターがぞくぞくとッ!!　送って頂いた皆さん、本当に感謝です。みなさん本当に良い方ばかりだ……（トクンッ）言ってみるものです。夢は願っていれば本当にかなうモノなのですねっ！　なんだか僕がおねだりしてしまったみたいで、もうしわけないっ！　と思う反面、読者のみなさんのお心こころ遣づかいがココロに染しみて、なんだかムヤミに優やさしい気持ちになってきます。

　以降、『男性の方からも可愛らしい封筒でお手紙が届くようになってしまう』という副作用も併発しておりますが、なにはともアレ、本当に……嬉うれしいです……ッ!!

　皆さんに早くお返事ができればいいのですが、す、すいません！　必ず、必ずやお届けしたいと思いますので、気長にお待ちください。おもしろいモノを、お届けできる予定ですっ。




　お手紙を読んでいて、話題の中にいくつか共通の話題があるコトに最近気が付いたのですが、その中でも一番気になるのが「最近『ドクロちゃん』がクラスで流は行やってるんです！」という内容です。

　どうやら、この『ドクロちゃん』が学校の教室で回し読みされているらしいのです。

　そこで僕はふと思いだしたのですが、たしか、クラスで回し読みされる書物って、学級文庫にあったり、読書好きの生徒が持ってきたりする『怖い話シリーズ』とか『アナタのココロがわかっちゃう!?　ドキドキ心理ゲーム！』みたいな、抑えきれない好奇心を刺激してやまない図書だった気がします。

　ドクロちゃんが、そんなボロボロになってもなお、クラスのみんなに読まれ続けるという『人気図書』並の扱いを受けているなんて……！　作者の僕としては本当に光栄なコトだと思います。もう、ボロボロになるまでばりばり回し読みしてください。そしてもし、気に入っていただけた上に『マイ・ドクロちゃん』を手に入れてくださったりすると、おかゆはとても嬉うれしくて喜びますよっ？




　というわけで、さりげない宣伝が成功したアカツキに、スペシャルサンクス行ってみます！　まずはやっぱり、担当編集のお二方。三木さんと和田さん、今回も大変お世話になりました。ホントに、いつまでも小説書くのがこなれなくてすいません。これからも僕は精しよう進じんしていく所存ですので、お願いですから、見捨てないでください。こんどからは、一度言われたコトは、きちんと守れるように努力しますから……っ!!

　もちろん編集部の皆様、校閲さん、出版部や宣伝部、営業部の皆様にも、感謝を。僕は恩返しとして、ものを書くことしかできないので、精一杯このやり方でがんばります。

　そしてとりしもさん。きちんと三木さんから、冬コミでの例の品、頂きましたよっ（私信）。今回も洒落しやれにならないくらい忙しいスケジュールの中、ありがとうございました（それにしても、ほんとに今回の彼女の登場にはびっくりしました！）。

　そして著者近影をいつも描いてくださっている暁あかつき真ま奈なさん。もう、一年以上、直接お逢あいしてないでしょうか。今度名古屋に行ったときには、ぜひ。味み噌そ煮込みうどん、食べたいです。

　そして忙しさにカマケテすっかり不義理を通してしまっている地元の友人達たち。さあ、三巻が出たぞ？　焼き肉だ!!　焼き肉パーティーだ！　今度は本当に食べ放題にするからねっ!!

　そしてこの『ドクロちゃん』③巻を手にとって頂いた皆様に、深々と一礼。皆様のおかげで、ここまで来ることができました。これからどこまでいけるのか、ドキドキです。

　それでは、また次の機会に。





二〇〇三年　十二月某日　三み雲くも岳がく斗とさんの家の居間にて　おかゆまさき
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「お兄さんは小学校５年生の時に『全国こども電話相談室』に出たことがあるんだぜ！」という自慢を近所の子供にしたら「えーうそー！　すっごーい!!」と僕が小説家だと名乗った時より驚かれた。これからもこの悔しさは忘れないようにしたいと思う。
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いらすと●暁　真奈




とりしも

新潟県出身東京在住。物欲に忠実に従うも消化する時間が無く、積みゲーム積みプラモ積み本で部屋が圧迫されまくりな今日この頃。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム
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